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			魔欠落者の収納魔法～フェンリルが住み着きました～

			富士とまと

			イラストレーション／ｓｉｍｅ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋豊田知嘉 （ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ

			第一章　魔欠落者の娘

			第二章　魔獣の森

			第三章　人間と魔獣

			エピローグ

			番外編　我が名は

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			　生まれながらにして人は、六つの〝小さな魔法〟が使える。

			　

			　水魔法。水を出す。

			　火魔法。火をつける。

			　光魔法。暗(くら)闇(やみ)を照らす。

			　風魔法。声を届ける。

			　回復魔法。擦(す)り傷や風(か)邪(ぜ)等を治す。

			　収納魔法。亜空間に物を収納する。

			　

			　呼吸するのと同じように、誰もが使えるのが当たり前とされる魔法たち。

			　力に特化した者は称(たた)えられ、魔法が欠けた者は「魔欠落者」として蔑(さげす)まれる。

			　

			　……そんな世界に、私は生まれた。

		

	
		
			　

			第一章　魔欠落者の娘

			　

			　殴(なぐ)られるっ！

			　振り上げられた手に、思わず両目をつむると、母様の姿を思い出した。

			　いつも私をかばって父親に殴られていた母様……。

			　

			　あれは、もう二週間も前になるだろうか。

			「魔欠落者なんか一族の恥(はじ)だ。こんな子供殺してやるっ！」

			　酒に酔(よ)って、父親は私の腹を蹴(け)り上げた。母様は慌(あわ)てて私の元に飛んできて、私の体を包み込む。

			　そんな母様の背を、父親は気が済むまで殴ったり蹴ったりしていた。

			「母様が死んじゃう、やめて」

			　小さな私の声は父親には届かない。

			「大丈夫よ、後で回復魔法を使うから」

			　母様はそう言って笑うけれど、少し大きくなった私は知っていた。

			　父親から受けた傷は、母様の回復魔法ではほとんどよくならないことを。

			「母様、母様……」

			　私が受けるべき痛みを、母様は父親から受けている。

			　私が魔欠落者だから……。

			　ごめんなさい。ごめんなさい。

			　だけど、それを言うと、母様はもっと辛(つら)そうな顔をするのだ。

			「ごめんね、魔欠落者に産んじゃって、ごめんね」って。

			　だからいつも、私は歯を食いしばって〝嵐〟が過ぎ去るのを待った。

			　母の腕の中で父親の暴力という嵐が過ぎ去るのを。

			　だけど、あの日は違った。

			　いつまでも嵐は過ぎ去らなくて……。

			　いつも力強く私を包んでいた母様の腕から力が抜けて……。

			「動かねぇ、何だ、死んじまったのか？　くそっ、こんな魔欠落者の子供残してくたばるとか、冗談じゃねぇ」

			　え？

			　死んだ？

			　母様が？

			「お前も殺してやる」

			　父親が手近にあった閂(かんぬき)の棒を手にした。

			　太くて丈夫な棒で殴られたら、死んじゃう！

			「【収納っ】」

			　とっさに、魔欠落者の私が唯一使える収納魔法を使う。

			　父親の手から閂の棒が消える。

			「くそっ、魔欠落者のくせに！」

			　父親は次に椅(い)子(す)に手を伸ばした。

			「し……【収納っ】」

			　父親は、椅子の消えた手で私の腕をつかんで家の外に連れ出した。

			　家の中で倒れたまま動かない母様の姿が遠ざかる。

			「母様、母様っ、母様ーっ」

			「うるさいっ」

			　ドスンと、脇腹に衝(しよう)撃(げき)が走る。痛いと思うよりも先に襟(えり)首(くび)をつかまれ首が締まる。

			「いいか、俺のことも母親のことも一切誰にもしゃべるんじゃないぞ！　お前のような魔欠落者を産んだと知られれば、罵(ば)倒(とう)されるのは母親だ。だから絶対に、誰にも言うな。絶対だぞ、わかったな？」

			　小さくうなずくと、馬に乗せられ、三つ先の町で売られた。

			　

			　今、手を振り上げて私を殴ろうとしているのは、あの父親ではない。

			　私を買った食堂の女将(おかみ)さんだ。

			　右(みぎ)頬(ほほ)を思い切り打たれ、頭が左に傾(かたむ)く間もなく、左の頬を打たれた。激しい憎しみのこもった拳(こぶし)を繰り返し両頬に受ける。

			「おいおい、何してるんだ？」

			　店の前を通った常連の男が声をかけたことで、女将さんの打つ手が止まった。

			「聞いてくれよ、騙(だま)されたんだよっ！　大損だ！」

			「騙されたって？」

			「この子だよっ、魔欠落者だけど少し大きな収納魔法が使えると言うんで、男から買ったんだ。だけど、とんでもないインチキだったんだよっ！　アレを見ておくれよ」

			　女将さんが、食堂のテーブル二つに積み上げられた食材を指さした。

			「収納させておいたものさ」

			「へー、こりゃずいぶん大きな収納じゃないか。普通は財布になるだけの収納魔法しか使えないだろ。それが背負い籠(かご)一つ分収納できれば優秀だ。テーブル二つ分なんてすごいじゃないか。それの何が騙されたんだ？」

			　女将さんは、テーブルの上から傷(いた)んだ果物と、カビの生(は)えたパンを取って男に見せた。

			「よく見とくれよっ！」

			「何だこれ？　本当に収納魔法で収納してあったのか？」

			　男が首を傾げて、テーブルの上の食材を見た。

			「魔欠落者はしょせん魔欠落者だよ。人間の出来損ないさ。この子の収納には時間停止、状態維持の機能が欠けてるのさ。だから、せっかく買った食材が半分以上ダメになっちまった。大損だよっ」

			　女将さんは、男に見せた果物とパンを私に投げつけた。

			「出てってくれ！　今すぐ、この店を！　いや、この町から出ていけっ！　二度と顔を見せるな！　薄(うす)汚(ぎたな)い魔欠落者め！」

			　慌てて店を出て、走り出す。

			「待て、これからどうするつもりだ？　一人じゃ生きていけないだろう？」

			　男が追いかけて声をかけてきた。

			　一人じゃ生きていけない……。

			　それは私が、見た目が十歳にも満たない子供だから発せられた言葉ではない。私が、魔欠落者だと知ったからこそ発した言葉だろう。

			　火魔法が使えなければ、料理ができない。

			　光魔法が使えなければ、暗闇に怯(おび)える。

			　風魔法が使えなければ、助けが呼べない。

			　回復魔法が使えなければ、病気や怪我ですぐ死ぬ。

			　そして、水魔法が使えなければ、渇(かわ)いて死ぬ。

			　それがこの世界の常識。

			　だけど、大丈夫。母様が教えてくれた。

			　水は、川を探せばいいと。

			　

			　町を出て、広くはない草原を抜け、森に入る。

			　男は黙って、私の後をついてきた。森の中に入ると、男は再び話しかけてきた。

			「かわいそうに、こんなに頬が腫(は)れて」

			　男が小さく回復呪文を唱(とな)えると、熱を持っていた頬がすっと軽くなる。

			「あ……」

			　魔欠落者の私に回復魔法を使ってくれたの？　もしかして、この男の人は、父親とは違う？　魔欠落者の私に親切にしてくれるの？

			　振り返って男の顔を見る。

			　ぞっとして、後ずさった。蔑む目でも、卑(いや)しむ目でもない。

			　ギラついた、何とも言えない不快な目を男はしていた。

			「ああ、これで少しはマシになった。女将も馬鹿だよなぁ。追い出すなんて。あと三、四年成長すれば……。いや、こういう小さい女の子を好む男だって世の中にはたくさんいる」

			　何を言っているんだろう？　よくわからないけれど、気持ち悪い……。

			「収納魔法しか使えないんだろう？　魔欠落者の娼(しよう)婦(ふ)は人気があるんだよ。何たってちょっと無理なことしたって水をぶっかけられたり、火で焼かれる心配をしなくていいんだからな」

			　男の手が伸びて、腕をつかまれた。

			　娼婦？

			「ほら、隣町に連れてって高く売ってやるよ。お前も衣食住確保できるんだからありがたいだろう？」

			　やだ、怖い、気持ち悪い！

			　思わずつかまれた手から逃(のが)れようと腕を引くと、男の手に力が入った。痛い。

			　父親に暴力をふるわれた恐怖が蘇(よみがえ)る。逃げなくちゃ。

			　母様が大切にしてくれた私を、傷つけさせちゃだめだ。

			「ぐあっ」

			　男の腕に思い切り噛(か)み付く。

			「くそっ、ちょっと優しくしてやればっ、いい気になって！」

			　ガツンと頭を殴られ、思い切り地面にたたき付けられた。

			「あっ」

			　殴られるのは慣れてる。

			　こうして、たたき付けられるのも……。

			　だから、今回はもうだめかもしれないとすぐに思った。

			　地面に突き出ていた石に頭をぶつけた。いつもとはまったく違う変な音と衝撃。目の前がチラチラとしてぼやけている。

			「うわっ、やべぇ、血の臭(にお)いにモンスターが集まって来やがった」

			　男の焦(あせ)った声と、遠ざかる足音。

			　ああ、よかった。男はどこかへ行ってしまったんだ。

			　次の瞬間、頭から流れた血だまりにビシャンッと音を立ててスライムが落ちてきた。

			　モンスター……。

			　子供でも倒せるスライムだけれど、今の私には無理だ。もう、立ち上がることもできない。

			　私にできることは――。

			「【収納】」

			　収納魔法だけ。

			　だけど、収納魔法は生き物は、生きているものを収納することはできない。

			　スライムから逃げることは……。

			　あれ？　目の前にいたスライムが消えた？

			　まさか、生き物なのに収納できた？

			「【取出】」

			　呪文に合わせて、ぽんっとスライムが姿を現し、再び私に襲い掛かった。

			　本当に、私の収納は役に立たない。モンスターも収納できるだけで、倒すことができないんだから。

			「【収納……】」

			　どうせ死んじゃうかもしれないけど、これ以上痛いのは嫌。

			　血の臭いに引かれてやってくるスライムを次々と収納していった。

			　

			　二十匹は収納しただろうか。

			「おい、血の臭いがする、こっちに逃げたんじゃないか？」

			「くっそ、魔欠落者のくせに逃げ切れるとでも思ってんのか」

			　いら立った男たちの声が聞こえてきた。

			「おい、子供が倒れてるぞ！」

			「見つけたか？」

			「いや、違う。俺たちが頼まれたのは五歳くらいの餓(が)鬼(き)だ。倒れてるのは十歳くらいの女の子だ」

			「うわー、すごい血だな。死んでるのか？」

			「さぁな、死のうが生きようが関係ねぇ。俺たちは餓鬼の始末を依頼されただけだからな。とにかく捜せ！　子供の足だ、そう遠くには逃げてないはずだ！」

			　餓鬼の始末？

			　魔欠落者の子が、あの男たちに追われてるの？

			　倒れている私の目に、茂(しげ)みに隠れた小さな足が映った。ぼやけた視界の中でも、その白くて小さな足が人間の子供のものだとわかった。

			「おい、しっかり捜せ、茂みに隠れてるかもしれないからな！」

			　男の一人が、小さな足が隠れているところに近づいた。

			　見つかる！

			「【収納】」

			　小さな声でつぶやく。

			　視界から、小さな足が消える。

			「いないな、くそっ、もっと奥まで進んだのか？」

			「奥に行けば強いモンスターも出てくるってのは餓鬼でも知ってるだろ」

			「今ごろ、モンスターに食い殺されてるかもしれねぇぞ」

			「だったら、俺たちの手を汚す必要はねぇ。楽でいいじゃねぇか」

			「馬鹿だな、跡形もなく食べられちまってたら、始末した証拠を持って帰れなくなるだろうが！」

			「うわー、そりゃまずいな。急いで捜そうぜ！」

			　ガサガサと木々をかき分け、茂みをつつきながら男たちが遠ざかっていくのを待つ。

			　早く、早く遠くに行って！

			　男たちの声が聞こえなくなって、しばらく時間を置く。

			　また戻ってくるかもしれないから、本当はもっと時間を置きたいけれど……。意識がもう持ちそうにない。

			　死んでしまったら、収納したものは二度と誰にも取り出せない。だから、死ぬ前に……あの子を……。

			「【取出】」

			　ぽんっと取り出すと、小さな男の子がびっくりした顔をしてこちらを見ている。

			　よかった。生きてる。

			　魔欠落者の私だけど、最後に……少しは、役に……。

			　

			「おっ、お姉さんに、ち、ち、近づく……なぁ……」

			　涙声が聞こえ、ふと意識が戻る。

			　うっすらと目を開くと、小さな背中。その向こうに、大きな犬？

			　青い犬が、大きな口を開けてとがった歯を子供に向けた。

			「【収納】」

			　犬の姿が消え、子供がぺたりと尻もちをつくのが見えた。子供が襲われなくて良かった。

			　ああ、私、まだ生きてる。あと、どれくらい生きられるんだろう。もう、痛みも感じなくなっちゃった……。

			　

			　次に目が覚めたのは、子供のうめき声が聞こえたからだ。

			「うう、痛い……だめ、あっち行ってっ！」

			　目を開くと、木の棒を振り回してスライムと戦っている男の子の姿がはっきりと見えた。

			「【収納】」

			　スライムを収納して、体を起こす。

			　おかしい。チカチカして歪(ゆが)んで見えていた視界がはっきりしている。それに……。

			「痛くない？」

			　もう、痛みさえ感じなくて死ぬのだと思っていたのに、どうやらすっかり傷が治って痛みを感じないようだ。

			「お姉さん、よかった。回復魔法かけたのに、起きなくて、どうしようかと思った」

			　金色のふわふわの肩までの髪。大きな瞳(ひとみ)を輝かせて微(ほほ)笑(え)む天使のような顔が目の前にあった。
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			　かわいい。

			　シャツにベストと七分丈のズボンという姿から、男の子だろうと判断できる。けれど、顔だけでは女の子か男の子かわからない。

			「どこか、痛いところない？」

			　コテンと首を傾げて問われ、ハッと現実に戻る。

			「あ、あの、君が回復魔法をかけてくれたの？　ゴメンね、魔欠落者の私なんかのために……」

			　生きるか死ぬかのあんな大きな傷を治せるような回復魔法なんて、きっと金貨十枚はするような大魔法だ。

			　五歳前後に見える男の子はびっくりした顔をした。

			「お姉さんも魔欠落者？」

			　も？

			　そういえば、男たちは魔欠落者の餓鬼を捜していると言っていた。目の前の天使のような子が、男たちが捜している子供？

			「君は、あの男たちから逃げているの？」

			「うん」

			　なぜ？　とは思ったけれど、問うようなことはしない。

			　だって、魔欠落者なのだ。

			　きっと、それだけで理由なんて十分なのだろう。

			　私が、魔欠落者だから父親に殴られていたように。私が、魔欠落者だから、母様が泣いていたように――。

			「うわっ！　また、出た！」

			　男の子がバッと木の棒を持った手を振り上げる。その先にはスライムが二匹いた。

			「【収納】」

			　呪文を唱えると、スライムが姿を消す。

			「やっぱり、お姉さんがそうして男たちから助けてくれたの？　見つかると思ったとき、突然気持ちのいい空間にいた。あれは、収納魔法の中？」

			　へぇ、収納魔法の中って、気持ちがいい空間になってるんだ。洞(どう)窟(くつ)の中のように、薄暗くてヒンヤリして、ちょっと怖そうな場所かと思ってた。

			「助けてくれて、ありがとう。僕、ルークリット」

			「私のほうこそ、助けてくれて、ありがとう。私は……」

			　名乗ろうとして、戸(と)惑(まど)う。

			　父親に、自分と母様のことは誰にも話すなと言われている。売られたときには偽名を父親に付けられた。

			「私は、トゥエイル……エイルって呼んで」

			　迷ったけれど本当の名前を告げた。母様が付けてくれた名前を捨てたくない。家名を言わなければ大丈夫だよね？

			「エイルお姉さんは、どこへ行く途中？」

			　ルークの質問に、首を横に振った。

			「どこへも……行く当てがないの」

			「僕と一緒」

			　ルークが寂(さび)しそうな目を見せた。

			　行く当てがないの？。

			「ルークが良ければ、一緒に行こうか。魔欠落者の私たちでも生きていけるどこかを探しに……」

			「え？　いいの？」

			　パッとルークの目が輝く。が、すぐにうつむいた。

			「でも、僕、追われてる……。エイルに迷惑かける……」

			　小さく震(ふる)える肩。

			　一人でずっと逃げてたのかな？

			「大丈夫だよ。また男たちが来たら収納で隠してあげる。それに、ルークは私が怪我したり病気にかかったりしたら治してくれるんだよね……？」

			　ルークの肩に手を置いてゆっくりと言葉を紡(つむ)ぐ。ルークの顔が上がった。だけど、まだ迷いのある表情をしている。

			「魔欠落者の私じゃ、一緒にいるの嫌かな？」

			「そっ、そんなことないっ、僕も魔欠落者……。僕……本当は、一人で寂し……かった……」

			　ぽろんぽろんと、ルークの瞳から大きな涙の粒がこぼれた。

			　思わず、ぎゅっとルークに両腕を回して抱きしめる。

			　温かい。人の体温。

			　母様に抱きしめられたことを思い出して、今までこらえていたものが……。

			「うっ、ううう、ルーク、一緒よ。ずっと、一緒に……一人にしないから……」

			　ルークの小さな手が、ぎゅっと私にしがみついた。

			　二人なら、魔欠落者でも二人なら……きっと見つけられる。私たちが生きていける場所を。

			　少しだけ、気持ちが上を向いた。

			　

			「さぁ、ルーク、まずは川を探しましょう」

			「川？」

			　手をつないで歩き出す。

			「そう、母様が教えてくれたの。川には水が流れているって。水魔法が使えなくても、水が手に入るって」

			「え？　水魔法が使えなくても、水があるの？」

			　ルークが驚いた声を上げる。

			「私も、母様に聞いてびっくりしたのよ。川の他にも、池とか湖とか海とか、水があるところはたくさんあるんですって。雨が降るでしょう？　雨の水が流れていくのが川なんだって」

			「水が流れているのが川っていうんだ……地図ではそんなことわからなかった。水魔法が使えなくても、水は手に入る……。僕たち、生きていける……」

			　生きていくことはそう簡単なことじゃないと思うけれど、ルークのうれしそうな声にうなずいてみせた。

			「あっ！」

			　ルークが何かに反応し、私をかばうように前に出て木の棒を構える。

			　それと同時に草むらからぴょーんとスライムが飛び出して来た。

			「【収納】」

			　スライムを収納魔法で消し去り、ルークの手を握(にぎ)りなおす。

			「大丈夫よ、モンスターは私が収納するから」

			「ありがとう。でも、僕、男の子だから……」

			　男の子は女の子を守るんだぞって教えられて育ったのかな？

			「私のほうがお姉さんだから」

			「エイルと僕、同じくらいだよ。九歳」

			「九歳？　私が九歳に見えるってこと？　それとも、ルークが九歳なの？」

			「僕が九歳」

			　驚いてルークの顔を見る。

			　五歳くらいにしか見えないのに、九歳だったなんて……。そうか。一人で逃げられたのも九歳だったからなのか。

			　ルークは、驚いた私の顔を見て悔(くや)しそうな表情をする。

			「わかってる。僕、九歳には見えない」

			「ううん、違うの。同じなんだと思って驚いたの。私もまだ十歳になってないように見えるでしょ？　でももう十三歳なのよ」

			「え？　エイルは、十三歳？」

			　今度はルークが驚いた顔をしている。

			　

			　歩き出してどれくらい経っただろうか。

			　ふと、空気が変わったのを感じて足を止める。湿度が上がったような、水の匂いがするような気がしたのだ。

			　そうして耳をすませば……。

			「エイル、あっちから何か音がする。行こう！」

			　ルークに手を引かれて、木々をかき分けて五分ほど進むと、木々の切れ目から水の流れを見つけた。

			「水！　あんなにたくさん！　あれが、川？」

			　知らず知らずのうちに、二人で駆け出していた。

			　ルークが、顔を川に突っ込むようにして水を飲む。

			　ああ、そんなに喉(のど)が渇いてたんだね。

			　私も、水を飲もうと身を乗り出すと、揺れる水に映った顔にギョッとする。

			　痛みがないから忘れていたけれど、頭から血を流したんだ。顔半分、髪の毛も、首筋も、固まった血がこびりついてる。

			　洗わなくちゃ。

			　でも、それより先に、やっぱり喉が渇いた。両手ですくって水を飲む。おいしい。

			「エイル、おいしいね！」

			　川から顔を上げたルークの顔はびしょ濡れだった。前髪からぽたぽたとしずくが落ちる。

			「ふふ、そうね。おいしい。【取出】」

			　収納からハンカチを取り出してルークの顔を拭く。身の回りの物やお気に入りの物など、色々と収納には入れてある。

			「ちょっと待っててね、ルーク。血を洗うから」

			　手(て)桶(おけ)と石(せつ)鹸(けん)を取り出し、顔と頭を洗う。ハンカチを水に浸(ひた)して、首筋を拭いていく。

			　それから、よいしょっと。着ていたワンピースを脱いで、桶に突っ込む。洗濯だ。

			「エッ、エイルっ！」

			　悲鳴のような声をルークが上げた。

			「そんな恰(かつ)好(こう)、だめ！　火魔法、使えないから、服を乾かせない！」

			　そんな恰好？

			　袖(そで)のない生成りのシャツに、膝(ひざ)までのズボン。普通の下着姿だ。

			「大丈夫、着替えは持ってるから。洗った服は収納に入れておけば、そのうち乾くと思うし……」

			「え？」

			「なんかね、私の収納って、出来損ないで、状態維持とか時間停止とかの効果がないみたいなの。だから、濡れたまま収納しても、時間が経てば乾くと思う」

			　血の汚れは完全には落ちなかったけれど、茶色のワンピースだからそれほど汚れも目立たない。ぎゅっと絞(しぼ)って【収納】。

			　それから、着替えを【取出】。

			「あ、そうだ……。もう一つ。【取出】」

			　もう着られないけれど、小さいころにお気に入りだった紺(こん)のワンピース。袖口と裾(すそ)に花模様の刺(し)繍(しゆう)を母様がしてくれたんだ。

			　それを、ルークの頭からかぶせる。

			「エイル、何？」

			　手を通して、ボタンを留める。

			「うん、ちょうどいいサイズね」

			　サイズがちょうどいいだけじゃなくて、似合う！　めっちゃかわいい。天使ちゃんだ。

			「な、なんで？　これ、ワンピースだよ？　女の子の服……」

			「男たちが捜しているのは、五歳くらいの男の子でしょ？　女の子の恰好すれば、少しはごまかせるんじゃないかと思って……」

			　と言えば、ルークは不満げな顔をしつつも納得したのか、おとなしくなった。

			　そして、私もワンピースに袖を通す。初めて自分で刺繍をしたワンピースだ。母様に教えてもらいながら、花の模様を袖口と裾に散らした。

			「ほら、お揃(そろ)いよ。これで姉妹に見えないかなぁ？　えっと、五歳と九歳の姉妹っていうことで旅をしましょう？」

			「お揃い……姉妹……」

			　ルークがブツブツと言っている。

			　やっぱり、姉妹は無理があるかなぁ。

			　ルークはとっても綺(き)麗(れい)な金髪に、白い肌、大きな目に長いまつ毛。本当に天使みたいにかわいいもの。

			　それに比べて私は、くすんだ灰色の髪。一度だって、誰かにかわいいなんて言われたことがない。

			「ごめん、ルーク。私みたいなかわいくない子と姉妹なんて、迷惑だったね……」

			「何言ってるの？　エイルは綺麗！　上品で綺麗な顔してる！　迷惑なんかじゃないよ……」

			　え？　綺麗？

			　母様の顔が思い浮かんだ。切れ長で涼しげな眼。すぅっと通った鼻筋に、上品な小さな口元。綺麗な母様に、もしかして私は少しは似てる？

			　だとしたら……うれしい。この、くすんだ灰色の髪は父親譲りのものだけど、他が母様に似ているなら――。

			「ルーク、大好きっ！」

			　嬉しさのあまり、ルークに抱き着く。

			　かわいいなんて言われなくたって、綺麗だって言ってもらえた。それがお世辞でも、それでもうれしいっ！

			　母様に似てるかもしれないってそう思わせてもらえただけで……感謝。

			「エッ、エイルッ」

			　焦った声に、手を放す。

			「ごめん、苦しかった？」

			「そうじゃない、けど、……」

			　ルークがぷいっとそっぽを向いた。

			　あー、女の子の恰好させられて、まだ拗(す)ねてるのかなぁ。でも、いいアイデアだと思うんだよね。私たち二人の姿を見た人がさ「この辺で五歳くらいの男の子を見なかったか？」って聞かれたときに「見てない」って答えてくれると思うんだ。

			　

			「手伝ってね」

			　収納から、桶やコップ、鍋(なべ)に水筒……。水を入れられそうなものを出して川の水で満たす。

			　それからまた収納にしまう。

			「時間停止がないから、数日で水が腐(くさ)っちゃうかもしれないけれど……。一日二日は大丈夫なはずだから」

			　とはいえ、器が少なくて量的に二日分もない。

			　それでも、何とか当面の水は確保できた。

			　次にしないといけないのは、食料の確保だ。川には魚の姿も見える。

			　収納して陸地に取り出せれば、素手で捕まえられるかもしれない。でも、火魔法が使えないから食べられない。

			　探すのは、火を入れなくても食べられる木の実だ。母様が火を使わなくても食べられるものが森には色々あると教えてくれた。

			　町に出てパンや干し肉を買えば、火が使えなくても何とかなる。

			　お金は……ほんの少しだけ持ってる。使えばすぐになくなっちゃうから、何とかして稼がないと。

			　いや、今は一刻も早く森を抜けて、ルークを捜している男たちから距離をとらないと。

			　どれくらい離れれば安全かな？

			　二人で手をつないで川を離れる。

			　町を目指すなら、道を探さなければいけない。太陽の位置からなんとなくだけれど方角を確認して足を進める。

			　お腹が空(す)いた。

			　ルークもきっとペコペコだろう。

			「あ、あれ、ナナバ？」

			　ルークが突然、一方を指さした。

			「本当、食べられるかしら？」

			　二メートルほどの高さの木に、細長い黄色い実が房(ふさ)になって何十本となっている。

			　手を伸ばして届く位置から実を取り、皮をむいて口にする。

			　ルークも一つ取って同じように口にした。

			「ううう」

			「んんん」

			　二人で絶句。

			　食べられないことはない。だけど、青臭い。ほんのり甘くておいしい実だったはずだ。これは、なんていうか……。

			「まだちょっと食べるには早いみたい」

			　でも、お腹が空いていたので、二人とも何とか一本食べきった。

			「あと何日か置いておいたら食べごろになるね」

			　残りの実を収納しておく。時間停止がないから、収納の中で熟すはずだ。

			　その近くに、まだ青い実をたくさんつけたナナバの木も何本かある。

			「これは、今、収穫してもだめだよね……」

			　次に、いつ食べられるものを手に入れられるかわからないから、収納できるものがあればしておきたいところだけど。

			　早すぎる時期に収穫しても熟すわけではない。

			　あ、そうだ。

			「ルーク、これ、丸ごと収納しようかな？　根っこと土もつけて……時間停止もないから収納魔法の中で育たないかな？」

			「エイルの収納の中、すっごく広かった。それから、暖かくて明るかった。育つ気がする」

			　おお、それはいい！　だめでもともとだ。まだ収納スペースに余裕があるんだから、やってみて損はないよね。

			「じゃあ、【収納】」

			　目の前にあった三本のナナバの木を根こそぎ、土もつけて収納。地面にあいたでっかい穴は、どうしようもないのでそのままにしておく。

			　それから、三本ほど別の実をつける木を見つけて同じように収納。

			　時々出てくるモンスターも収納しながら進む。スライムと、角兎ばかりだ。

			　

			　一時間ほど歩いて、轍(わだち)の残る道に出た。

			「わっ、牙兎っ！」

			　ルークの声に牙兎の姿を探したが、見つからない。

			「え？　どこ？」

			「上、危ないっ！」

			　姿が見えなければ収納できない。

			　上を見ると、顔よりも大きな牙を見せ、口をぱっかり開けた牙兎が目前に迫っていた。

			「【収納】」

			　危機一髪、牙が頬をかする前に何とか収納に成功する。

			　心臓がどくどく激しく波打つ。

			「こ、怖かった……」

			　かじられるかと思った。

			「初めて見た。すごく動きが速くて、中級冒険者じゃないと倒せないって意味が、わかった」

			　ルークも胸元を押さえているから相当びっくりしたんだろう。

			「中級冒険者が倒すようなモンスターが出てくるなんて……。だいぶ、森の奥に進んできたのかな？」

			　道の先に視線を移す。まだ森の終わりは見えない。怖い。けれど、戻っても、追い出された町があるだけだ。

			「大丈夫。死ななければ、僕がどんな傷だって治す」

			　ルークが、ぎゅっとつないだ手に力を入れてくれた。

			　どんな傷も治せるか……。たとえ魔欠落者だったとしても、それってすごいことなんじゃない？

			　私のポンコツ収納魔法と違って、人の役に立つんじゃないのかな？

			　それなのに、命を狙(ねら)われるのはなぜ？

			　

			　手から伝わるルークの温かさは、一人じゃないという安心感を与えてくれる。

			　けれど、やはり森の影が濃くなっていくにしたがって、怖さはぬぐい去れなくなってきた。

			　あと半刻もすれば、完全に日が落ちて真っ暗になるだろう。

			　しまった。暗くなる前に、洞窟とか身を隠せる場所を見つけるべきだった。

			　モンスターや獣は、火を恐れる。だから、暗闇でも火を起こせばいい。

			　また、光で照らして明るくすれば、モンスターや獣が近づいてきてもわかる。

			　私とルークは、火魔法も光魔法も使えない。暗闇で身を守る術(すべ)がないのだ。

			　自然と足が速くなる。

			　まだ、森は抜けないの？

			　どうしよう……。

			「エイル、アレ」

			　ルークが指さす先に光が見えた。

			「あれは、火を焚(た)いているの？　誰かがいる？」

			　助かった。いや、もしかするとルークを狙っている男たちかもしれない。足音を立てないように近づく。

			　火に照らされて、一人の男の姿と、馬。そして、荷馬車が見えた。

			　背を向けていた男が、剣を構えて振り返った。

			「ひぃっ！」

			　剣先をこちらに向けられ、思わず悲鳴が上がる。

			「あ、ごめん。なんだ、子供か？　驚かせちゃったね。物音がしたから、モンスターかと思ったんだ」

			　男はすぐに剣を鞘(さや)に納め、安心させるように両手を広げて見せた。

			「ん？　君たち二人かい？　こんな森の奥に、子供が二人で……いったいどうしたんだい？」

			　口調から判断するに、ルークを追っていた人たちとは違うようだ。

			「おじさんこそ、馬もあるのにここで野宿をするの？　この森は、まだそんなに先まで続いてるの？」

			　念のため、ルークを背にかばうようにして立つ。

			「これ、置いていくわけにはいかないからね。今、相棒が町に車輪を取りにいってるところなんだ」

			　三十代と思われる物腰の柔(やわ)らかなおじさんが、これと言って指し示したのは荷馬車の車輪だった。

			　真っ二つに割れて、とても使い物にならない状態になっている。

			「馬の足で、あと半刻もあれば森を抜けられるんだが」

			　あと半刻で森が抜けられる！　それだったら！

			「おじさん、あの、私たち森で迷ってしまって、馬に乗せてもらえませんか？　町まで連れていってくださいっ！」

			「それは構わないが。さっきも言った通り、荷物を置いていくわけにはいかないから、一晩はここで過ごすことになるぞ？」

			「荷物が運べればいいんですよね？　それなら、すぐに森を抜けてくれるんですね？」

			　よかった。中位モンスターが出るような場所で野宿しなくてすむんだ。

			「【収納】」

			　荷馬車ごと、荷物を収納する。

			「は？　馬車はどこに行った？」

			　驚くおじさんの前に、【取出】で荷馬車を出す。

			「まさか、お嬢ちゃんの収納魔法か？　こんな大きな荷馬車が入るのか？　すごいじゃないか。これなら」

			　おじさんが期待に満ちた目をした。

			　私を買った食堂の女将さんもそうだった。

			　安いときに大量の食糧を買い込んで収納に保管しておけば経費が節約になる。遠くの珍しい食材を仕入れてくることもできると、私に期待したけれど……。

			　結果、ひどく怒らせて、町を追い出されたのだ。

			「すごくないです。あの、私……魔欠落者だから、この収納魔法も問題があって……」

			　騙されたと怒らせるくらいならと、自分が魔欠落者だと告白してから、ハッとなる。

			「あの、それでも連れていってくれますか？」

			「ああ、もちろん。こちらこそ助かる。話をしてる場合じゃなかったな」

			　魔欠落者だと聞いても、おじさんは態度を変えなかった。

			　よかった。魔欠落者なんか乗せていけるか、どこかへ行けと言われなくて。

			　火の始末をして、出発の準備を整える。

			「【収納】」

			　荷馬車を収納して、おじさんに手伝ってもらい、馬の背に乗る。

			　ルーク、私、おじさんという順だ。

			「じゃあ行くぞ。途中モンスターを振り払うために片手は剣を持つ。お前たちは、振り落とされないように何とか自力で馬にしがみついていてくれ」

			　おじさんが、馬の行く手を照らすように光魔法を使う。

			　木々に光を遮(さえぎ)られる森は、夕闇の訪れが早い。

			　ざっざっざと馬が駆けていく。

			　うわー、落ちる、怖い、跳ねる、腰が浮く、みぎゃーっ。

			　落ちないように必死にしがみついてる。ルークのほうが、慣れた感じで馬の動きに合わせて体がリズムを刻んでる。馬に乗ったことあるのかな？

			　それとも、男の子だから？　運動神経の違いなの？

			　馬は休むことなく駆け、半刻ほどで森を抜けた。そして、少しスピードを落として、そのまま町へ向けて進んでいく。

			「はー、本当に助かった。あの森、最近フェンリルが出るって噂(うわさ)だったからな。火を焚いても高位モンスターには効果ないし、恐ろしかったんだよ」

			　高位モンスター？

			「本当？　フェンリルって、ドラゴンやケートスと並ぶ三大モンスターの？　本当にそんな強いモンスターがこの森に？」

			　ルークが興奮気味におじさんに尋(たず)ねてる。

			　今、女の子設定なんだから、モンスターに興味津々になりすぎないの。

			「噂だがな。そもそもドラゴンやケートスやフェンリルなんて本当に存在するのかどうかもわからない伝説級のモンスターだ。誰かが狼かなんかと見間違えたんじゃないかとは思うけれど」

			「狼なら見た」

			　そういえば、ルークが襲われそうになってたよね？　犬じゃなくて狼だったのか。とっさに収納してよかった。

			　？　あれ？

			　収納の中には狼と、無数の低位モンスター。スライムや角兎――ああ、牙兎も入れたっけ。いったい何匹いるんだろう。

			　もしかして、そんなところにルークを収納するのって、めちゃめちゃ危険なんじゃない？　スライムや角兎だけならまだしも……狼とか。

			　どうしようっ！

			　いざ、男たちから隠すためといって、収納したらルークが狼に襲われるっ！

			　いや、でも、狼だってご飯食べなくちゃ生きていられないよね？　収納に入れっぱなしで放置しちゃえば、そのうち死ぬかな？

			　だめだ、どこかで収納から出して捨てないと。安全な捨て方を考えないと。ついでにモンスターたちも捨てないと！

			「うわー、狼がいたのか。あいつら、一匹じゃあ対して脅威じゃないが、群れるからなぁ。俺一人で荷物番は無謀だったな」

			　ん？　群れ？

			　収納したの群れだっけ？　だめだ、意識がぼんやりしてたから覚えてない。

			　

			「お、着いた、着いた」

			　すっかりあたりは暗くなったけれど、町に入ればあちこち明かりがともっていた。

			　皆、当たり前のように光魔法で照らせる範囲を照らしている。明かりを見てホッとする反面、自分が魔欠落者だということを自覚させられて胸の奥がつくんと痛む。

			　おじさんは、ひときわ明るい建物の前に馬をとめた。

			　まるで昼間のように照らされているのは、衣類に雑貨に食料と幅広く扱う大きなお店だった。

			「おーい、帰ったよ」

			　お店の奥に声をかけると、十五、六歳くらいの少年が転げるように飛び出してきた。

			「オーナー、どうしたんですか？　今、車輪を用意して向かおうと……荷物は置いてきてしまったんですか？　え？　オーナー、そのかわいい子たちは？」

			　馬から降ろしてもらっている私たちを見て、少年が言葉を切った。

			　オーナー？　この大きなお店は、おじさんのなんだ。

			「森の中で迷子になっていたんだ」

			「――そうですか。子供たちを助けるために、荷物を泣く泣く置いてきたんですね。わかりました！　このゴーシュ、すぐに荷物を取りに森に戻ります！」

			「待て、ゴーシュ、荷物はいい。それからあの森に狼が出るという噂は本当らしい。今度からもう少し護衛を連れて通ったほうがいいな」

			　車輪を抱(かか)えて今にも飛び出そうとしていたゴーシュさんをおじさんが止める。

			「お、狼ですか？　じゃあ、五人ほど護衛を雇って、明るくなってから荷物を……。うう。すみません、オーナー」

			　突然、ゴーシュさんが泣き出した。

			「僕が、予備の車輪を積み忘れたばかりに、大切な荷物を……オーナーも危険にさらしちゃって……魔欠落者の僕を雇ってくれているというのに、役に立てなくて……。うわわーん」

			　魔欠落者？

			　びっくりして、おじさんの顔を見上げる。

			「泣くな、お前が昼間のように店を照らしてくれるおかげで、暗くなってからも安心して営業できるし、客も来てくれるんだ。それに、心配しなくても荷物は持ってきた」

			　そう言って、おじさんが私の顔を見て小さくうなずいた。

			「【取出】」

			　どぉーんと、荷をいっぱい積んだ荷馬車が店の前に現れる。

			「え？　あ？」

			　泣いていたゴーシュさんが涙をとめて荷馬車をぽかーんと眺めてる。

			「この子が運んでくれたんだ。お礼をしたい、何か欲しいものはないか？」

			「お、お礼なんて。あの、町まで連れてきてくれたし……」

			　と、いう私の言葉が「くぅ～」というお腹の鳴る音に遮られた。

			「ああ、そうか。お腹が空いているだろう。ゴーシュ、すぐに食べられるものをいくつか持ってきてくれ。食事の準備も頼む」

			「はいっ、すぐにっ！」

			　ゴーシュさんは、車輪を荷馬車に立てかけて店の奥に戻り、すぐに両手いっぱいにパンを抱えてやってきた。

			「そんなにたくさん食べられないだろう。くっくっく。ゴーシュはよっぽど君たちに感謝して、何かしてあげたいんだな」

			　おじさんが、ゴーシュさんの抱えるパンの山から一つずつ取って私とルークに手渡してくれた。

			　じぃっとおじさんとゴーシュさんに見られてる。私とルークは、同時にパンにかぶりついた。

			「おいしい」

			　と、思わず声が漏(も)れる。それを聞いて、おじさんもゴーシュさんもうれしそうな顔をした。

			「そうだ、残りも収納に入れとくといい」

			　おじさんが言うと、ゴーシュさんがうんうんとうなずいた。

			「このパンは、僕が焼いたんだ。あ、火はつけられないけど、それ以外の作業は得意なんだよ。食べて、食べて！」

			　火がつけられなくても、こんなにおいしいパンが作れるんだ。

			　ゴーシュさんの持っているパンを収納させてもらう。ゴーシュさんは笑顔だ。おじさんも笑顔で、パンを食べる私とルークを見ている。

			　魔欠落者にも、笑顔を向けてくれる人……。魔欠落者でも、笑って過ごせる場所……。

			　そんなところがあるんだ。私もルークも……笑って生きられる場所がどこかに……。

			「で、二人はどこへ行くんだ？　もし、その、行き場所がなければ……」

			「おい、探すぞ」

			　おじさんの声が別の声に遮られ、私はハッと、声のしたほうを見る。

			　十五歳前後の兄弟が何かを探していた。よかった、ルークを捜している男たちじゃない。

			　でも、ここは森を抜けてすぐの町だ。いつ、あいつらが現れるかわからない。

			　少しでも遠くへ行かなければ。

			「あの、パンありがとうございました。家族が心配するといけないので、もう行きます」

			　おじさんにぺこりとお辞(じ)儀(ぎ)をする。

			「家族、ああ、そうか。それはよかった。でも、どこへ行くんだ？　町の外は暗くて危ないぞ」

			「森とは反対にある隣の町」

			　名前も知らない。ただ、遠くへ行くには男たちがいたほうと逆へ進めばいい。

			「それなら、ゴーシュ、送っていってやりなさい。馬なら四半刻の距離だ」

			「いいんですか？　ありがとうございます！」

			　おじさんの申し出に素直に飛びつく。

			「そうだ、これを渡しておこう。もし、いつか、魔欠落者だからと困ることがあったら、商業ギルドに行って、これを見せるといい」

			　手渡されたのは、大人の手の平程度の大きさの板だった。裏には焼き印。表には文字が書かれている。

			「グリット商会、推薦状？」

			　文字を読むと、おじさんの大きな手が、私の頭の上に載った。

			「そうか、文字が読めるのか。よかったな。親に大事にされてるんだな。じゃあ、元気でな」

			　おじさんがほっとした顔を見せた。

			　馬に乗ると、ゴーシュさんがポツリ、ポツリとおじさんの話を聞かせてくれた。

			　グリットさんという名前だそうだ。グリット商会のオーナーのグリットさん。

			　ゴーシュさんは、小さいころから魔欠落者としてろくに食事も与えられずに育ったらしい。ある日、親に山に捨てられたのをグリッドさんに拾われ、今があるそうだ。

			「僕は親に邪魔者として捨てられたけれど、お前たちは大切にされているんだな。文字を教えてもらえるなんて、普通の子でさえまれなのに。よかったな。幸せになるんだぞ」

			　

			　ゴーシュさんは、次の町で私たちを降ろすとすぐに戻っていった。

			　大切にしてくれた母様はもういない……。

			　捨てられたゴーシュさん、命を狙われるルーク、そして売られた私。

			「エイル、魔欠落者だからって、ひどい扱いをする人ばかりじゃないんだね」

			　ルークも私と同じことを感じていたようだ。

			「うん」

			「グリットさんのお店で働けたら、幸せそう」

			「うん」

			「エイルは、雇ってもらえる」

			　うん？

			　ルークが、私の手を振り払った。

			「僕は一人でも大丈夫。巻き込んでごめん」

			　ルークが、私に背を向けて走り出した。

			「待って、ルークっ！」

			　小さなルークを一人にできないよっ！

			「【収納】」

			　ルークが見えなくなる前に呪文を唱える。

			　あ、いけない、中には狼が！

			「【取出】」

			　すぐに目の前にルークを出す。そして、再び逃げられないように、ぎゅっと抱きしめた。

			「私を……一人に……しないで……」

			　私の口から出た言葉は、〝ルークを一人にできない〟じゃなくて、〝私を一人にしないで〟だった。

			　そうだ、私……母様を失って、一人になって……。

			　ルークの手が温かくて……。

			「私には、ルークが必要だよ」

			　守らなくちゃなんて言いながら、私は、ルークの存在に守られてる。

			　魔欠落者だからって辛い目に遭ったけれど、でも、ルークのためにってそう思うことで、壊れそうな心を保ってる……。

			「エイル？　……僕と一緒だと、逃げ回らないとだめなんだよ？」

			　ぎゅっと腕に力を込める。

			「私も、ここから逃げたい。私を売った父親がいる町から、出ていけと殴られた食堂のある町から、遠くに行きたい。ルークと二人、笑って暮らせる場所を探したい」

			「僕、エイルと一緒に幸せになれる国を作りたい……。グリットさんみたいに、魔欠落者だからって差別しない人がいるって知った。ゴーシュさんみたいに、魔欠落者でも胸を張って生きてもいいって知った。そういう人たちでいっぱいの国を作りたい」

			　国？

			　ルークの言っている国っていうのは、私の言う場所みたいなものかな。

			　私は探したいと思った。ルークは二人で笑って暮らせる場所を作りたいんだ。

			　そっか。作る努力もいるね。

			「じゃあ、二人で一緒に、作ろう！」

			　私の言葉に、ルークがうなずいた。

			　再び、力強く手を握り合う。

			　

			　さて、問題はこれからどうするかだ。

			　一刻も早く遠くまで逃げたいのはやまやまだけど、夜道を進むのは危険だ。

			　モンスターは夜のほうが活発に動く。もちろん野宿なんてとてもできない。

			　町の中で明るくなるのを待つしかない。

			「少しならお金があるから、宿を探そうか」

			「僕……お金持ってない。ごめんなさい」

			　普通の人は収納魔法を財布代わりに使うけれど、ルークは収納魔法が使えない。

			　荷物を何も持っていないのだから、お金もないというのはわかっていた。気にしないでと頭をなでる。

			　宿屋の看板を探すと、すぐに一階が食堂のような宿を見つけた。

			　子供二人の客を泊めてくれるだろうか。危険はないだろうか。中の様子をうかがおうとして、話し声が聞こえてきた。

			「人を捜してるんだ、泊まってないか？」

			　はっ。

			　ルークの手をつかんで急いで遠ざかる。

			　誰かを捜している人間は、宿屋に聞き込みをするんだ。じゃあ、子供だけで泊まったりしたら目立つ。

			　ルークが女の子の恰好をしているからって油断はできない。髪型や目の色を問われたら、ルークの変装だってすぐにばれちゃうかもしれない。

			「ルーク、宿はだめみたい」

			「教会は？　孤児院があるかも？」

			　子供の私たちが目立たない場所。

			　なるほど。子供ばかりの孤児院か。一晩泊めてもらうことはできそうかな。

			　教会の建物を探す。どの町もほぼ真ん中にあるのですぐに見つかった。

			　中に入ろうとすると、声が漏れ聞こえる。

			　興奮した声だ。

			　人は、興奮すると無意識に風魔法で声を遠くまで飛ばしてしまうことがある。

			「お願いです！　どうか、父さんに、回復魔法をかけてくださいっ！　お金は、今はこれだけしかありませんが、きっと働いて払いますからっ！」

			　神父は、回復魔法の力が強い者がなる。医者の役目も果たすためだ。

			「残念だけど、君のお父さんは私の回復魔法では、もう力になってあげられないんだ。このお金で、何かおいしいものでもお父さんに食べさせてあげなさい」

			　声の主だろうか。十二、三歳くらいの少年が出てきた。背中には二歳くらいの子供を背負っている。そして、少年の服の裾を五歳くらいの女の子がつかんでいた。

			「にーちゃ、お父さんどうなっちゃうの？　お母さんみたいにいなくなっちゃうの？」

			　少年が、妹をぎゅっと抱きしめた。

			　その姿が、私たちと重なる。

			「兄ちゃんがいるから、大丈夫」

			　大丈夫なわけはない。町一番の回復魔法の使い手である神父さんが力になれないということは、つまりは……。それを少年もわかっているはずだ。

			「ねぇルーク」

			　私が言おうとしたことは、すぐにルークに伝わったようだ。

			　ルークが小さくうなずいたのを見てから少年に声をかけた。

			「ねぇ、お願いがあるの。私たち、お父さんもお母さんも死んじゃって、親戚のおじさんの家に行く途中なんだけれど、夜になっちゃって。一晩、泊めてくれないかな？　お金はないんだけど、パンを持ってるから、それで……」

			　突然話しかけられて少年はびっくりした顔を見せたが、私とルークを見て眉(まゆ)を下げた。

			「僕よりも小さいのに……わかった。うちは貧しくて何も出せないけど、ベッドは貸せる。ついておいで」

			「にーちゃ、お姉ちゃんたちうちに泊まるの？　じゃあ、案内したげる」

			　妹が私の手を取って引っ張ってくれる。

			　案内されたのは、裏通りの薄暗いアパートの二階だった。キッチンと小さな部屋が二つあるだけ。

			「父さん、帰ったよ。今日はお客さんがいるんだ」

			　少年がお父さんに話しかけているけれど、まったく返事の声が聞こえてこない。

			　もう、意識がはっきりしていないのかもしれない。

			　キッチンのテーブルに、ゴーシュさんからもらったパンを五つほど取り出して置く。

			「うわぁー、いい匂い。食べていいの？」

			「もちろん」

			　私の言葉を待ってから、妹はパンを手に取って食べた。相当お腹が減っていたのか、パンがあっという間に消えていった。

			　二歳くらいの小さな妹？　弟？　にパンを半分にちぎって手渡し、少年にも声をかけている。

			　いい子だ。

			　少年は、父親の元から戻ると、パンのお礼を口にした。

			「こちらこそ、泊めてくれてありがとう」

			　それから、ちらりと父親のいた部屋を見る。

			「お父さんは病気なの？」

			「あ、ああ……」

			　少年が暗い顔をした。

			「妹のルーシェは、少しだけ人よりも回復魔法が得意なの。お父さんに魔法をかけてもいいかな？」

			　妹というのは、もちろんルークのことだ。女の子の姿なのでルーシェと呼ぶことにした。

			「ありがとう」

			　少年は泣きそうな顔でお礼を言うと、私とルークを父親のベッドサイドまで連れていってくれた。

			　父親の顔は、憔(しよう)悴(すい)しきっている。顔色は白と紫で、眼の下は落ち窪んでいて、まるで骸(がい)骨(こつ)みたいだった。

			　変な汗が出て、息遣いは細くて不規則だ。

			「【回復】」

			　ルークが呪文を唱えると、ほんの少しだけ父親の息遣いが落ち着いたように見える。

			「ありがとう。父さんも少し楽そうだ」

			　少年たち兄妹は、父親がいる部屋を使い、私たちは少年たちの部屋を使わせてもらった。

			　二人で一つのベッドに寝転がる。

			「ねぇルーク、ルークにも回復できないほどひどい状態だったの？」

			　彼らの父親への回復魔法は、瀕(ひん)死(し)の状態の私を救ったものと同じとは思えなかった。それほど少年たちの父親の病状が重たかったんだろうか？

			「力をセーブした。神父でも治せない病気を僕が治したら騒ぎになる」

			　そう言われれば、そうだ。

			　騒ぎになれば、それを聞きつけてあの男たちがやってくるかもしれない。そこまで私は考えが及ばなかった。

			　ルークは九歳だって言ってたよね。色々考えてるんだ。見た目が五歳くらいだから忘れそうになる。

			　

			　朝、まだ薄暗い時間に起きた。少年たちが寝ている間に、ルークは父親にもう一度回復魔法をかけた。完治はさせないが、死ぬこともない状態。あとは時間が病(やまい)を治してくれるだろう。

			　そして、机の上に、パンを置いて部屋を後にする。

			　次の町まであとどれくらいだろうか。

			　町の外れに、荷馬車に馬をくくり付けている中年の男女がいた。

			「あの、隣の町までどれくらいの距離がありますか？」

			「なんだい、子供二人で、歩いていく気かい？　どうせ行先は同じなんだ。乗っていきなよ」

			　女性の言葉に顔がほころぶ。

			「いいんですか？」

			「よくねーよ！　なんでわざわざ荷物増やさなきゃいけねぇんだ！」

			　男が、女に怒鳴った。

			「けち臭いねぇ、あんたはっ！　別に減るもんじゃないからいいだろう？　この子たちを乗せていかないって言うんなら、私も行かないからねっ！」

			「チッ」

			　男は不満げに舌打ちを鳴らしただけで、それ以上何も言わなかった。

			「ごめんねぇ、びっくりしただろう？　ダンナのことは気にしなくていいからね。私はラァラ、ダンナはジョン。よろしく。ほぉら、一人で乗れるかい？」

			　ラァラさんが、ルークを抱き上げて荷台に乗せてくれた。それから、自分で乗れますっていう言葉を遮って、私もぎゅうっと抱き上げられた。

			　荷台には、大きな樽(たる)が二つと、ルークと私とラァラさん。御者席にジョンさんが座った。

			「へぇ、そうかい。両親が亡くなったから、親戚を頼って行くのかい。隣の町よりもっと先なのかい？」

			　ラァラさんに、作った身の上話を聞かせる。

			「小さいのに、大変だねぇ」

			　目を細めてラァラさんが同情の言葉を口にする。それからは、私たちに気を使ってか身の上話はせずに、これから行く町のことや、商売のことなどを話してくれた。

			「これから行く町の料理はどれも少し辛くてね」とか。

			「昔、ダンナがうっかり荷物を積み忘れて」とか。

			　馬車に揺られて半刻ほど経ったころだろうか。

			　スライムがぴょんと跳ねて、荷台に乗ってきた。

			「危ないっ！」

			　ラァラさんが、とっさに私とルークを背にかばった。

			　スライムの攻撃なんて大したことはない。子供でも倒せるようなモンスターなのだ。

			　それなのに、ラァラさんは本当に必死な様子で私たち二人をかばってくれた。

			　火魔法でスライムを倒し、ふぅっと息を吐き出したラァラさん。

			「無事かい？」

			「ありがとうございます」

			　それからは、饒(じよう)舌(ぜつ)だったラァラさんが口をつぐんだ。

			　十分くらいして、ぽつんと切り出した。

			「もしだよ、親戚が冷たかったら……うちの子にならないかい？」

			　え？　見ず知らずの子供を自分の子に？

			「ばかっ、何を言ってるんだ。子供はもう諦(あきら)めたんだろ？」

			　私たちの話を聞いていたのか、御者台から旦那のジョンさんの声が飛んできた。

			「諦めた？」

			「娘が一人、いたんだ。だけど、死んだ。五歳になっても水魔法が使えないから、炎天下に置き去りにした。昔から窮(きゆう)地(ち)に陥ると魔法が使えるようになるから。うちの村では常識的な教育方法だったんだ」

			　炎天下に置き去り？

			　確かに、喉が渇いて必死になると水魔法が使えるようになると聞いたことがある。何度、私も試したことか……。

			「だけれど、娘は水魔法を使えるようにはならなかった。次の日、脱水症状で死んだ」

			　ああ、なんていうことだ。

			「うるせー、娘の話はもうするな。あれは、魔欠落者だったんだ。死んでも仕方がない、一人ではどうせ生きていけない子だったんだ」

			　魔欠落者？

			「そうさ。五歳まで魔法が使えなかったんだ。うすうすは魔欠落者じゃないかと疑っていた。だけど、魔欠落者の娘がいるなんて人に後ろ指をさされたくない。だから、魔欠落者であるはずはないと、絶対に魔法が使えるようになるはずだと……現実から目をそらして、置き去りにした。罰が当たったのかねぇ。それから子供には恵まれなくてさ……」

			　胸の奥でドロドロと言いしれぬ重たい感情が渦巻くのを感じる。

			　父親の言葉を思い出す。「お前のような魔欠落者を産んだと知られれば、罵倒されるのは母親だ」

			　どれだけ母様も辛い思いをしてきたのだろう。私のせいで後ろ指をさされて苦しんできたんだろう。

			　私、生きてていいのかな。ルークと笑って暮らせる場所を探すなんて……。母様を苦しめて、私が幸せになる権利なんて……。

			「罰なんか当たるもんか。娘だって、魔欠落者として生きてくより死んだほうが幸せだったさ」

			　ジョンさんの言葉がストンと心に落ちた。

			　そうか。

			　そうかも。

			　死んだほうが幸せなのかも。

			　ガタンッ。

			　突然、馬車が止まった。

			　

			「おい、荷物をよこせ」

			　いつの間にか、道の前に三人の覆(ふく)面(めん)をした男の姿がある。手には剣を持っている。

			　盗賊だ。

			「にっ、荷物なんて何にもありませんよ、これから隣の町へ仕入れに行くところなんですから」

			　ひきつった声でジョンさんが答える。

			「積み荷があるだろう。その樽、中身は酒だろう？」

			　盗賊の一人が荷台の上に乗り込んで樽の蓋(ふた)を開けた。

			　ツゥーンとした臭いが漂(ただよ)う。

			「ちっ、酒じゃないのかよ、酢か。くそっ！　とんだ無駄骨だぜっ！」

			　悪態をついた男が、ふと私たちのほうに目を向けた。

			「子供とばばぁか。若い娘ならよかったんだが。いや、子供でもお前らくらいかわいい顔してりゃ、ひょっとして」

			　男の手が伸びて、私の腕をつかんだ。それからルークを脇に抱え、荷台を降りる。

			「荷物のかわりに子供たちはもらってくぜ」

			　盗賊の言葉に、ラァラさんが荷台を降りて男にしがみついた。

			「だめだ。子供は助けておくれ。そうだ、私が、私が人質になるよ。ダンナが荷物を積んでここを通るから、帰り道に荷物を渡すから、子供は……」

			　盗賊が思案している隙(すき)に、ラァラさんに近づいた。

			「ラァラさん、ありがとう。でも逃げてください。騙すつもりはなかったんだけど、私も妹も、魔欠落者です」

			　小さな声で伝えると、ラァラさんは大きく目を見開いた。

			　そう。魔欠落者なんて助けたって仕方がない。かばう価値なんてないんだから。

			　私たちなんて、死んだってかまわない存在。

			「ふっ。いいだろう、お前は人質だ」

			　盗賊がラァラさんの腕に手を伸ばした。

			「やめとけ。帰りに警(けい)邏(ら)連中を連れてくるかもしれねぇぞ」

			　仲間の言葉に、盗賊はラァラさんを乱暴に荷台に乗せた。

			「騙されるところだったぜ、ほら、さっさと行けっ！」

			　別の男が、馬の腹を蹴ると、驚いた馬が走り出した。荷台に乗ったラァラさんの姿が遠ざかる。

			　さようなら。

			「やだよ、いやだっ！」

			　叫び声が聞こえた。

			　走っている荷台から、ラァラさんが飛び降り、もんどり打つ。

			　ジョンさんを乗せた馬車は荒れ狂う馬に引かれてそのまま走り去っていった。

			「何？」

			　体のあちこちを痛めたのか、腕を押さえながらラァラさんがこちらに走ってきた。

			「何だ、何のつもりだ！」

			　盗賊がラァラさんの前に立ちはだかるけれど、ラァラさんは腕で押しのけ、私たち二人の目の前まで来た。

			　そして、腕を広げて、私とルークを力強く抱きしめた。

			「いやだ、いやだ。子供を失いたくない。魔欠落者だって、娘は……私には大切な娘だったんだ。守ってあげればよかった。なんで、私は世間の目をあれほどまで気にしてしまったのか。愛してたんだ。大切だったんだ。魔欠落者だろうがなんだろうが、私にはかけがえのない娘だったんだ……。あんなことで魔欠落者は死んでしまうなんて思ってなかった。水が飲めないだけで、人が死んじまうなんて……」

			「ラァラさん」

			　死なせるつもりはなかった？

			「許しておくれ、許しておくれ……守ってあげられなかった母を恨んでいるだろう、ごめんね、ごめん……」

			　ラァラさんの頬を涙が伝う。

			　ラァラさんは、娘さんを愛していた？

			「生きていてくれればよかった。生きていてほしかった……娘の笑顔を見られれば、私は幸せだった」

			　ラァラさんの言葉に胸が熱くなる。

			　そうなの？

			　母様も、私に生きていてほしいって思っているの？

			　笑って過ごしていたら、母様もうれしいの？

			「うるせー、どけっての！」

			　男が、ラァラさんの背中を蹴った。

			　父親の姿が重なる。

			　やめて、やめて、死んじゃうっ。

			　蹴られるたびに、痛みと衝撃をこらえるためにラァラさんの腕に力が入る。

			「娘の分も幸せになっておくれ」

			　何度か盗賊の蹴りを受けたラァラさんの腕から力が抜けていく。

			「いやぁ――――っ！」

			　母様、母様、母様っ。

			　ラァラさんの姿が母様と重なる。

			　死なないで。

			「うるさいっ」

			　腕を振り上げた盗賊。

			　私は魔欠落者。火魔法で男の腕にやけどを負わせることも、光魔法で目をくらませることも、目の前で倒れているラァラさんを回復させることも……何もできない。

			　できるのは出来損ないの収納魔法を使うことだけ。

			「【取出】」

			　三人の盗賊たちの真ん中に、狼を取り出した。

			　青い、大きな狼。

			　馬のように、いや、馬よりも大きな狼。
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			「うっ、うわぁ、狼だっ！」

			　盗賊たちが逃げていった後、狼を収納すれば、助かるはず。

			　反対に、盗賊たちが逃げる前に私たちが襲われる可能性もある。

			　一か八かの作戦だ。指先から、足の先までガタガタと震える。

			　隣にいるルークも震えている。

			『下等な人間ども、我を狼と一緒にするか』

			　腹の底が震えるような声が響いた。

			　え？　でも、今の声って。

			　狼が？

			「ひゃー、しゃべった。狼じゃないっ」

			「高位モンスターだ！　逃げろーっ！」

			　え？　高位モンスター？

			　狼じゃないの？

			　きょとんとしている間に、盗賊は逃げていった。

			　助かった。ううん、違う。狼を収納しなくちゃ。

			「【しゅ……う……】」

			　だめだ。

			　目の前の高位モンスターの発する気が凄まじく、震えが止まらない。歯がかみ合わなくて、たった一言の呪文がうまく言えない。

			　モンスターの顔がこちらを向いた。見下ろされている。

			　どうしよう、逃げることもできない……。早く呪文を言わなくちゃ。

			『収納しないのか？』

			　狼の声が再び響く。

			　私が収納しようとしているのがバレてる？　もう、二度と同じように収納されたりはしないぞっていう脅(おど)しなの？

			　どうしよう。

			　震えが一層激しくなる。

			　狼の姿をした高位モンスターの首が下がる。私の胴よりも大きな顔が目の前に突き出された。

			　ひっ。

			『怖くて呪文も唱えられないのか。仕方がない。少し離れるから収納するがよい』

			　そう言って、くるりと背中を向けてモンスターは距離をとった。

			　収納呪文を言わせるために、距離をとったの？

			　聞き間違い？　罠？

			「襲ってこないみたい」

			　ルークが震える私の手を握った。

			『早くしろ』

			　どうぅっと、距離をとったというのに空気が揺れるような声が届く。

			「し……【収納】」

			　呪文を唱えると、モンスターは目の前から消えた。

			　あれ？　罠でもなんでもなくて、普通に収納されちゃった。

			　なんで収納しろとか言ったんだろう？

			「狼のモンスター、僕たちを襲わないのはなぜだろう？」

			　ルークも同じ疑問を持ったようだ。答えは考えてもわからない。

			　

			「おーい、大丈夫か？」

			　姿が見える前に、風魔法で声が飛んできた。

			　馬に乗った男が三人やってきた。一人はラァラさんの旦那のジョンさんで、あとの二人は警邏の制服を着ている。ジョンさんが町から警邏を連れてきてくれたんだ。

			「よかった、無事だったか……」

			　ジョンさんは、ラァラさんが生きていることと、私たち二人が無事なことを確かめてほっと息を吐いた。

			「怖かっただろう。こんな目に遭わせて悪かったね」

			　ジョンさんが、先ほどまでと違う優しい表情を見せた。

			「妻のラァラは、君たちくらいの子供を見ると、娘を思い出して辛いみたいだから。なるべく関わらせたくなかったんだ。馬車で話をしていたろう。死んだ娘は帰ってこない。だから、どうせ娘は一人では生きていけなかったとそう思うしかない。炎天下に置き去りにしたのだって……他の子たちも一緒だったんだ。ピクニックの延長みたいなものだったんだよ。それなのに、娘だけが……。ラァラは自分が殺したと心を痛めている」

			　え？

			「あの、魔欠落者の娘さんが亡くなって、清々したんじゃ……」

			　私の言葉に、旦那さんはカッと怒りをあらわにした。

			「世間じゃ、魔欠落者なんていないほうがいいなんて言われるが、俺には大切な娘だった。清々するはずないじゃないか！　……いや、まぁ、辛さを忘れるために、自分に言い聞かせるために、俺も散々言っていたな、すまん大声を上げて」

			　そっか。大切だったんだ。

			　自分のことじゃないけど、でも、うれしくて涙がこぼれた。

			「ううん……あれ、あんた？　ああ、何を泣かしてるんだいっ！　大丈夫かい？　うちのダンナが何をしたんだい？」

			　ラァラさんの意識が戻り、泣いている私を見て、すぐに旦那さんに突っかかった。あわわ、誤解なんですっ！

			　誤解を解いた後、馬に分乗して移動。

			　町へは半刻ほどで到着した。

			「朝が早かったから、お腹が空いただろう？　少し早いがお昼にしよう。ごちそうするよ」

			　ラァラさんがそう言って、私とルークの手を引いて食堂に連れていってくれた。

			「あの、でも、私たちパンがあるので……」

			「ばぁか。子供は遠慮するもんじゃない。おごってやる。好きなものを頼め」

			　ジョンさんの手が、ぽんっと頭に載せられた。

			「ここの女将さんが出す水は柔らかいからな、料理も特別うまいぞ」

			「柔らかい水が出せるって、すごい。貴族の屋敷にも勤められるくらい、貴重」

			　ルークがジョンさんの話に食いついた。

			「それがな、ここだけの話、女将さんは軽度魔欠落者で風魔法が使えないらしい」

			「それなら、貴族の屋敷で働くのは難しい。あそこは、魔欠落者差別がとりわけひどい……」

			　私が思ったそのままを、ルークが口にした。

			　それを聞いたラァラさんは楽しそうに笑い出した。

			「ふふっ。まるで見てきたみたいな言い方をするんだね。誰かにそう教えてもらったのかい？」

			　ああ、そうだ。ルークは本当は九歳だけど、五歳のふりしてるんだもん。五歳の子供の言葉としてはおとなびすぎてる。

			「そっ、そう。だから、決して貴族には近づいちゃだめだよって、教えてもらったんだよね、ルーシェ！」

			　私が急いで言葉を付け足すと、ジョンさんが声をひそめた。

			「あと、国に仕(つか)える人間と、神殿関係者と、金儲(もう)けに熱心な商人にも近づかないようにな」

			　国に仕える権力者たちは、何らかの魔法の力に長(た)けた者が多い。力の優劣で立場が変わるため、魔欠落者は人間とすら認めない者もいる。

			　神殿では、悪魔に魅入られた人間が魔欠落者として生まれると教えている。そのため、魔欠落者は悪魔の子扱いだ。

			　金儲けに熱心な商人は、魔欠落者は貧乏神がとりついていると信じている。店先に魔欠落者が現れただけで、追い払う店主も多い。

			　……そう考えると、魔欠落者を雇っているグリットさんはとても特殊だ。

			　

			「おー、ジョンじゃないか、来てたのか！　ん？　この子たちはなんだ？」

			「親が亡くなって、親戚を頼るために旅してるんだと。ここまで乗せてきたんだよ」

			　ジョンさんの知り合いらしい三十歳前後くらいのがっしりした体躯の男が、私の隣の空いている席に腰かけた。

			「へぇこんなに小さくて旅を？　そうだ、ジョンは南から来たんだろう？　グリット商会の噂は聞いたか？」

			　え？　グリットさん？

			「噂？　なんだ、また商売の手を広げる話か？」

			「いや、そうじゃねぇ。なんでもすごい収納魔法の使い手を雇ったって噂だ。これでもかと積み込まれた荷物を、荷車ごと収納できるらしい」

			　あ、それ、私の話だ。

			「はぁ？　それは流石(さすが)に話を盛ってるだろう。いくら大きな収納魔法だっていっても、せいぜい大樽一つがやっとだって聞くぜ？　もし、その話が本当ならグリット商会には今ごろいないだろう？」

			　ぎくっ。

			　なんで、いないのがわかるの？　まさか、私ってばれてる？

			「ああ、確かにそうか。国がほっとかないな。それだけの収納力があれば、戦争に引っ張りだこだ。何人分もの兵(ひよう)糧(ろう)を一人で運べるんだ」

			　戦争？

			　まさか、私の収納魔法が戦争に役立つの？

			　状態維持も時間停止もできない出来損ない魔法なのに……。食べ物を運んだって腐っちゃうのに……。

			　ああでも待って。もし兵隊を収納できると知られたら？

			　敵に気付かれずに、何人もの兵を敵地に送り込むことができるって知られたら？

			　いやだ。戦争になんて行きたくない。

			　この能力は、人に知られてはだめだ。

			　人前では少し大きな収納程度にとどめておかなければ。生きているものを収納できるのも秘密にしなくちゃ。

			　普通は財布程度。少し大きくてポシェット。もう少し大きくて背負い籠。大人がすっぽり入れるほどの大樽サイズとなれば、かなりまれだ。

			「ほぉら、来たよ。お食べ」

			　ラァラさんの声に、はっと意識を戻す。いつの間にか目の前にシチューの皿が置かれている。

			「おいしい！　水が違うだけでこんなにおいしくなるの？」

			　ルークが顔を輝かせた。

			「そう言えば、ファーズはこれから北に帰るんだろ？　この子たちを乗っけてってくれねぇか？」

			　ジョンさんの言葉に、ファーズさんがパンをかじりながらうなずいた。

			「ああ、帰りは荷物も少ないから構わないよ」

			　よく日に焼けた肌に、焦げ茶色の短髪と無精ひげ。腰には剣。

			　冒険者のように見えるけれど、荷物を運んでる？　ファーズさんも商人なのかな？　それともただの荷運びの人？

			「よぉ、お前たち名前はなんていうんだ？」

			　にっこりとファーズさんが笑った。

			「エイルです。妹はルー……シェ……」

			　ルークは男名だ。偽名を使う。

			「おじちゃんが乗せてってくれるの？　ありがとう」

			　ルークが天使の微笑みをファーズさんに向けた。かわいいっ。

			「お、おじちゃん？　お兄さんって言ってくれよぉ」

			「あはは、そうだ。ファーズはこう見えてまだ二十二歳で嫁もいないからな。おじちゃんはかわいそうだな」

			　ジョンさんの言葉に、ラァラさんも笑ってる。ルークもごめんなさいって言いながら笑った。ファーズさんも笑ってる。

			　私も、皆の楽しそうな笑顔に、顔がほころぶ。

			　

			　食事を終え、ファーズさんの荷馬車まで皆で移動した。

			「ありがとうございました」

			　お礼を言うと、ラァラさんが頭をなでてくれた。ファーズさんに聞こえないようにラァラさんが言葉を発した。

			「魔欠落者だったからって、気持ちは変わっていないよ」

			　え？

			「もし、親戚がひどく扱ったら、うちの子になりな」

			　うれしい。でも、ごめんなさい。この町にはとどまれない。

			「あのね、ラァラさん、私ずっと考えてたの。娘さんね、こう思ってると思うよ。愛してくれてありがとう。大好き。笑ってねって。私も、母様のことが大好きで、笑ってくれるとうれしかったの」

			「ふっ、ふふふっ。そうか。そうだね。二人のお母さんもこう思ってるはずさ。愛してるよ。幸せにおなりってね」

			　ぎゅうー。

			　いっぱい抱きしめてもらって、別れた。

			　千切れんばかりに手を振って、別れた。

			　母様……。

			　私、きっと幸せになるから。

			　――私が笑えば、母様も幸せ？

		

	
		
			　

			第二章　魔獣の森

			　

			　ガタンゴトン。

			　御者席に背を向けるように荷台に乗っている。この距離であれば、いくら馬車の音がうるさくても風魔法を使わずに会話ができる。

			「お兄さんは、北のどの町まで行くの？」

			　ルークの質問にファーズさんが振り返ってニヤリと笑った。

			「〝お兄さん〟は、最終的には三つ先の村まで行くんだ」

			　お兄さんって呼ばれたのがお気に召したらしい。

			「三つ先？　この先には町が二つしかないでしょ？　その先にあるのは魔獣の森で、森の向こうは隣の国」

			　え？　そうなの？　ルークは物知りだね。そういえば、地図を見たことがあるって前に言っていたっけ？

			「小さいのによく知ってるな、ルーシェ」

			「両親が教えてくれた。何かあったら北へ向かいなさいって。でも魔獣の森は強いモンスターがいっぱいいるから入っちゃだめだって」

			　ルークの言葉を、ファーズさんは素直に信じたようだ。

			「そうか。だが、本当にあるんだよ。どの国にも属さない村がね。〝お兄さん〟はそこに荷物を届けるんだよ」

			「隠れ里？」

			「いいや。隠れているわけじゃない。だが、国はないものとして扱っている。魔獣の森の中の大して産業もない村だ。税金を徴収するために役人を向かわせるほうが得られる税よりも金がかかる。また、国土にすると隣国への警戒もしなくてはならないからな」

			　そっか。魔獣の森が国境を分けていて、戦争も防いでいるってことなのかな？

			「そんな危険なところにファーズさんは行くの？」

			「ああ。荷物を持っていってやらないと、村の人たちは生活に困るからね。正直、儲からない仕事だよ」

			　儲からないのに、なぜ行くの？

			　ああ、そうか。私たち二人を乗せていくのだって、何の得もない。ファーズさんはきっと単にいい人なんだ。

			　でも……。

			「魔獣の森のモンスターは強いんですよね？　大丈夫なんですか？」

			　私の質問に、ファーズさんは冗談とも本気とも受け取れる顔をして答えた。

			「〝お兄さん〟はこう見えて強いんだよ」

			　こう見えてって、ファーズさんはムキムキ筋肉がついてるし、どう見ても強そうなんだけど。

			　でも、それは人間相手の話で、モンスター相手となると、そう簡単な話ではないよね？

			「うわっ、なんじゃありゃっ！」

			　馬の手(た)綱(づな)を引いて、ファーズさんが馬車をとめた。

			「ちょいと片づけてくる」

			　御者台を降り、ファーズさんが道の先に駆け出した。

			「あれ、……スライムの塊(かたまり)だ」

			　ルークが荷台から身を乗り出して前方を確認する。

			　スライムの塊？

			　見れば、確かに無数のスライムが道の真ん中に集まっていた。この荷馬車と同じくらいの大きさに一塊になっている。

			「もしかして、合体する？　スライムが集まってビッグスライムになるって本に書いてあった」

			　本？　やっぱりルークも文字が読めるんだ。魔欠落者でも、大切にされていた？　なのにどうして命を狙われることになったの？

			「はぁっ！」

			　気合いの入った掛け声とともに、ファーズさんが剣を斜めに振り上げた。

			　あっという間に、塊に剣筋と同じ空間が出来上がる。いったい何匹同時に始末したのか。

			　スライムたちは驚いて、ぱっと散り散りに逃げだした。

			　私たちがいる荷馬車にも何十匹と入ってきた。

			「【収納】」

			　慌てて、呪文を唱えて数を減らす。

			「大丈夫か、すまんっ」

			　すぐにファーズさんが駆け寄り、まだ荷馬車に残っているスライムを始末してくれた。

			「このまま、突っ切る。荷台に乗り込んできたスライムを、できれば始末してくれないか？　こいつらなら小さな火魔法で死ぬから。無理そうなら引っぺがして馬車から捨ててくれ。荷を食い荒らされたらたまらないからな」

			　道端にはまだ無数のスライムがうごうごしていた。百や二百ではない。

			　決して強くはないスライムだが、数が多いと面倒だ。

			　ファーズさんはそう言って、御者台に乗り込んだ。片手で手綱を、もう片方の手に剣を持ち、スライムを振り払いながら突き進んだ。

			　根性のあるスライムがジャンプして荷台に乗り込んできたが、ほとんど収納魔法で退治……というか、荷台からは消し去った。

			　今までいったい、何匹のスライムを収納したのかもうわからない。

			　収納魔法の中、いったいどうなっているんだろうか。もしかしてスライムたちが集まってビッグスライムになっていたりして。

			　ビッグスライムって、スライムより強いよね？　やばい。捨てなくちゃ。

			　そうだ、今捨てればいいんじゃないかな？　収納して、ちょっと距離のある場所に出せば、荷馬車を追いかけてきたりしないよね。

			「【取出】」

			　あれ？

			「スライム【取出】」

			　え？　出てこない。なんで？

			「また来た」

			　荷台にスライムが三匹乗ってきた。

			「【収納】それから、あっちに【取出】」

			　あ、今度は出てきた。すぐになら出てくる。時間が経ったものは出てこない。もしかして、収納の中で死んじゃった？　そっか。いっぱい入れても、ビッグスライムになる前に死んじゃうなら大丈夫か。

			　それならと、安心して引き続きスライム収納に励む。

			「よし、何とか抜けたみたいだな。大丈夫だったか？」

			　馬車のスピードを落とし、ファーズさんが振り返った。

			「おお、頑張ってくれたんだな。食べ物をかじられた跡もない」

			「お兄さん、スライムは歯がないからかじらないでしょ？」

			「ふっ、ルーシェの言う通りだな。かじるというか、スライムは溶かして食べるからなぁ。溶かされた跡もないっていう意味だ。跡が残ると商品価値が落ちてしまうからな」

			「もしかして、その痕もスライムの？」

			　ファーズさんの腕に、小さな赤い丸がいくつかできていた。

			「あ、ああ。どってことない」

			「回復魔法使わないの？」

			「ん？」

			　ファーズさんがびくっとしたように見える。

			「ああ、これくらいで使って、いざというときに使えないと困るからな」

			　そういえば、魔法というのは立て続けに何度も使えるものではないと聞いた。魔力量というのがあり、一回使うごとに減っていく。

			　人によっては、一度魔法を使っただけで次の魔法を使えるようになるまで結構な時間待たないといけないとか……。

			　私の場合、収納魔法しか使えないけど、今まで一度だって魔力枯(こ)渇(かつ)で使えなくなったことがないから忘れていた。

			　ルークはどうなんだろう？

			「くっそ、今日はいったいなんなんだっ！」

			　ファーズさんが、毒を吐いて馬車をとめた。

			「ビッグスライムだ！　道を引き返して逃げたほうがいい。スライムは子供でも倒せる。けど、ビッグスライムは中位モンスターだから……」

			　ルークがぎゅっと私の手を握った。

			「大丈夫。ビッグスライムは剣が効かないから厄介だが……」

			　ファーズさんは、御者台から降りると剣を上段に構えたまま、何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もせずにビッグスライムの元へと駆けていった。

			「【火】炎(えん)剣(けん)」

			　火魔法の呪文とともに、ファーズさんの持つ剣が炎をまとった。

			　ザンッと、勢い良く振り下ろされた剣はあっさりビッグスライムを真っ二つに切り裂いた。

			「すごいっ、ファーズさんすごいっ！」

			　ルークが興奮して荷台の上で立ち上がる。

			「まるで絵本の中に出てくる勇者様みたい！　かっこいいっ！」

			　少しおとなびた発言もするけれど、ルークも九歳。絵本の勇者に憧(あこが)れるような子供なのだ。

			「ありがとうよ。でも、残念ながら〝お兄さん〟は勇者になれるほど魔力量がなくてね」

			　笑いながら戻ってくるファーズさんの脇から、何かが飛び出してきた。

			「危ないっ！」

			　黒い影がそのままファーズさんに体当たりをかました。

			「うっ」

			　片膝をついただけでとっさに体勢を立て直し、剣を構えたファーズさん。脇腹から、真っ赤な血が流れ出している。

			　黒い影は、猪(いのしし)のような大きさのある兎だった。頭には角が生(は)えている。

			「角兎の角は一本。二本生えてるから、中位モンスターの双(そう)角(かく)兎。なんで、町と町をつなぐ街道に中位モンスターが次々現れるの？　魔獣の森が近いから？」

			　ルークが唖(あ)然(ぜん)としている。ファーズさんは、双角兎と睨(にら)み合っている。

			　だが、流れる血の量が多いからか、顔色がだんだん白くなっている。

			　回復魔法も、さきほどの火魔法も、ファーズさんは何も使わない。もう、魔力が足りないのかも！

			「ファーズさんっ！」

			　私の叫び声と同時に、双角兎が動いた。太い二本の後ろ足で地面を蹴り、ものすごいスピードでファーズさんに飛びかかる。

			　それを何とかかわしたファーズさんだけど、続く双角兎の体当たりをくらって地面に伏(ふ)してしまった。

			「逃げろ！　こいつは、何人も同時に襲わない……」

			　その言葉を最後にファーズさんは意識を失った。

			「【回復】。大丈夫だよエイル。死なせないから。出血を止めた。あとは町の医者でも治せるから」

			　がたがた震える私の体をルークが支える。

			　すぐには死なない……。だけど、このままじゃ……。

			　意識を失ったファーズさんを双角兎は餌(えさ)にするつもりだ。収納すれば助けられるかな？

			　だけど、収納の中には狼の姿のモンスターがいる。そして、もしうまく収納できたとしても、餌を失った双角兎は今度は私たちを狙って飛びかかってくるだろう。

			　どうしたらいい？

			　そうだ。

			「【取出】【収納】」

			　青い狼をまずは取り出す。そして、ファーズさんを収納する。これで、問題は一つ解決した。

			　うまくモンスター同士が争ってくれれば……。

			　あれ？

			　初めから双角兎を収納すればよかったんだよね？　失敗した。どうしよう。

			『おや、中位モンスターじゃないか。こりゃいい。久しぶりのご馳(ち)走(そう)だ』

			　青い狼のモンスターは、視界に双角兎を捕らえると、口元を歪ませた。もしかして笑っているのだろうか。

			　怖い。

			　ものすごい強い気に当てられ、今にも腰を抜かしそうになる。

			　双角兎が、タイミングを見計らって大きく跳ねて逃げ出した。

			『中位モンスターごときが、我から逃げられるとでも思ったか、笑止！』

			　青い狼のモンスターも大地を蹴って、双角兎を風のように追いかけていった。

			「い、行っちゃった……」

			　目の前から二頭のモンスターの姿が消えても、しばらくは震えが止まらなかった。

			「逃げよう、また戻ってくるかもしれない」

			　ルークは、御者台の上に移ると手綱を手に取った。

			「馬車を動かせるの？」

			「わからない。馬には乗ったことがあるけど、馬車は初めて」

			　馬に乗ったことがあるなんて、珍しい。

			　文字といい、地理を知っていたことといい、どれだけのことを教えられているのだろうか。

			　ファーズさんは、いつ意識が戻るかわからないので収納から出して荷台に寝かせる。

			　命に別状はないとはいえ、かなりの血を流したし、打撲もしている。大丈夫だろうか。町まではあとどれくらいあるのだろうか。

			　こんなとき、風魔法が使えれば町のあるほうに向けて「モンスターが出た、助けて」って声を飛ばせるのに！

			　五分と進まないうちに、馬が落ち着きなく前足をあげて棹(さお)だちになった。

			「うわぁっ！」

			　ルークが慌てて手綱を引き締める。

			『食った食った』

			　馬車の行く手を阻(はば)むように、再び青い狼のモンスターが姿を現した。

			『娘、収納しろ』

			　え？

			　また？

			　なぜ、わざわざ戻ってきて、収納しろなんて言うの？

			『早くしろ。これ以上時間をかけると、我の気で馬が気絶するぞ』

			　確かに、馬は泡を噴いて倒れそうだ。

			「【収納】」

			　また、素直に狼のモンスターは収納された。

			「ねぇルーク、どういうことなんだろう？」

			「わからないけど、今は僕たちに害を為(な)す気はないみたい。とにかく、進もう」

			　ルークが小さな体で御者台に座り手綱を握る。

			　あとどれくらいで町に着くんだろう。またモンスターが出てきたらどうしよう。

			　母様の言葉を思い出す。「不安なときは、今できること、今するべきことを考えなさい」……今、私のするべきこと――。

			「エイル、お願い」

			　ルークの声に道の先を見れば、双角兎の姿があった。

			「【収納】」

			「うわぁっ！」

			　ルークの悲鳴が上がる。呪文は危機一髪。もう少しで、双角兎の角がルークをかすめるところだった。

			　さすが中位モンスターだ。動きが速い。次は、呪文が間に合わないかもしれない。

			　今、私がするべきことは、馬車を守ることだ。

			　目をしっかり見開き、周囲を警戒する。モンスターの姿を見つけたら、その瞬間に収納魔法の呪文を唱えた。

			　はぁ、はぁ……。

			　気を張り続けたせいで、疲れた。もう、限界……そう思い始めたころ、町に着いた。

			　町の中心付近、医者のいる教会近くに馬車をとめる。

			「【回復】」

			　ルークが小さな声で呪文を唱えた。

			「あれ？　医者に治してもらうんじゃないの？　っていうか、治すなら、なんでわざわざここに来たの？」

			「医者に診てもらうお金がもったいない。森の中で治してファーズが目を開けたら厄介。ここで目を覚ます分には、教会で治してもらったって思ってくれる」

			　にこっと天使の笑みを見せるルーク。私より小さいのに、考えが深いよっ！

			「うっ、あ、あれ？　ここ、町か？　助かったのか？」

			　すぐにファーズさんが目を覚ました。

			「傷が、ふさがっている？　教会に連れてきてくれたのか。すまんな、ありがとう。いくらかかった？　あれだけの傷の治療だ。ずいぶんしただろう？」

			　ファーズさんが、ズボンのポケットから巾着を取り出し金貨を三枚出した。

			「足りるか？」

			　まったく相場がわからず、答えに窮(きゆう)する。

			「うーんと、お金はかからなかった。お金持ってないってここにいたら、親切な人たちが治してくれた」

			　ルークはいけしゃあしゃあと嘘(うそ)をつく。

			「ん？　そうなのか？　よくわからないが、そうか。だがお前たちのおかげで助かったのは間違いない。受け取ってくれ」

			　ルークは差し出されたファーズさんの手を押し戻した。

			「いらない。代わりに、お願いがある」

			　ルークは何をお願いするつもりなの？

			「魔獣の森の村に、連れていって」

			　ファーズさんは驚いた顔をして、それから口を開いて何か言おうとしたけれど、何も言わずに口を閉じた。

			　ふぅっと小さく息を吐き出すと、ルークの頭をぽんぽんっとしてから、にかっと笑う。

			「お腹空かないか？　これでご飯食べよう。ああ、その前に着替えないとな。これじゃあ食堂に入れてもらえないな」

			　血だらけの服を見下ろし、ファーズさんはおどけた顔を見せた。

			　話をそらされた。返事はノーということだろう。

			　それからファーズさんは着替えて、荷台の荷物をあちこちに届け、そして宿屋へ向かった。

			　

			　一階が食堂、二階が宿屋という造りの店に入ると、すぐに女将さんがファーズさんに声をかけてきた。

			「ファーズ、しばらく見ない間に、隠し子でも引き取ったのかい？」

			「ばか言え。俺をいくつだと思ってる。まだ二十二歳だぞ。いくつのときの子だよっ」

			「あー、はっは。そうだった、そうだった。あんたの顔見てると年齢忘れちゃうんだよね」

			　ぷっと、ルークが噴き出した。

			　やっぱり誰から見ても二十二歳には見えないよね。

			「で、この子たちも一緒に泊まるんだが、いくらだ？」

			「あー、いつもの部屋に一緒に泊まるっていうなら、子供たちは食事代だけでいいよ」

			　部屋に行く前に、食堂のテーブルについた。

			「いい人ですね」

			　私の言葉に、ファーズが食堂の奥に向かった女将さんを振り返って見た。

			「ああ、いい人だろう」

			「お兄さんもいい人です」

			　ルークがにこっと笑う。

			「ダメだ。連れていけない」

			　運ばれてきた料理を黙々と口に運ぶ。

			　何とも言えない空気が流れる。

			「次の町までは連れていってやる。……なんなら、親戚の家まで送ってやってもいい。だが、魔獣の森の村はだめだ。連れていけない」

			　ファーズさんは、決して「なぜ行きたいのか」と聞かない。それは、理由を聞いてしまえば同情して気持ちが揺れることを避けているように思える。

			　理由を聞かないことが、ファーズさんの固い意志の現れなんだと思った。

			　でも、ルークは決して引こうとしない。二人は視線を合わせたまま微動だにしない。

			「魔獣の森が危険だというそれだけの理由じゃない。いや、それだけでも十分な理由だが……。遠い。馬車は使えない険(けわ)しい道を進む。子供の足じゃ無理だ」

			　ルークが、唇をかんだ。

			「危険な森の中を、子供の足に合わせて移動することはできない」

			　ファーズさんは、ルークを納得させるために、すでに理解しているだろうルークに、あえて言葉にして伝えた。

			「足手まといは、連れていけない」

			　ついに、ルークは下を向いた。

			　ここで駄々をこねられるほど、子供ではない。

			　だけど、素直に諦めるほど子供でもなかった。

			　

			　ファーズさんが、次の町に向かうための荷の準備をしている間、私たちは宿の部屋に二人でいた。

			「魔獣の森の村、エイルはどう思う？」

			「……うーん、正直、あまり考えてないから何とも思わないかな。ルークはどうして行きたいって思ったの？」

			「魔獣の森の手前までが、この国の領土でしょ？　国を出れば、追われないと思う」

			　なるほど。

			「でも、国を出るだけなら、他の隣国へ向かってもいいよね？　もう少し安全な道を通っていけるところでもいいんじゃない？　少し遠くなるかもしれないけれど」

			「他の国も追手は来ないかもしれないけれど、別の問題が起きるかもしれない」

			　え？　別の問題？

			「どの国にも所属していないから、魔獣の森の村がいい。そこを自分の国にできる」

			　ああ、そうか。魔欠落者がどのような扱いをされるかわからないっていうことなのかな？

			　魔獣の森の村なら大丈夫っていうことはないと思うけど？

			　それとも本当に王様にでもなりたいのかな？

			「エイル、魔欠落者が胸をはって生きられる国を作りたい」

			　コクンとうなずく。国は無理でも、そういう村にはできるかもしれない。

			　もし、そんな場所があれば……。母様と幸せに暮らせたかな……。

			「エイル、一緒に来てほしい。危険があるのはわかっている。でも、一緒にいたい」

			「いいよ。私も、そんな国に住みたいもの。だけど、どうやって村まで行くつもり？　ファーズさんに断られたでしょ？　まさか、ファーズさんの後をこっそりつけるわけにもいかないよね？　とてもじゃないけど、体力的に無理だよ」

			　私の言葉に、ルークは頭を下げた。

			「それに、村に着いたとして、私たちを受け入れてくれるのかな？　隠れるように住んでいる人って、よそ者を受け入れてくれないイメージなんだけど……」

			「その件は、ファーズさんの紹介があれば大丈夫だと思う。儲けもないのに、品物を届けてくれるファーズさんの頼みを、村人はむげにはできないと思う」

			　うん。そうかな？　そうかもしれない。

			　っていうか、ファーズさんはいい人だ。ジョンさんとラァラさんもいい人で、女将さんもいい人だ。いい人たちとばかり交流のあるファーズさんの知り合いが悪い人なわけないよね？

			　でも。いい人だったとしても……。

			「受け入れてもらえるのかな？　だって、私もルークも」

			　魔欠落者だ。

			　そのうえ、魔欠落者のための国を作りたいなんて野望まで持ってる。

			　ルークは、再び下を向いてしまった。

			「村に関して、もう少しファーズさんに聞いて情報を集めようと思う。だけど、魔欠落者に対してひどい扱いをするとは思えない」

			　そうだといいけど。

			　だけど、想像だけで行動を起こすには、魔獣の森なんて危険すぎると思う。

			「僕の予想が正しければ、ファーズさんも魔欠落者」

			「え？　うそ？」

			「回復魔法も風魔法も水魔法も光魔法も一度も使ったのを見ていない」

			　それは魔力を節約するために……。

			　それに、必要もなかったからじゃ。

			「お金を財布から出していた」

			　そうだっけ？

			「町の外では、森ではお金は使わない。収納しておかないのはおかしい」

			　ルークはよく見てるな。

			　私は少しも疑問に感じなかった。

			　言われてみれば、森の中に店なんてないから、お金を使うことはない。収納に入れっぱなしでいい。盗賊に襲われても収納に入れてあれば無事だ。

			　魔力を節約するため、収納からお金をなるべく出し入れしないようにするなら、いくらかの小銭をポケットに入れておけばいい。大金である金貨をポケットに入れて町の外を歩く人なんてまずいない。

			　もし、本当にファーズさんが魔欠落者だとしたら、村が魔欠落者に対してひどい扱いをするとは考えにくい。

			　いやでも、ファーズさんが魔欠落者であることを隠しているなら、村の人も知らないのなら……。また話は違うと思う。

			　

			　翌日、朝早く町を出て、昼過ぎにはこの国最北端の町に着いた。

			「ここが、家だ。ゆっくりしてくれ。俺は荷を届けてくる」

			　ファーズさんの家と案内されたのは、町の北東の端の小さな平屋の一軒家だ。

			　荷馬車を置くための庭と馬小屋がついている。町の中心部の家よりは広いが、ボロい。ボロいうえに、汚い。家にいることが少ないためか、手入れ不足であちこちひどい状態だ。かろうじて野宿よりはまし程度に風雨がしのげる場所といったところだろうか。

			「ほら、これ見て」

			　ルークが家の中をあちこち探索して、寝室らしき部屋に手招きした

			「これって、もしかして……」

			　金属の小さな器から、細くよられた布が頭を出していた。布の先は焦げていて、器の底にはほんの少しだけ液状のもの、油があった。

			「そうだよ。光魔法が使える人は見たこともないだろうけど、僕にはわかる」

			「うん、私も使っていた」

			　灯りだ。油を吸った布に火をつけて使う。

			「やっぱりファーズさんは魔欠落者なんだ！」

			　ルークがうれしそうに声を上げた。

			「そうなのかな？　単に、魔力を節約するためかもしれないよ？」

			「なんで？　町中なのに魔力を節約する必要はないよね？」

			「魔獣の森も近いし、強いモンスターがいつ襲ってくるかわからないから、用心のためとか」

			　ルークの眉が下がった。

			「エイルは、ファーズさんが魔欠落者じゃないほうがいいの？」

			　そういうわけじゃないけど……。

			　誰かが魔欠落者だということを知って喜ぶのも違う気がする。

			　仲間が増えてうれしいって、それは何の問題解決でもない気がする。よくわからないけれど……。

			「どちらでもファーズさんはファーズさんだよ。私たちのこと助けてくれて、心配してくれて、皆から慕われて、うまく言えないけど……」

			　ルークが動きをとめて固まった。

			「魔欠落者か、そうじゃないかで人を分けるのって、私たちを差別している人たちと一緒みたいな気がする……。同じ魔欠落者だから仲良くなれそう、魔欠落者じゃないから心が開けないとか……」

			「差別……」

			　ルークが両手で、頭を押さえた。

			「差別意識が僕にも……僕も……あいつらと同じ……」

			　ガチガチと、ルークの歯が鳴り出した。

			　パニック？

			　ルークの目が何も映していない。ただ、きょろきょろと激しく動いている。息が荒くなりだした。

			「大丈夫。違うよ。あいつらが誰か知らないけど、ルークはあいつらとは違う。もう一回よく考えてみて」

			　ルークの両腕をつかんで、真正面から目を覗(のぞ)き込む。

			「いい、ちゃんと考えて。ファーズさんが魔欠落者じゃなかったら嫌いになる？　ジョンさんやラァラさんのことは嫌いだった？　……私が本当は魔欠落者じゃないよって言ったら、もう一緒にいてくれない？」

			　ふるふると、首を横に何度も何度も振るうちに、ルークの震えが止まった。

			「ね、違うでしょ？　魔欠落者だと知ったとたんに態度を変える人とは違うよね。でも、私も……ルークと一緒だよ。この人も魔欠落者だったらいいのにって思ったことある。そうすれば、嫌われなくてすむのかなって」

			　でも違う。

			　魔欠落があったってグリットさんみたいに、いいところを探して認めてくれる人がいる。

			「ありがとうエイル。僕、魔欠落者以外排除するような、逆差別の国を作ってしまうところだった。それは、より激しい対立を生むだけ……」

			　ルークはうんっと大きくうなずいて、ベッドにドスンと腰を落とした。

			「最終目的は、差別のないみんな仲良く暮らせる国。エイル、何か書くもの持ってない？」

			　収納魔法の中身を思い出す。書くものはほとんど使う機会がないから入れてなかったな。

			　首を横に振ると、机の上にインク瓶があるのが目に入った。

			「ファーズさんが持ってるみたい」

			「借りよう」

			　ルークが机の引き出しを開けて、ペンを見つけ、質の悪い紙も取り出す。

			　紙とかペンを持ってるってことはファーズさんも文字の読み書きができるってことだよね。荷運び人じゃなくて、一応商人なのかなぁ？

			「最終目標っと。そのためにするべきことは、差別意識をなくすこと。この国の問題で考えれば……神殿は排除。国に仕える者は魔法の力ではない方法で採用。貴族という特権階級の排除……いや、そうすると王制維持が難しくなるのかな？　そもそも王は必要なのかな？」

			　子供の夢物語にしてはすごい。

			　……いや、もしかすると本気？　必死に思いついたことを書き留めているルーク。

			　魔獣の森の小さな王国。みんな仲良く幸せに暮らせる夢の国。うん、そういうのもいいかもしれないね。

			　ルークが、色々なことを考えている。

			　私も……決めた。

			　ファーズさんはいい人だ。信じることにする。そうして、信じられる人を少しずつ増やしていけば、きっと……。

			　魔欠落者も幸せに暮らせる場所ができるはず。どうせ、魔欠落者だから差別されるとか、私は魔欠落者だから受け入れてもらえないとか、そんなことばかり考えるのはやめる。

			　人を信じよう。

			　信じて、動いてみよう。

			「ルーク、私にいい考えがあるわ」

			　

			　次の日の早朝。町の北門の外。

			「本当に、親戚の家まで送っていかなくていいのか？」

			　大人二人分ほどの体積がある大きな背負(しよい)子(こ)を、ファーズさんは背負っていた。

			　これなら作戦は上手くいきそうだ。

			「魔獣の森の村に行きたい」

			　ルークの言葉に、ファーズさんは、はぁっと小さなため息をついた。

			「言っただろう？　連れていけない」

			「足手まといになるからでしょ？　体力がなくてファーズさんの足についていけないから」

			　ルークがにこっと笑った。

			「ああ、そうだ」

			　よし。連れていけない理由がそれだけなら問題ない。よそ者を受け入れない村だからとかは、一言もファーズさんは言わない。

			「ねぇ、じゃあファーズさんが私たちを背負って連れていってくれれば足手まといにならないよね？　その荷物よりも私たち二人のほうが軽いよね？」

			　にっこり笑った私に、ファーズさんが困ったなという顔を向けた。

			「それじゃぁ荷物が運――！」

			「【収納】」

			　ファーズさんの言葉は途中で途切れた。

			　私の呪文で、ファーズさんの背中の荷物が消えたからだ。

			「え、あれ？」

			「【取出】」

			　ファーズさんの足元に荷物を取り出す。

			「これで、背負えるよね？」

			　ルークの言葉を無視して、ファーズさんは私の両肩に手を載せた。

			「今のはエイルの収納か？　まだ入るのか？」

			　興奮気味のファーズさんの言葉に、嘘で答える。

			「す、少しなら入るかもしれませんけど、ほぼ限界の量かな」

			　これくらいなら、たとえ噂になっても戦争に駆り出されるような話にはならないよね。

			「ちょっと、待っててくれないか？」

			　ファーズさんが町の中に駆け戻っていった。

			　

			「あれ？　ファーズの奴、荷物ほっぽってどこへ行った？」

			　おじさんが一人、町の中から現れた。昨日食堂で見た顔だ。

			「忘れ物を取りに戻りましたよ」

			「そうか、行き違いか。そうだ、お前たちも南の町から来たんだろう？　いくつか向こうの町で、神父も匙(さじ)を投げた病気を治した凄(すご)腕(うで)の回復魔法使いが出たと噂を聞いたんだが、知らないか？」

			　え？　それって、もしかして……。

			　ルークのこと？　もう、こんなに離れた町まで噂が流れてきたの？

			「誰か、病気なの？」

			「うちの娘が、声が出なくなっちまったんだ。教会で診てもらって何度も回復魔法かけてもらったんだがちっとも治らねぇ」

			　ほっと胸をなでおろす。

			　命に関わる病気じゃなくてよかった。

			「声が出ないんじゃ、呪文が唱えられねぇ。このままじゃ、魔欠落者と変わんねぇよ。せっかく五体六法満足に生まれてきたってのに……魔欠落者なんかと一緒にされたんじゃ、娘が不(ふ)憫(びん)で」

			　びくっと体が震える。

			　ルークの手が伸びてきて、私の手を握った。

			　男は私たちが知らないと言うと、ファーズさんを捜しに町に戻っていった。

			「僕……、逆差別しない自信がない。あんな奴助けたくないって思った」

			「世界中の人を助けられるわけじゃないから、助けたくない人は助けなくていいんじゃない？　人を見て判断するのは差別じゃないと思うよ。人を見ないで、一括りで決めちゃうのが差別じゃない？　例えば、貴族だから嫌いとか。貴族にもいい人いるかもよ。逆に、魔欠落者〝仲間〟にだって、嫌な人いるよ」

			「そっか。うん、そうだよね。ありがとうエイル」

			　九歳の心で、ルークは色々なことを考えている。

			　私は……きっとルークほど深く考えてはいない。単純に好きか嫌いか、それだけ。

			　でも、なんとなくね、見た目や地位や能力……人はそれ以外の大切なものがあって、それが心とか性格とかで。心や性格は、遠くからじゃわからない。

			　だから、きっと、魔欠落者も普通の人も、もっと近づいてお互いを知れば、いわれのない差別が減るんじゃないかなんて……無理かなぁ。

			　

			「すまんすまん、待たせた。というかもうちょっと待ってくれ」

			　両手に荷物をいっぱい抱えてファーズさんが戻ってきた。背負子に積み上げられた荷をほどいて、荷造りをし直している。

			「頼まれてはいたんだが、流石に重すぎて一度には持っていけなかったんだよ。鉄製品は村では常に不足しているからね」

			　と、鉄鍋や鉄板など、重そうな鉄製品を積み上げる。鍋の中には小さな別の品を詰め込み、体積がなるべく小さくなるよう工夫をしている。

			「さて、さっきより重くはなったが、体積はほとんど変わらないと思う。収納できるか？」

			　問題ないことを示すために収納する。

			　足元には、まだ一抱えほどの衣類などの荷物があった。背負子にくくり付けてファーズさんが背負い、腰を落とす。

			「乗れるか？」

			　ルークと背中合わせで背負子に乗る。足が、ファーズさんの右側と左側にぶらぶらする形だ。

			「落ちないようにつかまってろよ」

			　片手は背負子の棒の部分につかまり、もう片方の手で背負子の底をつかんだ。

			「よいしょっと。お前ら、軽いな。これならもう少し荷物を積めるか？」

			「ファーズさん、積む場所ないよっ！」

			「あはは。そうだったそうだった。じゃあ行くぞ」

			　と、ファーズさんが足を一歩前に出して止まった。

			「あー、しまった。大事なこと忘れてた……。お前たちは、どうして魔獣の森の村に行きたいんだ？　興味半分じゃ連れていけない」

			「なぜ、今になって理由を聞くんですか？」

			　どうしよう。今更連れていけないって言われたら……。

			「事情持ちだというのはなんとなくわかっていたからな。聞いたら、置いていけなくなると思って聞かなかった」

			　置いていけなくなる？　見ず知らずの子供なのに。やっぱりファーズさんはいい人だ。

			「両親がいないのは本当。親戚の家に行くのは嘘。本当は親戚から逃げてる」

			　ルークの簡潔な答えに、ファーズは小さく「そうか」とつぶやいて歩き出した。

			「信じてくれるの？」

			「子供二人なら、普通は迎えに行くだろう？　自分たちで遠くまで来いというような奴らはろくな人間じゃないと思っていた。よほど貧しいなら別だがな。お前たち、それほど貧しくはないだろう？」

			　扱われ方は別としても、食べるのに困るようなことはなかった。

			　ルークも、もともと着ていた服は町の人たちと比べて高そうなものだった。それに、文字もすらすらと書いていた。

			「ファーズさんも貧しくはないですよね。荷運び以外にも仕事してるんですか？」

			　ルークが、質問に答える代わりに、ファーズさんに質問する。

			　ファーズさんは、ルークの言葉に笑い出した。

			「荷物運びが仕事か……うん、確かに今はそれが仕事か。違いない。くっくっく」

			　え？　違うの？

			　何が面白いんだろう？

			「おっと、揺れるぞ、しっかりつかまれっ！」

			　突然、ファーズさんがスピードを上げて駆け出した。

			　大きく振り上げた剣が、右に左にと繰り出される。角兎だ。

			「後ろからも襲ってくるかもしれないっ！　火魔法で脅せば、すぐに逃げ出すから」

			　ファーズさんの言葉は、何の疑いもなく私たちが火魔法を使えると思っている。

			〝魔法を使えるのは当たり前〟だと言われたようで少しだけ悲しくなった。だけど、ファーズさんに悪意がないのはわかるから、このことでファーズさんを嫌いにはならない。

			　火魔法は使えないけど……。

			「【収納】」

			　目に入ったモンスターたちを、小さく呪文を唱えて処理する。

			　それに合わせて、ルークがファーズさんに聞こえる声で「【火】」と言った。火魔法を使っているふりか。なるほど。

			「ふぅ、大丈夫だったか？」

			　ファーズさんが背負っている私たちを降ろしてから、どっと座り込んだ。

			「大丈夫です。ファーズさんは？」

			「あ、ああ。問題ない。このあたりのモンスターに手こずっていたら、村までは到底たどり着けないからな」

			　

			　それから、同じような戦闘を繰り返し、水場に着いた。水が、バシャバシャと高いところから落ちてくる。

			　空気が気持ちいい。

			「初めて見るか？　これは滝というんだ。気持ちいいだろう？　逆にモンスターは苦手みたいでな。あまり近づいてこない。休憩しよう。ちょっと待ってな。食事の準備するからな」

			　ファーズさんがどこかへ去った隙に、収納から器を取り出し、水を入れて再び収納する。こっそりファーズさんの家にあった水瓶を持ってきたので、たっぷり収納できた。

			　それから、滝の水が落ちている場所できらきら輝いてる石を【収納】、手のひらに【取出】。

			「わぁ、ルーク、見て！　これ綺麗っ！」

			「本当、宝石みたい」

			　宝石……。

			　母様が大切にしていたネックレスを思い出す。絶対に人に見せちゃだめよと、私が十歳のときにプレゼントしてくれたネックレス。

			「なぜ、見せちゃだめなの？」

			「綺麗だから、見た人が欲しくなっちゃうでしょう？」

			　金で模様の描かれた半透明の青い石が金の土台にはめられたネックレス。

			　確かに、綺麗だったけれど。あのネックレスは人に見せたら奪われるほどのものなのかな？

			　今、私の手の中にある透き通った薄い緑の石のほうがよっぽど綺麗に見える。

			「エイル、もっと収納しよう。宝石なら、役に立つ」

			「そうだね。うん。お金になるかもっ！」

			　きらきら光る石を見つけては【収納】していく。魔獣の森の村に受け入れてもらうにしろ、別の場所で暮らすにしろ、お金はあって困るものではない。

			「お待たせ、ちょっと待ってろよ」

			　ファーズさんは、片手に兎を二羽。もう片方の手に枯れ枝を抱えて帰ってきた。

			　手際よく兎をさばく。血を抜いている間に枯れ枝をくみ上げ、火をつける。丸焼きは時間がかかるので、薄くそいだ肉を枝に刺して火であぶって焼いていく。

			「ほら、こうして食え。他に何かあればいいんだが、できるだけ多くの荷物を運ぼうと思うと食料は現地調達するほうが、効率がいいからな」

			　他に食料？　そういえば。

			「【取出】」

			　パンはまだもつだろうけれど、収穫して入れておいたナナバはそろそろ食べごろのはずだ。そのまま入れておくと熟しすぎて腐ってしまう。

			「わ、ナナバじゃないか。何だ、もしかして俺の荷物の他にも、色々収納してあるのか？」

			　ギクッ。

			「ずいぶん大きな収納だなぁ」

			「た、食べるものは旅に必要だから」

			「そうだな。食べ物さえあれば、何とかなる」

			　ファーズさんはそこから先、私の収納魔法にふれることはなく、焼いた肉とナナバを黙々と食べた。

			　ナナバはまだ少し青っぽかったけれど、この間のように顔をしかめて我慢して食べなければいけないほどひどくはなかった。あと二日くらいで食べごろかな。

			「じゃあ、行くか」

			　再び背負子に乗ってファーズさんに背負われる。襲ってくるモンスターの収納と合わせて、小枝を収納していく。

			　ファーズさんは、火魔法は着火にだけ用いていた。後は焚き木で調理をしていた。ということは、魔欠落者の私たちも、着火さえ誰かに手助けしてもらえば……。着火の方法を見つければ、火に困ることはないということだ。たっぷりの焚き木があれば。

			「【収納】【収納】【収納】【収納】」

			　ファーズさんに聞こえないように小さな声で呪文を繰り返す。視界にさえ入れば、触れなくても収納できるというのは本当に便利。

			　調子にのって、枝を拾っていたら……。

			　ぼこっ。

			　ぎゃっ、しまった。あれ、枝じゃなくて、木の根だったんだ。大きな木を間違えて収納してしまった。

			　見えている部分だけじゃなくて、そのもの全体が収納されるんだっ！

			　慌てて【取出】したけど、埋まっていた場所に上手に収まることもなく、バランスを崩して木はゆっくりと傾き始めた。

			　ああ、【取出】の位置は、大体は指定できても細かく元あった場所というのは流石に無理なのか……。

			「何の音だ？」

			　振り返ったファーズさんが、モンスターに遭遇したときのようにスピードを上げて、その場を離れる。

			　どっしーんと、木の倒れる音が響いてきた。

			「あれほどの大木が急に倒れるなんて？　近くに高位モンスターでも現れたのか？　二人とも、何か見なかったか？」

			「見なかった」

			「根が腐ってたような……」

			　原因は私とは言えない。

			「そうか、それならいいが。そろそろ中位モンスターも出てくるから、少しでも何かの気配を感じたら教えてくれ。下位モンスターのように小さな火魔法ではどうにもならない」

			　中位モンスターか。遭遇したことがあるのは、ビッグスライムと双角兎だ。他にどんなものが出てくるんだろう。

			「！」

			　大木から糸をつーっと伸ばして大きな蜘(く)蛛(も)が下がってきた。

			　大きななんて表現は生ぬるい。馬のように巨大な蜘蛛だ。

			　気持ち悪っ！

			「【収納】」

			　危ない。あのまま降りてきたら、間違いなくあの気持ち悪い姿を目の前で見る羽目になった。

			　それからは、また上から何か落ちてこないかと足元の小枝を収納するのを止めて顔を上げ、あちこち見ていた。

			　よく見れば、大木の上のほうに蜘蛛の巣があるのをいくつも見つけ、気持ち悪い蜘蛛を【収納】していく。いや、待って、私の収納の中が気持ち悪いものだらけになるとか、ちょっと考えたくないんだけど……。

			　上を見ていたおかげで、甘くて赤い小さなクランボの実をつける木を見つけた。音で気付かれないように距離をとってから土と根ごと【収納】。

			　ぼこっと大きな穴があく。

			　穴から、しゅわーっと鋭(するど)い牙を見せて大蛇が現れた。

			「【収納っ】」

			　さっきの蜘蛛といい、蛇といい、なんで皆、巨大なの。今の大蛇なんて、胴回りが牛くらいあったよ。

			「おかしいな、そろそろ現れてもいいころなんだが……今日は出てこないな」

			　ファーズさんのつぶやきに、ルークが質問した。

			「何が出るの？」

			「ああ、中位モンスターのアネクモだ。巨大な蜘蛛の形をしていて、上から襲ってくる」

			　え？　もしかして、大きな蜘蛛だと思ってたの、中位モンスターだったの？

			「【取出】」

			　ファーズさんの前方頭上に一匹アネクモを取り出す。

			「出たな。【火】炎剣」

			　炎をまとわせた剣で、ファーズさんはあっという間にアネクモの首を斬り落とした。ん？　そんなに弱くて中位モンスター？　それともファーズさんが強いの？

			「すごい！　アネクモを一撃！」

			　ルークが絶(ぜつ)賛(さん)してる。

			「硬くて普通の剣ではなかなか倒せないからな。火に弱いのと、首の付け根は少し柔らかいからそこを突けば問題ない」

			　剣のこととかよくわからないけれど、正確に首の付け根に剣を当てられるのって、すごいことだよね？

			　ファーズさん、強いんだ。

			「さぁ、ちょっと手伝ってくれ」

			　手伝う？

			「この糸は、火には弱いが刃を通しにくいから、高級素材として人気があるんだ。引っ張り出して巻いてくれ」

			　ファーズさんが蜘蛛のお尻からちょろりと出ている糸を引っ張った。すると、ずるずるとお尻からどんどん糸が出てきた。

			「わかった」

			　ルークが引っ張って出す。気持ち悪いなんて言っている場合ではないよね。私は、巻くのを担当する。

			「もしかして、ファーズさんの収入源？　荷運びじゃなくて、冒険者が本職？」

			　ふとルークが思いついたことを口にする。

			「冒険者か……それもいいな」

			　それもいい？　ってことは違うのか。見た目は冒険者なんだけどな。

			「おっと、また出てきたな」

			　頭上から二匹のアネクモが降りてくる。ファーズさんにはどうってことないようで一瞬で二匹を仕留めた。

			　あれ？

			「まだ魔力は大丈夫なんですか？」

			　立て続けに【火】魔法を使っている。魔力が少ないようなことを言っていなかっただろうか？

			「ん？　ああ。火魔法に関しては消費量が小さいから問題なく使えるんだ。他の魔法は、俺の場合は効率が悪いようでな……魔力の消費量が半端ないんだ。火魔法二十回分でやっと水魔法一回とかな」

			　へぇ。そういうこともあるんだ。

			　それからもたびたびアネクモに遭遇し、糸を回収する。

			「三人だと早いな。こんなに回収できるとは思わなかった」

			　糸の塊が一抱えできた。

			「じゃあ【収納】」

			「え？　まだ入るのか？」

			　しまった。ぎりぎりの設定だっけ？

			「お昼に食べたナナバの分……空きましたから」

			「ああ、そういえばそうだな」

			　ほっ。

			「助かるよ。ありがとう」

			　にっこり笑ったファーズさんに頭をなでられた。

			　私の収納が役に立ってる。時間停止も状態維持もできない出来損ない収納魔法だけど……。

			　胸の奥がほわんと暖かくなった。うれしい。魔欠落者の私でも、役立たずや足手まといになるだけじゃないこともあるんだ。

			　

			「さて、着いた」

			　そう言って降ろされたのは、二メートルほどの落差のある小さな滝の近くの岩場だった。

			「小さいが、滝があることでモンスターの出現は少ない。今日は、ここの岩の隙間で野宿だ」

			　野宿……。岩の隙間というのは、大人が三人ほど入れそうな上下左右背後と岩に囲まれた場所だ。モンスターの侵入があるとすれば前方のみ。

			　その前方にはモンスターが嫌う滝。そっか。安全地帯っていうこと？　まだ明るいけど、無理して進まずにここで野宿するのね。

			「夕食をとってくる。あまり離れないから、何かあったら風魔法で声を飛ばしてくれ」

			　そう言い残して、ファーズさんは出ていった。

			「エイル、僕、色々と間違っていた」

			「ん？　何が？」

			「魔欠落者だからって、それを理由に諦めすぎてた。ファーズさんは強い。火魔法なしでもどんどんモンスターを倒していった。中位モンスターのアネクモ……いくら火魔法の力を借りたといっても、ファーズさんの剣の腕がなければ倒せなかったはずだ」

			　うん。それは私も思った。ファーズさんの筋肉を見れば、鍛えているのはすぐにわかる。そして、剣の動きを見たら、素人(しろうと)の私でもよく訓練した凄腕だというのがわかる。迷いがない。正確にモンスターの急所をついているように見えた。

			「僕、ファーズさんに剣を習いたい。もっとできることを増やしたい」

			「うん、私も。動物のさばき方を覚えて、自分で調理できるようになりたい」

			　焚き木を使えば私にだって火を入れた料理が作れる。この森なら、簡単に焚き木は手に入る。

			　あれができない、これができないと、できないことを数えるのはやめる。私には何ができるのか、できることを増やしてそれを数えよう。

			　何が、今できるだろうか？

			　そうだ！

			「【収納】【取出】」

			　滝から続く川に、魚の姿が見えた。それを収納してから、陸地に取り出す。

			「ルーク捕まえてっ！」

			「あ、うんっ！」

			　ピチピチと跳ねる魚を、ルークが必死に捕まえる。それから押さえ付けて石で魚を叩き、動かないようにした。

			　そうして、四匹捕まえたところでファーズさんが戻ってきた。一部が焦げた鳥を手にしている。

			　火魔法で鳥が捕まえられるの？

			「お？　すごいなお前たち、魚を四匹も捕まえたのか？　これで夕飯が豪華になるな」

			　ファーズさんが喜んでくれた。よかった。

			「教えてほしい」

			　ファーズさんが魚の腹にナイフを入れ、内臓を引き出し、川の水で洗っているのを見ながら頼んだら、快(こころよ)く引き受けてくれた。

			　二匹目の魚は、ファーズさんに手を添えてもらってナイフを使う。三匹目はファーズさんは指示するだけで一人でナイフを使う。四匹目は、すべて任された。

			「上達が早いな」

			　ファーズさんに褒められて、すごくうれしくなった。

			　できる。私にもできることは増やせる！

			　それから、ファーズさんが鳥をさばく手元をじっと見る。

			　覚えるんだ。もっとできることを増やすんだ。

			　あ、そうだ。できることといえば【取出】で、ナナバの実を取り出す。

			「まだ、入っていたのか……なぁ、エイル、今ナナバを出した分、収納できるスペースが空いたってことだよな？」

			　うなずいてみせると、ファーズさんは立ち上がった。

			「表面が焼けてきたら向きを変えてくれ。中まで火が通るには少し時間がかかる。その間に、ちょっとアネクモの糸をとってくるよ。さっき何匹か倒したんだが、収納してもらえるなら糸が欲しい」

			「手伝う」

			　ルークがファーズさんの後を追って行った。

			　

			　一人で魚四匹と鳥一羽が焦げ付かないように見ていないといけない。責任重大だ。

			　プチプチと魚の皮が爆(は)ぜるように焦げていく。少し火から距離をとって、裏に向けて木の枝を刺し直す。

			　そうして、焚き火に意識を集中しすぎた。

			　ファーズさんの言葉に、滝の近くは安全だと信じて安心しきっていた。

			　気が付いたら、川の向こう側に大きな犬がいた。

			　違う……狼？

			　モンスターじゃないから、滝の近くでも出てきたんだ。

			　一匹じゃない。視界に入るだけで、五匹の狼の姿があった。

			　狼は群れで行動するから厄介だと言っていたのは誰だったか。視界に入らない滝の上、それから背後の岩の向こうにも、何かがいる気配を感じる。

			　どうしよう……。見えている狼だけなら収納してしまえばいい。だけど、いったん動いたら一斉に襲われそうな気がする。見えていない狼を収納することはできない。

			　そうだ、青い大きな狼。収納魔法に入っている、あの狼のモンスターなら……。

			　私が襲われる可能性もある。でも、今、狼の群れに襲われる危険よりは小さいはず。

			「【取出】」

			　呪文を唱えるのと同時に、狼たちが一斉に私に飛びかかろうとした。だけど、それは現れた圧倒的な存在に阻まれる。

			『この娘は、我のものぞ。傷つけることは許さん』

			　青い大きな狼の高位モンスターが、狼のリーダーを睨みつける。

			　え？　私が、青い狼のものってどういうこと？　私、食べられちゃうの？

			　まさか……大きくなるのを待ってるとかそういうことなの？

			『去(い)ね！』

			　狼たちが慌てて去っていった。

			　そして、青い狼が私に顔を向ける

			『娘』

			　た、食べられるっ！

			『蜘蛛はまずくて食えん。蛇は旨い。覚えておけ』

			　は、い？

			『さっさと収納しろ』

			　まったくわけがわからないまま、逆らうなんて選択肢はなくて、呪文を唱える。

			「【収……」

			『ちょっと待て、これを渡しておこう』

			「ひゃっ」

			　鋭い爪が生えた前足が、私のすぐ目の前に出されて、思わず後ずさる。

			『我の毛だ。あやつらは鼻が利(き)く。これを持っていれば二度と襲われぬ』

			　よく見れば、爪の先に青い人差し指くらいの長さの毛が付いていた。
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			　伸ばされた前足は、同じ場所に差し出されたまま、それ以上私に近づけるようなことはない。

			『受け取れ』

			「あ、ありがとう……」

			　恐る恐る手を伸ばし、青い毛を受け取る。

			　青い狼はふんっと鼻を鳴らし、早く収納しろと言わんばかりに顎(あご)をしゃくった。

			「【収……納】」

			　言われたことを思い出す。

			　手の中にある青い毛は、狼除(よ)けになるってことだよね。収納からハンカチを取り出し、なくさないように毛を包んでポケットに入れる。

			　それから、蜘蛛がまずくて、蛇がおいしい？

			　食事に困ったら蛇を捕まえて食べろっていうアドバイス？

			　……あっ！　もしかして、蜘蛛って、アネクモのこと？　蜘蛛の姿をしたモンスター。それから、確か大きな蛇も収納した。

			　青い狼の高位モンスターは、収納したモンスターを食べているってこと？

			　餌を与えているわけじゃないけど、結果的にそうなってるの？　だから、そのお礼に助けてくれた？

			　この娘は我のものって、もしかして……。私が食べ物を運ぶ奴(ど)隷(れい)扱いってことなのかな？　別に、大きくなるのを待って食べようと思っているわけじゃない？

			　もし、そうだとしたら……。

			　蛇を探して収納しなくちゃっ。蜘蛛ばかり収納してたら怒らせて、次に取り出したときに、食べられちゃうかも……。

			　

			「大丈夫かっ！　とても大きな〝気〟を感じたが……」

			　ファーズさんが、ルークを背負って飛ぶようなスピードで帰ってきた。

			「あ、はい。大丈夫です。狼がいっぱい来て……」

			「狼？」

			　ファーズさんが警戒するようにあたりを見回す。

			「その狼を追って、なんか強そうなモンスターが来て、こちらには気が付かないまま行ってしまいました」

			「なるほど、そうなのか。運が良かったな。怖かっただろう。すまない、一人にすべきじゃなかった。滝があるからと油断した」

			　ルークはすべて察したようで、何も言わずに取ってきたアネクモの糸を私に渡した。

			　ちょっと焦げた夕飯を食べて、岩の隙間に三人で固まって眠る。何度かファーズさんは起きて周りを警戒していた。モンスターか獣の気配でも感じたのかな。

			　

			　朝はファーズさんの荷物から干し芋(いも)をもらい、それを食べて出発。

			　干し芋は保存がきくのか。だったら、私の収納にも入れておけるなぁ。

			　時間停止、状態維持がなくても、入れておいても大丈夫な食べ物はきっと他にもあるよね？　何があるんだろう。

			　私にできることを考えるようになったら、なんだか楽しい。

			　ファーズさんの背に揺られ、昨日と同じように収納しながら進む。襲ってくるモンスター、焚き木、木の実のなる木。

			　頭上のアネクモは、襲ってこない限り収納するのはやめる。……青い狼さんが嫌がるだろうから。

			「ファーズさん、蛇のモンスターとかいないんですか？」

			　おいしい蛇を収納しなくちゃ。

			「蛇？　三(さん)尾(び)蛇や、角(つの)蛇なんかは出ることがあるな。高位モンスターであるバジリスクは見たことがない」

			「バジリスクって、毒霧を吐くっていう蛇型モンスター？」

			「ルーシェはモンスターに詳しいなぁ。そうだよ。ドラゴンなんか伝説級とまではいかないが、蛇の王と言われるモンスターで、蛇型モンスターを使役して町を壊滅させたという話もある」

			　怖。町を壊滅って……。

			　伝説級のモンスターはそれ以上なの？　伝説だから、本当にいるかどうかわからないんだよね。出会うようなことないよね？

			「おっと、噂をすれば出てきた」

			　ファーズさんの目の前に三尾蛇が現れた。大人くらいの大きさの蛇だ。ファーズさんは動じることもなく、あっという間に切り捨て、ずんずんと進んでいく。

			　あー。切り捨てて死んだ蛇でも、青い狼さんは食べるかな？　鮮度が落ちるからいらないとか言わないかな……？

			　どうしようか悩んだけれど、収納するのはやめた。

			「エイルっ」

			　ルークの言葉に、とびかかってくる牙兎をすんでのところで収納する。

			　ぼーっと考えている余裕なんてなかった。いつどこからモンスターが現れるのかわからないのだ。

			「さぁ、村まであと一息だ。ここが最後の休憩場所になる」

			　そこにもやはり小さな滝があった。

			「昨日狼が現れたこともある。お前たちだけを置いていくのは危険だな……昼は魚にするか」

			　ファーズさんはすぐに川辺に足を運び、大きな石を川の中に突き出ている石にぶつけた。

			「魚が浮かんできた」

			「石の陰にいた魚を気絶させて捕まえる方法だよ。ほら、エイル」

			　川の中にざぶざぶと入っていったファーズさんは、気絶した魚をつかんでホイホイと私の足元に投げてよこした。

			「あ……、は、はいっ！」

			　昨日、魚のさばき方を教えてもらったんだ。私に任せてくれた。まだ、ファーズさんほど速くもないし、上手くもないけれど……それでも、私にできるだろうって任せてくれたんだ。

			　収納からナイフを取り出して、魚の腹に当て、内臓を取り出していく。川の水で洗い、枝を刺す。

			「できた……」

			　一人でできたっ！

			「火の用意もできてるよ」

			　ファーズさんが、枝に刺した十匹ほどの魚を手に笑った。

			「上出来だ」

			　うん。

			　うれしすぎて涙がにじむ。

			　火の近くへ行くと、ルークが興奮気味に話し始めた。

			「エイル、空気が入るように枝を組むんだ。火がつきやすいように、よく乾いた枯れ葉や木の皮を中央に入れる。枝も大きさ別に組む順番を考える」

			「ルーシェも物覚えがいい。次は一から頼もうかな」

			　ファーズの言葉にルークが顔をほころばせた。うん。できることが増えるのはうれしい。

			「これなら小さな火魔法ですぐに火がつけられる。そうだ、面白いことを教えてやろう」

			　面白いこと？

			　ファーズさんは、ナイフで河原に転がっている石をガツガツとそぐように叩いた。

			「お、これだ、これ。エイル、アネクモの糸を一つ出してくれるか？」

			「【取出】」

			　アネクモの糸を取り出して手渡す。ファーズさんは、糸をくるくると親指の先に五回ほど巻き付けて切った。

			　右手に、さっき拾った石、その上にアネクモの糸を親指で押さえるようにして持つ。

			　それを、左手に持ったナイフの側面にカツンカツンと打ち付けた。

			「あ、光った」

			　ルークがファーズさんの手元を凝視する。火花がアネクモの糸に散ると、糸から煙が出始めた。ナイフを収め、手で囲いを作って息を吹きかける。

			　ふわっと小さな赤い炎が上がる。

			　それを枯れ葉の間に置いて、さらに息を吹きかけると、火がついた。

			「それ、魔法の石？」

			「違うよルーシェ。どこにでもある普通の石だ。こうして打ち付けて出た火花を燃えやすいもので拾うんだよ。アネクモの糸は燃えやすいからすぐに火がつく。少し難しいけれど、枯れ葉をもみほぐしたり、埃(ほこり)を集めたりしても火がつくぞ」

			　ルークの魔法の石という言葉が頭から離れない。

			　火魔法が使えない私たち魔欠落者にとってみれば、魔法の石だ。

			　火魔法が使えなくても、火をつけられる！

			　川があれば水が手に入り、石があれば火がつけられ、油があれば明かりがともせる！

			　魔欠落者だけど、でも、欠けているままじゃないんだ。ちゃんと、それを補えるものがあったり、補いあえる人がいたり……。

			「私も、やってみていい？」

			「いいよ。本当は鉄やすりみたいなものがあればいいんだけどね。ナイフ気を付けて」

			　鉄やすりか……。どこかで手に入れたいな。

			　初めに、アネクモの糸でやってみた。糸から枯れ葉に火を移すのが少し難しい。

			　次に、枯れ葉をもんだものを使ってやってみたけれど、全然火がつかない。ああ、これは、アネクモの糸をたくさん収納しておいたほうがよさそう。

			　……でも、どうやって手に入れたらいいんだろう？　自分じゃ倒せないし。

			「焼けたよ」

			「あ、はーい」

			〝魔法の石〟を収納してから、昼食。

			　移動中、アネクモを見つけた。襲ってこないので、収納はしない。ずっとずっと高い位置に、木の間に巣を作っている。

			　巣を収納したら、糸は手に入るんじゃない？

			「【収納】」

			「アネクモっ！」

			　足場を失ったアネクモがルークの目の前に落ちてきた。ファーズさんがすぐに気が付いて一(いつ)閃(せん)。

			　ごめんなさい。蜘蛛の巣を収納するのは危険だった……。

			「おっと、忘れるところだった」

			　まっすぐ進んでいたファーズさんが、くるりと斜め後ろに方向転換した。それからしばらく歩いたところで、降ろされた。

			　滝のない場所。木々が少し切れていて光が差し込む場所だ。

			「えーっと、あったあった。これと、これ」

			　四つん這(ば)いのような姿勢になって、ファーズさんが地面に生えている草の何本かを手に取る。

			「手伝ってもらえるか？　これと同じ形の葉っぱの植物を探して抜いてくれ」

			　見せられた何種類かの草を探して引っこ抜いていく。

			「お前たち探すの早いなー」

			　あっという間に、ファーズさんの両手いっぱいの量が集まった。

			「あんまりたくさんでも持っていけないのが辛いところだな。これが少ないみたいだから、あとはこれだけ探してくれるか？」

			　細長い葉っぱの草を探す。

			　何の草なのかわからないけれど、せっかくなので細長い葉っぱの草を探す途中で見つけた別の草を【収納】。周りの土付き。

			　ファーズさんは、アネクモの糸で草を縛(しば)って、背負子につるした。

			「さぁ、あと一息だ。行くか！」

			　ぷらーん、ぷらーんと、背負子につられている草の束(たば)が、時折足に当たる。

			「この草」

			　何ですかと尋ねようと思ったら、ファーズさんと声がかぶった。

			「今回はずいぶん楽に移動できた。荷物が軽くなったっていうのもあるが、後ろからのモンスターの襲撃がずいぶん少なかったからなぁ」

			　あ。姿を見たら収納しまくったから……。もう少し、悲鳴を上げるなりして襲われそうになったふりしないとだめだったかもしれない。

			「荷物じゃない」

			「ははは。そうだな、ルーシェとエイルは荷物じゃない。さぁ、そろそろ着くぞ」

			 

			　ざざざざーっというすごい音が聞こえてきた。

			　滝？　でも、どこにも滝なんて見えない。

			　それどころか、前方には木すら見えなくなった。

			「ほら、村に着いた」

			　背負子から降りてファーズさんの隣に並ぶ。

			「うわぁ」

			　崖(がけ)の上だった。半円状で、高さが大木の何倍もあるような大きな崖。

			　半円状の崖の中央あたりには大きな滝がある。ドウドウと大量の水を落とし、水しぶきが霧となって滝つぼの姿を覆(おお)い隠している。

			　滝の水は、そのまま川になり、まっすぐ流れていた。

			　崖に囲まれた半円状の場所は森が切り開かれ、四、五十のあばら家が見える。

			　崖に近い位置に、家が建てられている。その奥には、畑が広がり、さらに奥はまた森になっていた。

			「村だ……」

			　今まで通ってきた町に比べたら、人も少ないし建物も粗末で少ないけれど、魔獣の森にこれだけの集落があるとは思わなかった。

			「さぁ、落っこちないように、しっかりつかまってろよ！」

			　え？

			　えええっ！

			　ぴぎゃ―――っ！

			　ファーズさんは、崖の上の木に結び付けられているロープに手をかけ、崖を滑(すべ)るように降りていく。

			「アネクモの糸で作ったロープだ。切れることはないから安心しろ」

			　いや、いや、切れる心配っていうか、高い、怖い、落っこちる、ぎゃーっ！　足元に地面がないっ！

			　地面まであと五メートルくらいで、ファーズさんがロープから手を離した。わーっ。

			　浮遊感と、地面に着地したときの衝撃。

			　背負子を降ろされて、地面に足がついても、立ち上がれないでいた。

			「おかえりーっ！　ファーズ！」

			　長いブロンドヘアを三つ編みにした美しい女の人が一目散に駆け寄ってきた。

			　ふんわりと膨(ふく)らんだ袖のシャツに、ウエストをベルトでとめた膝丈のフリルのついたスカート。その下に、ズボンと革のブーツを履(は)いている。

			　まるで、貴族の乗馬服みたい。粗末な家が立ち並ぶ村とはずいぶん不釣り合いだなぁ。
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			「レイナ姫、ただいま戻りました」

			　ひ、姫？

			　貴族を通り越して、お姫様？

			　え？　この村って、どの国にも所属していないと言っていなかった？　それとも、村じゃなくて、村みたいな小さな国で、この村のお姫様？

			「ファーズ、もう私は姫じゃないって何度言えばわかるのっ！」

			　二十歳少し前だろうか。レイナ姫様は、ほっぺたをぷぅっと膨らませ、ファーズさんの鼻をぷにっとつまんだ。

			「姫？」

			　ルークがじぃっとレイナ姫様の顔を見ている。

			「まぁ、ファーズ、この子たち、隠し子？」

			　レイナ姫様が、私たちの存在に気が付いて声を上げた。

			「ちっ、違いますよっ！　いったい何歳のときの子ですかっ！」

			「ぷぅーくっくっく。知ってるわ。ファーズは私と二つしか違わないことも。恥ずかしくて女性と二人きりになれなかったことも。今も独り身だってこともね」

			　レイナ姫様がからかうと、ファーズさんは顔を赤くして「それはっ」と何か反論しようとして口を閉じた。

			「かわいいっ。まるで天使みたいね。お名前は？　私はレイナよ」

			　レイナ姫様が腰をかがめ、ルークの目の高さに視線を合わせて尋ねた。

			「ルーシェ。姉はエイル」

			「そう、姉妹なの。お姉さんは月の巫(み)女(こ)みたいに綺麗ね」

			　え？

			「そ、そんなことないです。レイナ姫様こそ、光の女神様みたいです」

			　レイナ姫様は、にこっと笑って、私の鼻をつまんだ。

			「レイナよ。レ、イ、ナ。姫でもなんでもない、レイナ」

			「フェインナ、しゃま」

			　鼻をつままれたままで、変な声が出た。

			「んっー、様もいらないっ！　もう、ファーズ、あなたのせいよっ！　姫じゃないのにっ！　私は、あの国はもう捨てたんだから！　国を出ればただの人！　ファーズの幼馴染のレイナ！　レイナなんだからっ！」

			　ぷんすかと、拗ねてしまったレイナ様。

			「あー、エイルにルーシェ、様抜きでレイナって呼んでやってくれないか……？」

			　ファーズさんがスマンというジェスチャーをつけて言った。

			「レイナさ……ん」

			　ルークのさん付けに満足したのか、レイナ様――改め、レイナさんはうんうんとうなずいた。

			「なんなら、レイナお姉ちゃんでもいいわよ？　私、妹欲しかったの！　ふふっ。村を案内してあげるわ！　行きましょう！」

			　レイナさんは、右手にルーク、左手に私と手をつないで歩き出した。

			　国を捨てた姫が、なんで魔獣の森の村に？

			　姫とファーズさんが幼馴染？

			「レイナさん、聞きたいことがある」

			　ルークも、色々と疑問に思ったようでレイナさんに話しかけた。

			「なぁに？　恋ばな以外ならなんでも答えてあげるわよ？」

			「ファーズさんは……」

			　ルークがそこまで言ったときに、レイナさんの手にぎゅっと力が入った。

			　あれ？　何だろう、この反応。

			「魔欠落者なの？」

			「ふえ？　あ、うん、なんだ、そういう質問か。ファーズが好きだとかそういう話じゃ……いや、えっと、ファーズが魔欠落者かって？　この村に来たから魔欠落者だって思ったのね」

			　ん？

			　この村に来たから魔欠落者？

			「ファーズは違うのよ」

			　レイナさんは焦った様子から一転。楽しそうに笑い、後ろを歩いていたファーズさんを振り返った。

			「見せてあげなさいよファーズ。水魔法を」

			　確か、ファーズさんは魔力の消費を抑えるために火魔法以外は使わないと言っていた。もう村に着いたから問題ないんだろうか。

			　レイナさんの言葉に、ファーズさんはしぶしぶ呪文を唱えた。

			「【水】」

			　呪文と同時に、ファーズさんの人差し指の先から〝三滴の水〟が落ちた。

			「うわーっ、ファーズすごいじゃない！　水魔法上達してる！」

			　レイナさんの言葉に、ルークも私も目が点になる。

			　え？　上達？

			「うっ、うるせーっ！」

			「だって、子供のころは二滴しか出なかったのに、三滴も出たよ？」

			　レイナさんの言葉にファーズさんが眉根を寄せて、そっぽを向いた。

			「まぁこんな感じ。ファーズは六魔法すべて使えて魔欠落はないけれど、火魔法以外はまるっきり役に立たないレベルなのよ。ゴマ粒のような光魔法に、髪の毛二本揺らす風魔法、かゆいのが収まる程度の回復魔法、爪の垢(あか)が入る収納魔法」

			　レイナさんの言葉にファーズさんが反論する。

			「爪の垢って、もっと別のたとえがあるだろう！　小さな宝石くらいは入る！」

			「だっ、誰にあげる宝石を入れてるの？」

			　ファーズさんの反論に、レイナさんが焦った声を出した。

			　やっぱり、この感じ。レイナさんってファーズさんのこと好きなのかな？

			「何にも入れてないよ、魔力の無駄遣いだからな」

			「あ、そう、そうなの。そうだったわね、効果は小さいくせに、やたらと魔力を消費するんだったわね」

			　レイナさんがホッとした顔をしている。わかりやすい。これは、明らかにファーズさんのことが好きみたいだ。確信。

			「不便じゃないの？　火魔法以外がそれで」

			　ルークがファーズさんに質問をぶつける。

			　ファーズさんは少しだけ困った顔をした。正直に言うべきかどうか迷ったように見える。

			「全然問題ないわよ！　ファーズの分も私が水を出すし、光で照らすし、収納もしてあげる。回復もするし、声も届けるから！」

			　即答したのは、レイナさんだった。

			「その代わり、ファーズが強力な火魔法で私を守ってくれるのよ。二人でいれば、何も不便なんてないわ！　ね！」

			　にっこり有無を言わせぬ顔をするレイナさん。

			「まぁ、そうだな。小さいころはずいぶんレイナに助けてもらった。喉が渇いても一滴二滴の水じゃあとても足りなかったからな。人は、一人で生きているわけじゃないから。足りないところを助け合いながら生活していれば、それほど不便ではないよ」

			「そう、私たち二人でいれば何も不便なんてないのよっ！」

			　レイナさんが、ファーズさんの腕に手を回して笑った。

			「二人は、どういう関係？」

			　あ、ルークは遠慮なく聞きにくい質問を……！

			　どうみても、レイナさんがファーズさんにぞっこんだけど、ファーズさんは気が付いていない、もしくは相手にしていない感じじゃないかっ！

			「姫と護衛騎士だ」

			「ファーズは乳(う)母(ば)の息子で幼馴染」

			　レイナさんとファーズさん、二人の声がかぶった。

			　あー、主従関係があるけれど、幼馴染として小さいころから仲良く育ったので、こんなに砕けた感じなのか。

			　身分の差があるから、ファーズさんはレイナさんを恋愛対象として見ないようにしているのか、それとも妹みたいに思っているのか……。

			　まさか！　国を捨てたというのは、ファーズさんのため？

			　昔、母様に教えてもらった恋物語みたいだ！

			「やっぱりな。すごい勢いで姫さんが走ってったんだ。ファーズ隊長しかないよなぁ。おかえり隊長」

			　突然、後方で声が聞こえて振り返る。青い騎士のような服装をした男がいた。

			「何か変わりはないか？」

			　隊長と呼ばれ、ファーズさんが返事をした。えっと……。

			　レイナさんがお姫様で、ファーズさんが護衛騎士の隊長ってこと？　ということは、この人も護衛騎士ってことよね？

			　あれ？　駆け落ち的なものではないのか……。

			「青い隊服……ガルパ王国？」

			　ルークがぼそっとつぶやく。

			「あれ、隊長、この子たち隠し子ですか？」

			「もー、そのネタはいいっ！　それから、村では隊長と呼ばない！」

			　ゴツンと、ファーズさんの拳が発言主の頭を小突いた。

			「いってぇ……」

			　頭を抱えながら、騎士がファーズさんの背中に回る。

			「皆、ファーズさんが荷物を運んでくるのを待ってたんですよ、早く行きましょう！　持ちますよ、荷物……ん？」

			　後ろに回った騎士が、空っぽの背負子を見て叫び声を上げた。

			「うわーっ、荷物がないっ！　た、た、た、隊長、じゃない、ファーズさん、荷物は、どうしたんですかぁっ！」

			「そういえば、ファーズの背中にはこの子たちが乗っていたのよね」

			　レイナさんの言葉に、騎士が膝をついた。

			「そっ、そんな……。塩、塩が欲しい……。もう、味のない食事はいやだ……かれこれ二週間は塩を口にしていないのに……」

			　膝をついた騎士の肩をファーズさんがぽんっと叩いた。

			「安心しろ、イズル、塩は持ってきた。それから欲しがっていた鉄板と鉄鍋も持ってきたぞ」

			　ファーズさんもかなりしっかりした体格をしているが、それよりも二回りくらい大きな体のイズルさんは、どうやら食事に対する情熱が強いらしい。

			「本当ですか？　重たくて運ぶの大変だったんじゃないですか？　で、どこに？　どこにあるんです？」

			「あー、もう、うるさい。イズル、到着を皆に知らせてくれ。村長の家でそれぞれ必要なものを配るから。おまえの塩もそのときだ」

			「はいっ」

			　集落のあるほうへと足を進める。

			　崖の上から見えたあばら家は、近くで見ても貧しいものだった。木や草や蔓(つる)で組み上げられた家。雨風は凌(しの)げそうだけれど、強い風が吹いたら飛んでいきそうだ。

			　

			　村長の家と言っても、他の建物よりも広いだけで、やはり粗末なものだ。建物の中に入ると、土間に続いて、膝の高さくらいに板間がある。

			「【水】」

			　レイナさんが水魔法で靴の汚れを綺麗に洗い流した。

			「ほらファーズも足を出して【水】。あなたたちは？　自分でできる？」

			　十分な水量が出せるのか、魔力は残っているのか……それとも、水魔法が使えるのか。どういう意味で尋ねられたのかわからなくて一瞬固まる。

			　魔欠落者だということを知られることが、怖い。

			　ファーズさんもレイナさんもきっと魔欠落者だからと態度を変えるような人じゃないと、そう思うけれど……。

			　姫と騎士、上流階級の人間は、とりわけ魔法の力の強さや魔力の大きさで人を判断する傾向にある。

			「水……【取出】」

			　水魔法を使うふりをして、小さな声で収納魔法に入れておいた水を取り出す。

			　レイナさんが使っていた水魔法くらいの量の水を出して、私とルークの靴を綺麗にする。

			「あら、まぁ……あなたの水魔法って……」

			　レイナさんがそれを見て驚いた声を上げる。

			　しまった。何かミスった？

			「二人分の靴が洗えるなんて、ずいぶん大きな水魔法が使えるのね」

			　あ、しまった。レイナさんと同じようにと、それしか考えてなかった。

			　水魔法が得意な人でも水瓶一杯分がせいぜいなのに、ざーざーとたくさん出してしまった。

			「あ、で、でも、風魔法は、と、得意じゃないんですっ」

			「そっか。じゃあ、私が乾かしてあげるね！」

			　レイナさんは「【風】」と呪文一つで靴に風をあてて乾かしてくれた。

			　レイナさんは水魔法も風魔法もずいぶん大きな魔法が使えるみたいだ。

			　靴を綺麗にしてから、板間に上がる。

			　中央に囲(い)炉(ろ)裏(り)があるだけで、他には家具らしいものは何もない。所々に何かの毛皮が置かれているだけだ。大人が二、三十人ほど寝られそうな広さがある。村長の家というよりも、集会所的な役割の建物なのかな。

			「じゃあ、エイル、荷物を出してくれるか？」

			　こくんとうなずく。

			「そう言えば、エイルとルーシェはどこでファーズと知り合ったの？」

			「話はいいから、荷物が先」

			「もぉー、ファーズは融通がきかないんだからっ」

			　と、文句を言いつつも、レイナさんは楽しそうだ。久しぶりにファーズさんに会えたからうれしいんだろうなぁ。イズルさんが二週間は塩を食べていないと言っていたし。どれくらいぶりなんだろう。

			「【取出】」

			　ファーズさんから預かった荷物を取り出す。

			「うわー、エイルすごい！　収納魔法も得意なんだ！　よく入っていたね！」

			　どすんと大人二人分の大きさのある荷物にレイナさんが目を丸くした。

			　あ、それから途中で預かったアネクモの糸も出さなくちゃ。

			「【取出】」

			　コロンコロンと、人の頭くらいの大きさにまとめた糸が十個ほど転がり出た。

			「ええー、まだ入ってたの？　これ、アネクモの糸？」

			　建物の外が、がやがやと騒がしくなってきた。

			「ほら、話は後々。皆が荷物を受け取りに来たから、見やすいように並べてくれ」

			　うわー、よくこれだけの荷物をあの体積にまとめることができたね……っていうくらい、解かれた荷物から色々なものが出てくる。

			　塩の入った袋、衣類、靴、鍋に油、それからよくわからないもの、たくさん。

			　あんなに広いと思った床がすぐに品物でうめつくされてしまった。

			「さー順番に入ってくれよー、並んだ並んだ」

			　入口の外で、イズルさんの声がした。

			　若い男女とよちよち歩きの子供が入ってきた。

			　男が小さな器をファーズさんに渡す。それを見て、レイナさんが塩の入った袋を手に取った。

			「それから、頼まれていたのは子供の服だったな。まだ少し大きいかもしれないが、これでいいか？」

			「ああ、ありがとう。子供はすぐに大きくなるから助かる。代金はこれで足りるか？」

			　男が、持っていた麻の袋から、ザラザラと保存のきく木の実を出した。

			「ああ、十分だよ。ありがとう」

			「ところで、その子たちは？　レイナ様の身内かい？」

			　私とルークとレイナさんの顔を見比べて男が口を開いた。

			　そういえば、レイナさんはとっても美しい金の髪をしている。ルークの色と似てる。顔も二人とも整っていて……ファーズさんと親子と言われるよりも、レイナさんと姉妹だと言われたほうがよっぽど納得できるよねぇ。

			「んー、まぁ色々とな。しばらくは村に厄介になる。ほら、二人とも自己紹介」

			　ファーズさんに言われ、ぴんっと背筋を伸ばして立つ。それから、ぺこんとお辞儀。

			「エイルと、妹のルーシェです。よろしくお願いします」

			「あら、礼儀正しいのね。私はカラ、主人はルバン。娘のメルは一歳よ。仲良くしてね」

			　ニコニコ笑ってくれた。これ、村に受け入れてくれるってことでいいのかな？

			　その後も、次々と村人がやってきては同じようなやりとりが繰り返される。

			　ファーズさんは、私たち二人の素性や村に来たいきさつなどを濁(にご)して答えている。でも、誰も突っ込んで尋ねようとせずに村へ受け入れてくれるような言葉を口にする。

			　姫であるレイナさんとその護衛騎士がいるくらいだから、子供二人が村に来た事情なんてどうでもいいのかもしれないけど……。

			　ありがたい。

			　魔欠落者だから逃げてきたって……皆に説明する勇気は持てない。

			　物々交換で村人が持ってくる品のほとんどは食料だ。

			「アレ、手に入ったか？」

			　ずいぶん背の高い男性が、肩に何枚かの毛皮を担いで入ってきた。

			　ドサッと、毛皮を置くと、その下から現れるはずの左腕がなかった。

			「ああ、ある。いくついる？」

			　ファーズさんがアネクモの糸の塊を見せた。

			「おお、たくさんあるな。助かるよ。弓に張る弦は、アネクモの糸が一番調子がいいんだが、矢を飛ばすときの摩(ま)擦(さつ)熱ですぐにダメになるからなぁ」

			「弓？」

			　ルークが首を傾げた。

			「お、なんだ見慣れない顔だな？　ファーズとレイナの子か？」

			「ちっ、ちっ、ちがいまっ……」

			　レイナが真っ赤になって反応する。

			「わはははっ。冗談だ。お前たち、なんて名だ？」

			「ルーシェ。姉はエイル」

			「よろしくな。俺は村一番の弓の名手。シュナイダーだ」

			　シュナイダーさんが大きな手でルークの頭をなでた。

			　片腕で、弓？　どうやって引くの？　できないよね？　昔の話？

			「立派な毛皮だな。これなら町で高く売れるよ。他に必要なものがなければ残りは金で渡すがいいか？」

			　毛皮の質を確かめていたファーズさんが、お金の入った巾着に手をかけながら尋ねる。

			「金よりはアネクモの糸がいいな。次はいつ手に入るかわからないんだろう？」

			「全部渡したいところだが、他にも使うからあと三つと、銀貨四枚でどうだ？」

			　へー。アネクモの糸って使い道が色々あるのか。たくさんあればあるほどいいのかな？

			　いくつか蜘蛛の巣を収納したと思うんだけど……。

			　

			「ああ、おばあちゃん、足元気を付けて！」

			　シュナイダーさんと入れ替わりに、十八歳くらいの娘と老人が入ってきた。

			「いらっしゃい、ヤンさん、リーアちゃん」

			「こんにちは、レイナ様。ファーズさん……と……？」

			「エイルです。妹のルーシェと、村でお世話になります」

			「おやおや、新しく住人が増えるんだね？　おいで、なでさせておくれ」

			　ヤンおばあさんが手招きするので近くに寄る。

			　伸ばされた手に頭を差し出すと、優しくなでてくれた。

			「二人とも、手触りの良い髪をしているね。良かった……ちゃんと栄養がとれているんだね」

			　栄養がとれていてよかった？

			「ああ、この村に来る者は、満足に食べることもできなくて栄養が足りず、髪がバサバサな人間が多いからな……」

			　ファーズさんがどこか辛そうな目をして、そうつぶやいた。

			「さぁ、ヤンばあさん新作を見せてくれるんだろう？　希望の品はいつものように糸と布と塩でいいか？」

			　ファーズさんに促され、ヤンおばあさんは胸に大事そうに抱えていた布を一枚ずつ広げた。

			「うわぁ……。すごいっ！　私、こんなに素敵な刺繍、初めて見ました！」

			　思わず声が漏れる。テーブルクロスになりそうな大きさの布一面に、色とりどりの糸で所狭しと刺繍が施されている。それが三枚も！

			「でしょう！　王様のベッドカバーだって、ここまで素晴らしくないわよ！　ヤンさんは王室御用達のお針子よりもすごいんだから！」

			　レイナさんが、ドヤ顔で説明してくれる。

			「これだけ素晴らしいものならば、また貴族連中に高く売れるよ」

			「えー、売っちゃうの？　私、これ欲しいっ！」

			　レイナさんがファーズさんに文句を言う。

			「レイナ、何をわがまま言っているんだ」

			「ち、違う、私が買うっていう意味だから！　ちょうだいっていう意味じゃないよっ！　わがままとかじゃないもんっ！」

			「あははは。ええよ、ええよ。レイナ様にはお世話になっているから一枚受け取ってくだされ。残り二枚で糸と布と塩と……それで他にまだもらえるかい？」

			　楽しそうにヤンさんが笑う。ファーズさんは、仕方ないなぁという目をレイナさんに向けた後、ヤンさんに答えた。

			「まだ銀貨十枚分はあるな」

			　その言葉に、ぱぁっと顔を明るくしたのはリーアさんだ。

			「じゃあ、何か甘いものないですか？」

			「ああー、甘いものはないな。今回は巨大尻蟻(あり)にも遭遇しなかったし……次回は飴か何かかさばらないものを用意するよ」

			　ファーズさんの言葉に、リーアさんががくっと肩を落とした。

			　巨大尻蟻？　モンスターだろうか？　アネクモの糸みたいに、何か甘いものがとれるの？

			「飴とか、そんな高価なものじゃなくていいのっ！　ナナバとか干しリゴンとか……町で食べてた甘いものが食べたい」

			　ナナバとか干しリゴン？

			「リーア、すまないね。私に付き合ってこの村に来たばかりに……」

			「何言ってんのおばあちゃんっ！　私は幸せだよっ！　あんなおばあちゃんを馬鹿にする人たちばかりの町になんか、二度と帰りたくない！　この村の人たちは皆いい人だし」

			　そうか。この村の人たちは皆いい人なんだ。

			　うん、確かに荷物を受け取りに来た人たちで嫌な感じの人は全然いなかった。

			　でも……もし、私が魔欠落者だと知られたら？

			「そりゃあ、甘いものとか他にもちょっと物が少なくて不便だけど……。お腹いっぱい食べられるし、石を投げつけられるようなこともないもんっ！」

			　え？　石を投げつけられた？

			　なんだかリーアさんも辛い過去があるみたいだけど、魔欠落者？

			「じゃあ、ありがとう。おばあちゃん行こう。他の人も並んでるからね！」

			　リーアさんは、ヤンさんの手を取って出ていった。

			　

			　それから先は村人たちに紹介されるたびに考えてしまった。

			　リーアさんは魔欠落者なんだろうか？　そして、この村の人たちは魔欠落者であるリーアさんにも優しいのだろうか？

			　だったら、もし、私が魔欠落者だって知られたとしても……今、こうして紹介されたときと同じ笑顔をまた向けてくれるのだろうか……？

			　最後の村人が帰ると、板間の上にはまだいくつもの品が残っていた。それから、物々交換で持ち込まれた食べ物が積まれている。

			「さぁ、仕分けするかな。次に町へ行って売るものと、ここで使うものと。レイナは、残ったものの配達頼むよ」

			「了解！　そうだ、二人もついておいで。村の中を案内しながら配達すれば一石二鳥よね！」

			　そう言うと、レイナさんは部屋の中に残った荷物に目をやり【収納】してしまった。

			「すごい。全部収納しちゃった……」

			「何言ってんの、エイルちゃんはもっとたくさん収納してたじゃない」

			　くすっと笑われた。

			　でも、私は魔欠落者で、唯一使える魔法が収納で……だから、人よりは大きいだけで。しかも時間停止や現状維持効果はなくて……。

			　と、言いたい言葉をぐっと飲み込む。

			「まずは、畑から行きましょうか」

			　滝のある崖寄りに集落があり、離れた場所に牧草地。さらに離れた場所に畑があった。その先は、木々が生い茂っている。森だ。

			　その森の木を、シュナイダーさんが片手で斧を振り、切り倒していた。

			「開(かい)墾(こん)して畑を広げているのよ」

			　どしんと音を立てて木が倒れると、シュナイダーさんが私たちに気が付いて声をかけてきた。

			「おお、どうした？」

			「村の案内がてら、お届け物。今回はこれもあったの忘れてたわ【取出】」

			　レイナさんが、斧の先と、鍬(くわ)の先を取り出す。そう言えば、鉄は重たいからなかなか運べないと言っていたけど、こういうもののことだったんだ。

			「これはありがたい！　おお、そうだ。配り終わったんならイズルに根っこの掘り出し手伝ってくれるように伝えてくれないか？」

			「いいわよ【風】イズルに声を届けて【畑で切り株の掘り起こしを手伝って】」

			　シュナイダーさんが切り倒した木は、大人の手の平くらいの直径のものだ。

			「シュナイダーさん、根の大きさはどれくらいですか？」

			「そうだなぁ、これくらいの木なら、せいぜい三メートルくらいか。掘り起こすのに一人で小一時間ってとこかな」

			　三メートルか。あちこちに伸びているだろうから、長さで体積に換算はしにくいけれど、大人二人分の体積と比べてさほど大きいということもないよね？

			　だったら……大丈夫かな？

			「【収納】」

			　切り株を収納する。つながっている部分ごと収納されるから、当然根っこもごぼっとその場からなくなる。

			「【取出】」

			　木の根は、すぐに倒れた木の横に取り出して置いた。

			　あ、あれ？

			　唖然とする二人の目。

			　シュナイダーさんとレイナさんの目が……困惑してる？　もしかして、まずいことした？

			「うっわー、すげーなエイル。収納魔法か。こんなでっかいものも入るんだな」

			　シュナイダーさんが驚いたのは、収納魔法の大きさだった。

			　そうか、レイナさんは運んできた荷物を出すところを見せたから知ってるけど……。

			　知ってるのに、レイナさんはなんでそんな困ったような顔をして私を見ているの？

			「あああ、エイルちゃんにしてやられた！　そうか、そうよね！　収納って、単純に物を入れて運ぶだけのものだと思ってたけど、こんな使い方もあったのかぁ……。私も、試してみる！　シュナイダーさん、ちょっと根っこが小さめの木を切り倒してくれる？」

			　そっか。収納魔法で根っこを取り除くっていう使い方に驚かれたのか。

			　シュナイダーさんはレイナさんに言われてすぐに、さっきよりも少し細い木を切り倒した。

			「さぁ、やってみるわね！　【収納】……って、入らない！　私の収納魔法じゃ容量が」

			　がくっとうなだれるレイナさん。

			「レイナお姉ちゃん、荷物出したら？」

			　ルークが喜怒哀楽表現の激しいレイナさんとは対照的な、冷静な表情でアドバイスしている。

			「あ、そうだった！　荷物入ってたんだった。【取出】これ、エイルちゃん入れといて！　さて、切り株さん、勝負よっ！　【収納】」

			　切り株は綺麗に根っこごと収納された。

			「やった！　すごい、すごい！」

			　ぎゅー。

			　喜んだレイナさんが私とルークをぎゅっと抱きしめる。

			「本当にこりゃすごい。掘り出す時間が短縮できる。開墾のスピードが格段に上がるよ……これからも、手伝ってくれるか？」

			　シュナイダーさんも満面の笑みで、私の頭をなでた。

			　収納魔法で喜んでもらえる。私の、出来損ない収納魔法でも……使い方次第で、役に立てる！

			「姫さーん、お待たせ。切り株の掘り起こしの手伝いに……あれ？」

			「ちょっと状況が変わった。掘り起こしじゃなくて、切り倒しに回ってくれ」

			「あとで手伝いに来るから、二人でいっぱい木を切り倒しておいてねー！」

			　レイナさんは、ひらひらと手を振って歩き出した。イズルさんは、わけがわからなくて私たちとシュナイダーさんの顔をキョロキョロと見ている。

			　

			　私たち三人は、そんな二人を残してそのまま森の中へ入っていった。

			「モンスターが出るかもしれないから気を付けてね。出ても小さなものだろうから、小さな火魔法で驚かせば逃げていくからね」

			　まただ。

			　使えることを前提とした話をされる。

			　それが当たり前なんだけれど……。ふっと心が重たくなる。

			「どうして、小さなモンスターしか出ないの？」

			　ルークが素朴な疑問を口にした。

			「滝を嫌ってモンスターが近づかないのは知ってるよね？　あの滝はかなり大きいから結構遠くまでモンスターは出てこないんだ。だけど、時々滝の気配っていうの？　そういうのが平気なのが現れるんだけど……」

			　そこまで説明すると、レイナさんは言葉を切って、前を見た。

			「あった、あれを見て」

			　小さな赤い紐(ひも)が空中で揺れている。

			「何、これ」

			　ルークが空中に揺れている赤い紐に手を伸ばす。

			「あっ」

			　赤い紐をつかむと、その左右がキラッと光った。

			「その赤い印は、私たち人間用。うっかり引っ掛からないようにね。ほら、エイルも見てごらん」

			　手招きされて近づく。

			　目を凝らして見れば、赤い紐は透明な糸に結びつけられていた。

			「大人の腰くらいの位置、膝くらいの高さ、それからその間に一本、合計三本のアネクモの糸を張ってあるんだよ。モンスターが入り込まないように、柵の代わり。火を使われない限り、下位や中位モンスターじゃ入ってこれないからね」

			「だから、糸の間をすりぬけられる小さなモンスターだけしかいないってことか」

			　ルークが納得したようにうなずいた。

			「便利よね、アネクモの糸。刃物も通さないから、城壁の強化にも使えそうだと思わない？」

			　城壁？

			「火に弱いということは……火に強い素材で挟み込むようにして使うとか？」

			「まあ、ルーシェちゃん。そうよ。そう。火に弱いという弱点を補う何かと組み合わせて使うの。いいと思わない？」

			　それから、二人はなぜか城壁談義を続けている。

			　ちょっと、ルーク、自分が今、五歳の幼女設定だってこと忘れてない？

			　本当は九歳で、きっと騎士とか戦争とか勇者とかの物語が好きな男の子だったとしても……。

			「矢を射る穴に使うのもいいかもしれない。透明なことを生かして、のぞき窓に使えば」

			「わー、それ、採用！　ルーシェちゃん、冴(さ)えてるね！」

			「あとは……。敵が進軍してくる場所に、罠として高さ二十センチくらいの場所に張っておくか。馬は足を取られて大混乱になるだろう」

			「まって、ルーシェちゃん。流石にあまり広範囲に使うことは難しいわよ？　量が少ないというのもあるけれど、透明でも光を反射して光るから、気付かれる恐れがあるわ！」

			「一理ある」

			　全然、話についていけない。矢を射る穴ってなんだろうか？

			「エイルはどう思う？」

			　は？　全然わかりません。

			「モンスターに怯えて暮らす村の周りに柵を作るとか、森の中の街道を安全に通れるように柵を作るとか……」

			　住んでいた町や、旅の途中で遭遇したモンスターのことを思い出して話してみた。

			　問われた質問に対して全くとんちんかんな答えを口にしたにもかかわらず、ルークも、そしてレイナさんも呆れた顔をせずに聞いてくれた。

			「エイルちゃん、すごい！　そうだよね、城を守ったって、国民が犠牲になるような国どうしようもないよね！」

			「街道整備……モンスター被害による損失が減ると、国が得られる利益は……」

			　って、ルーク、どんな教育受けてきたの！　文字を教えられたちょっといい家柄の子だとは思ってたけど。もしかして、すごく賢(かしこ)かったりする？　魔欠落者というだけではなく、家を継ぐ問題のごたごたとかあったりするの？

			　五体六法満足な兄弟がいるけれど、頭のほうがいまいちとか……。それで命を狙われてたり？　考えすぎかな。

			「ルーシェちゃんっ、そう、街道もそうだけど町もそうだよね！　モンスター被害が減ると国民が助かるだけじゃないんだね！　国も助かるわけだ！　なら、城の強化よりも優先して行わせることができるかもっ！」

			　と、レイナさんが楽しそうに色々と話をしている。

			　あれ？　でも、確か、レイナさんって、国を捨てたって言っていたよね？

			「レイナさんは、国も国民も好きなのに、なぜ国を捨てたの？」

			　レイナさんが、はっとして顔を曇(くも)らせた。しまった。聞いちゃいけないことだったのかな。

			「そうだ……私、国を捨てたんだ……もう、国政も国民の生活も……私が背負うものは……」

			　レイナさんの顔に、少し後悔の色が見えたような気がする。

			　しかし、それもほんの一瞬で、すぐにいつもの顔に戻った。

			「価値観の相違かな」

			　冗談とも本気ともつかない言葉で微笑んで、森の中を進んでいく。

			　価値観？

			　国を捨てるほどの価値観というのは、どういうことなのだろう？

			　わからないことだらけだ。

			　だけど、レイナさんも村人も、誰一人、私とルークが村に来た事情を聞かない。

			　だから、きっと、レイナさんにもこれ以上探るようなことを聞かないほうがよいのだろう。

			　アネクモの糸の柵沿いにどんどんと進んでいく。糸は光を受けて時々光るだけで、そこに張ってあるというのが見つけにくい。だから、手で存在を確かめて進んでいくのだ。時々赤い布がつり下げてある。それが、唐突に途切れた。

			「まだ糸不足で、ここから先は糸を張ってないのよ。さぁ、続きを張りましょう。大型モンスターが入り込んでいる可能性がないわけじゃないから気を付けて」

			　歩いてきた距離からすると、まだ村をぐるりと囲う四分の一くらいしかアネクモの糸の柵はないようだ。

			　糸不足か……。

			「三人いるから、上の段、中段、下段って、三人でやればきっとすぐに終わるわね！　【取出】……あれ？　アネクモの糸が出てこないわ？」

			　ふふっ。レイナさん、さっきの国のことを話しているときはしっかりしていると思ったけれど、以外とドジなところがあるようだ。

			「【取出】」

			　アネクモの糸の束を三つ取り出す。

			「あっ、そうか。さっき、切り株を入れるために取り出したんだっけ。うっかりしてたわ。これだけの量を収納できる人なんて今まで周りにいなかったから……」

			　レイナさんが、途切れた場所の木に糸をくくりつけた。

			「じゃあ、一つずつ持ってね。あっちに向かって……ううん、もう少し村から離れたあちらへ向かって張ったほうがいいかしら？」

			「なぜ？」

			　レイナさんの提案にルークが尋ねる。

			「エイルちゃんのおかげで、開墾が思った以上に早く進みそうでしょ？　畑を広げるなら、当然村が広がるわけだから、柵ももっと外側に必要になるかなぁと思って。張り直すよりも、初めから外側に張ったほうがいいかなと思うのよ」

			「そうすると、ぐるりと一周囲えるまでに時間がかかり、こちら側からのモンスター侵入の危険が増える。小さな囲いを完成させてから、広げたほうがいい。将来的には二重防壁になる」

			　レイナさんの答えに、ルークが別の考えを主張した。

			　なるほど、二人が言うことは両方とも正しいよね。

			「ああ、そうか。ルーシェちゃんが言うことにも一理あるわね！　このまま内側に張ったものを残しつつ、さらに外側に柵を張れば、確かに二重防壁になるか……。糸の高さや間隔を変えればさらに効果的……。いつかのために先行して外側に張るよりも、まずは今の安全優先というのも必要ね……ただ、問題は……糸不足なのよ。今張ってある糸を外して外側に張り直すことになると思うわ……」

			　糸不足か……。

			「これ、使えませんか？　【取出】」

			　途中で収納したアネクモの蜘蛛の巣を取り出す。

			　アネクモから回収した糸じゃないので、くるくると巻いていない、蜘蛛の巣状の糸が地面にどちゃりと現れた。

			「アネクモの巣なんですけど……」

			「え？　エイルちゃんどうしてこんなものを持っているの？　まさか、木登りが得意とか？　でも、ずいぶん高い位置にあるから、危険でしょ？　アネクモがいたりしたら……」

			　と、レイナさんが驚いた声を上げた。

			「いえ、その、見上げたら巣があったので、収納しました」

			「ああっ！　そうか！　切り株の木の根と一緒ね！　見えてるから収納できる。収納することで木に登らなくても手に入れることができるんだ！　それなら、アネクモを倒す必要もないし、アネクモが生きていれば、蜘蛛の巣はどんどん作ってくれるわね！」

			　倒す必要は……どうだろうか。足場を失ったアネクモが落ちてくるから、それを倒さないといけないと思うんだけど。

			「エイルちゃんすごい！　もしかして、この方法なら、アネクモの糸不足が解消されるかもっ！」

			　と、大興奮のレイナさんとは正反対に、ルークは取り出したアネクモの蜘蛛の巣の糸を観察している。

			「アネクモから回収する糸はまっすぐ。この糸は網目状……あ、違う。横糸と縦糸で性質が……横糸が渦巻状になっていて、いつものアネクモの糸と同じだ。縦糸はベタベタするけれど、弱い。これなら、横糸を引っ張って巻けば少しベタベタするけれど一本の糸になって同じように使える」

			「おお、ルーシェちゃんも偉い！　賢い！　将来有望！　私の家臣にならない？　あ、違う、妹になるんだっ！」

			　当たり前のように家臣なんて言葉が出るあたり、やっぱり姫なんだ。

			　それにしてもルークは本当に九歳？　って私は驚くのに、レイナさんは驚かないのかなぁ。五歳くらいにしか見えないのに、とても五歳の子が話しているようには思えないのに。

			「【収納】じゃあ、行こう！　こっちよ！」

			　レイナさんは、私が出した蜘蛛の巣を収納すると、アネクモの糸を張る作業をそのまま放置して、私たち二人の手を取り、南に向かって歩き出した。

			「確か、このあたり……」

			　レイナさんが上を向いてキョロキョロしている。

			「うわぁっ」

			　ルークの悲鳴に振り向けばスライムの姿が。

			「【火】」

			　レイナさんがとっさに火魔法でスライムを始末する。

			「そうか、そろそろ滝の効果が薄まる場所ね……。ゴメンね、つい興奮して後先考えずに二人を連れてきちゃった」

			「どこへ、何をしに行くつもりだったんですか？」

			「もう少し先に、アネクモが大量発生していた場所があるの。あ、アネクモはファーズが全部始末したんだけど、蜘蛛の巣はそのまま放置してあったはずだから、回収しようかと思って……。アネクモが発生してたってことは、モンスターが出る場所ってことだものね。二人には危ないから……。うん、また今度出直すわ」

			　と、レイナさんが残念そうな顔をする。

			「あの、スライムくらいなら私たち平気です。せっかく近くまで来たなら、行きましょう！　私、まだまだ収納できますから、レイナさんと二人なら、いっぱい持って帰れます！」

			　役に立ちたい。

			　きっと、出直すときに私は連れていってもらえない。

			　レイナさんの収納力だけなら、蜘蛛の巣の量によっては何往復もしなければならないだろう。私が一緒なら……。

			　役に立てる！

			　私の必死の訴えに何かを感じ取ったのか、レイナさんが少し考えてからうなずいた。

			「そう？　じゃあ、お願いしようかな？　その前に……【風】ファーズに声を届けて、村の南側、以前アネクモが大量発生した場所に来て―――。ん、これでいい。行きましょう、周りに警戒しながらね」

			　やった。連れていってもらえる。役に立つことができるっ！

			「ルーク、モンスターの姿を見つけたら、手をぎゅっと握って合図を送って」

			　ルークと手をつなぎ、レイナさんに聞こえない声で話す。スライムとはいえ、ルークは小さな火魔法も使えない。私が守ってあげなくちゃ。

			　

			　目的地に着くまでに、数匹の低級モンスターを収納した。レイナさんも、何匹かのモンスターを火魔法や、ときには剣を使って倒していく。

			　姫なのに、細身の剣を器用に扱っている。腕前はなかなかだ。

			「すごい……レイナさん。僕なんかより、ずっと剣の腕が立つ……」

			　ルークがショックを受けたように小さな声でつぶやいた。

			　ああ、そういえば前にも男の子なのに、私を守れないとショックを受けていたことがあったっけ。

			「あったわ、あそこよ！」

			　レイナさんの言葉に、見上げれば……。

			　うわー。

			　まるで蜘蛛の巣の天井のように、木々の間が蜘蛛の巣で覆われている場所があった。

			　いったい、いくつの蜘蛛の巣があるんだろう。そして、どれほどの数のアネクモが棲んでいたんだろうか。

			「【収納】【取出】」

			　さっそく、レイナさんが蜘蛛の巣を収納して地面の上に取り出した。

			「やったわ。私にもできるわ！　とりあえず、入るだけ収納して村へ戻りましょう」

			　こくんとうなずく。

			　レイナさんが一つ収納するたびに、私も一つ収納していく。

			　本当は、きっと見えているすべての蜘蛛の巣を収納できると思う。だけれど、桁(けた)外(はず)れの大きな収納だということは隠したい。だから、レイナさんのペースに合わせて不自然でない量だけを納めることにするんだ。

			「【収納】」

			　いくつめの蜘蛛の巣を収納したときだろうか。

			「しまった！　まだ生き残りが！」

			　レイナさんの焦った声。上からアネクモがすごい勢いで降りてきた。

			「【しゅ……】」

			　アネクモを収納して危険を回避しようとして、レイナさんの存在を思い出す。生き物を収納できることが知られたら……。

			「危ないっ！」

			　突き飛ばされ、我に返った私の目に、レイナさんの背中が映った。

			「【火】業火、焼き尽くせっ！」

			　レイナさんの呪文と共に、アネクモが炎に包まれた。熱い。すごい熱を持った炎だ。

			　アネクモは、炎に包まれながらも動きを止めることなくレイナさんのほうに向かってきた。

			「首の関節を……」

			　レイナさんがそうつぶやきながら細身の剣を振り上げた。

			　カツンという音とキィーンという二つの音がした。

			　レイナさんの剣は、関節ではなく硬い胴の部分に当たり、折れてしまったのだ。

			　アネクモは一瞬動きを止めたものの、そのまま突進してきた。

			「エイルちゃん逃げてっ」

			　レイナさんが、両手を広げて私の前に立ちはだかる。

			　だめだ、このままでは！

			　生き物を収納できることを隠すよりも、レイナさんを助けることのほうが大切だ！

			　だけど、レイナさんの背でアネクモの姿を見ることができないっ。どうしようっ！

			「【火】業炎、熔けてなくなれ！」

			　ファーズさんの声が聞こえ、ほっとして力が抜けたレイナさんの体がかしいだ。そして、再び目に飛び込んできたアネクモは、青い炎に包まれ、熔けだしていた。

			　助かった……。

			　そう思ったのもつかの間、さらに二匹のアネクモが降りてきた。

			「【火】剣……」

			　ファーズさんが剣を構え、火魔法の呪文を唱える。一緒に森を抜けたときに何度も見た、火を剣にまとわせて戦うものだ。アネクモの首の関節を迷いもなく両断していく。ファーズさんに任せておけば、アネクモの二匹くらいどうってことはないだろう。

			「ちっ、だめだ、魔力切れだ」

			　え？

			「何か燃えるものを持ってないか？」

			　焦るファーズさんの声にいち早く反応したのは、私だった。

			「【取出】」

			　アネクモの糸はよく燃える……だから、火付けに役立つと覚えていたからだ。

			「ふっ、上出来」

			　一緒に入れていた、魔法の石も転がり出た。

			「火打ち石か。サービスいいな、エイルよくやった」

			　ファーズさんが火打ち石を剣にぶつけると、すぐに火花が散り、剣に巻いた糸が燃え上がる。

			「せやっ！」

			　炎をまとった剣を二振りすれば、二匹のアネクモはすぐに息絶えた。

			「馬鹿、危ないだろう！　柵の外に出るなら、絶対俺を連れていけと言っただろう！」

			　ファーズさんが、コツンとレイナさんの頭を小突いた。姫の頭なのに……。あ、いや、ただの幼馴染だっけ？
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			「えへへ、ありがとう、ファーズ。やっぱりファーズの火魔法はすごいね。私のは全然効かなかったのに、ファーズの青い炎はアネクモを熔かしちゃうんだもん」

			「違う……！」

			　ん？

			　レイナさんの言葉を、ルークが否定した。

			　ルークは、今、ファーズさんに仕留められたばかりのアネクモを見ていた。

			「魔法がすごいんじゃない……。魔法なんて役に立たない。モンスターには、この森では……生きていくには……。魔法よりも、剣の腕、力が必要だ……そうでしょう、ファーズ！」

			　ルークの目は、何か答えを見つけたように煌(きら)めいている。

			「そうだな。アネクモを倒すのに必要なのは、剣の腕と火だ」

			　ファーズさんの言葉に、ルークはうれしそうに笑った。

			「火は、魔法じゃなくても作れる。だから、魔法は必要ない、剣の腕があれば、戦える。強くなれる。そうでしょう？」

			「そうだな。魔法はあればあったで便利なんだが……。頼りすぎて魔力切れになった後、何もできない奴よりは、初めから魔法に頼らない奴のほうが強いことはよくある」

			　魔法に頼らない……。

			　魔法があるのが当たり前で、魔法が使えない魔欠落者は、魔法が使える人を頼って生きている。自分が使えない分を他の人の魔力を奪って生きている。

			　そうか、川の水、火打ち石……魔法に頼らないと思えば、使える人の手を煩(わずら)わせることもない。

			「ファーズ、僕に剣を教えて。僕も、ファーズみたいに強くなれる！　僕、強くなりたい！」

			「ん？　僕？」

			　ルークは、私が着せたワンピースを脱ぎ捨て、初めに会ったときの少年の服装をあらわにした。

			「もう、逃げ回るだけの生活なんて嫌だ！　強くなって、自分の身も、エイルも守れるようになりたいんだ！　僕に、剣を教えて！」

			　ファーズさんはルークの少年の姿を見て目を見開いた。

			「出会った村で、五歳くらいの少年を捜し回っている奴らがいたな……」

			　ぎくっ。

			　ファーズさんは、どこまでその男たちのことを知っているのだろうか。ルークの命を狙っていることも知っているのだろうか？

			「生半可な気持ちの奴に剣は教えられない。覚悟のない剣は、身を滅ぼすだけだ」

			　ファーズさんが、ルークに真剣な目を向ける。五歳にしか見えない相手に、ファーズさんは大人に対するような目を向けたのだ。

			「命を狙われて逃げている。もう、逃げたくない。自分の身を守れるように、エイルのことも守れるように強くなりたい」

			　ルークがもう一度、ファーズさんに言葉をぶつけた。

			「よし。覚悟のある男の目だ。俺で良ければ教えてやる」

			　にこっと笑って、ファーズさんがルークの頭をなでた。

			　覚悟……か。ルークは魔欠落者として、それを乗り越えて生きる覚悟を決めたということなのだろうか。

			　私は……。

			　まだ、色々と囚(とら)われている。

			「で、どうしてレイナはここに来たんだ？」

			「あ、そうだった！　あれよ、あれ」

			　ファーズさんの問いに、レイナさんが頭上を指さして答えた。そこにはまだ大量に張られたアネクモの糸。

			「アネクモの蜘蛛の巣？　それが、どうし……」

			　ファーズさんの言葉が終わらないうちに、レイナさんが呪文を唱える。

			「【収納】【取出】」

			　足元に、蜘蛛の巣が出てくる。

			「お、まさか……」

			「エイルちゃんが教えてくれたのよ。ふふふ。収納魔法って入れておくだけが使い道じゃないってね。見えてれば収納できるんだから、収穫もできちゃうのよね。木に登らなくてもアネクモの巣取り放題よ！　ねー！」

			　楽しそうにレイナさんが笑っている。

			「そりゃいいな。今度からアネクモ退治にはエイルを連れていかなくちゃならないなぁ」

			「えっ！　ちょっと、なんで、私を連れていかなくて、エイルちゃんなのっ！」

			「背負っていくには、エイルのほうが軽いだろう？」

			「ななっ、そ、そんなに重くないしっ！　っていうか、背負われなくたって自分で歩いてついていくからっ！」

			　と、レイナさんとファーズさんが私を中に入れて、会話してる。うー、居心地が悪いです。

			　私の気持ちを察したのか、ルークが挟まれる形になっている私の手を引っ張った。

			「違うよね。本当は、一国の姫に万が一があるといけないから連れていけないんだよね？」

			　ルークがファーズさんを睨んだ。

			「エイルなら危険にさらしてもいいと思っているなら許さない」

			　ファーズさんは、ばつが悪そうに頭を少しかいて頭を下げた。

			「エイルを危険にさらそうというつもりはなかった。だが、レイナを特別扱いしているのは事実だ、すまない」

			　ファーズさんの言葉に、レイナさんが肩を震わせた。

			「特別扱い……？　私、国は捨てたのよ……」

			　怒りを抑えた声。

			　いや、抑えているのは、怒りなのか悲しみなのか。

			「私、もう姫じゃないっ。特別扱いなんてしてほしくないっ……」

			　ファーズさんが困った顔をして、レイナさんの肩に手を置いた。

			「レイナ、本当は国を捨てられないんだろう？」

			　ああ、それは私も感じた。国をよくするための話とかをルークとしていたもの。国のことが頭を離れることはないのかなって。

			「状況が変われば、国に戻ることもあるだろう？」

			　ファーズさんの落ち着いた声に、レイナさんの抑えていた感情が爆発した。

			「状況が変わるって何？　結婚相手が、宰(さい)相(しよう)の馬鹿息子から、大臣のエロ息子に代わるって、そういう話？」

			　え？　結婚相手？

			「いや、レイナが嫌なら、陛下も別の相手を考えてくださると……」

			「別の相手って何？」

			　レイナさんがキッと、ファーズさんを睨みつけた。

			「魔力の強さでしか人を判断しない人たちが、魔力が強い順に私の相手として連れてくるだけでしょう？　あんな国、嫌い！　魔力でしか人を見ない国……」

			　レイナさんの両目から、大きな涙があふれだした。

			「ファーズを馬鹿にするあの国が大っ嫌いっ！」

			　ファーズさんの手を振り払うと、レイナさんは村に向かって駆け出した。

			「レイナっ！」

			　すぐに、後を追おうとファーズさんが駆け出す。

			　しかし、その足は、数歩で止まった。

			「せっかく危険を冒してここまで来たんだ。アネクモの糸を回収できるだけ回収していこうか……」

			　そうか。私とルーク二人だけを残して去るわけにはいかないから、追いかけられなかったんだね。

			　アネクモのお尻から回収する糸は丸めれば人の頭一つ分ほどだ。蜘蛛の巣になったアネクモの糸は丸めると頭二つ分ほどの大きさになるようだ。横糸と縦糸があるからかもしれない。

			「【収納】【取出】【収納】【取出】……」

			　木の上にあるアネクモの糸を次々回収する。ルークとファーズさんがまとめて小さくしたものを、収納していく。

			「まだ、収納できそうか？」

			　ファーズさんの問いに、首を横に振る。本当はまだまだ収納できるけれど、それは秘密だ。

			「じゃあ、あとは手に持っていこう。無理するなよ」

			　ルークは一つ。私は二つ。ファーズさんは糸で器用にぶら下げて背中に二十個、胸の前に十個ほど持った。それも、剣を持つ腕とは反対側だけ。

			　歩き出してから、こそっと、木の上に目を向け呪文を唱える。

			　火魔法の代わりに、火をつけるのに役に立つ。私にはアネクモの糸はどれだけあっても助かるはずだ。

			　ルークにも必要なはずだ。でも、ルークは収納が使えない。火打ち石は腕輪か指輪にするといいかもしれない。指輪で剣の柄をこすると火がつくとか、いいんじゃないかな？

			　そうだ。アネクモの糸を編んでブレスレットを作ったらどうかな。ブレスレットを何本もつけてるの変かな？

			「馬鹿にされてたの？」

			　ルークが、隣を歩くファーズさんを見上げた。

			「ん、そうだな……。火魔法以外があれだからな」

			「魔欠落してないのに、剣の腕もすごいのに？」

			　ファーズさんが自(じ)嘲(ちよう)気味の笑みを浮かべる。

			「お前たちは、ユーリオル王国の人間だったな。俺のいたガルパ王国では、ないことにばかり目を向ける。いくら優れたところがたくさんあっても、人より劣っている部分があれば、それが評価の基準になるんだ……難しいか？」

			「いくら賢く、先を見通せる目があり、民のために尽くす心と知識を持っている王子も、魔欠落者じゃ王になれない」

			　ルークが無表情に言葉を発した。

			「そうだな。ユーリオル王国でも魔欠落者差別はあるか。ガルパ王国では、五体六法揃って、魔欠落していないというだけでは何の意味もない。すべての魔法の力が大きな者が優秀。いくら何かにとびぬけた才能があったとしても、他が劣っていれば評価されない」

			　ファーズさんが淡々と言葉を続ける。

			　ないことに目を向ける……か。

			　私も、そうだったかも。

			　魔欠落者だからって、欠落していることに目を向けていた。使える収納魔法に、私ができることに目を向けようとはしてなかった。

			　ルークは剣を習う。欠落していることじゃない、これから手に入れる、できることに目を向けた。

			　私ができること……。

			「俺もわかっている。レイナは、結婚から逃げ出したわけじゃないんだ。人を人として見ない世界が嫌になったんだ。レイナは〝魔力の強い姫様〟としか言われない。どれだけ勉強を頑張ろうが、どれだけ優しかろうが……」

			　結婚も嫌なんだと思うけどな。ファーズさん以外の人と結婚するのが……とは思っても口にはできない。

			「しかし、思いのほかアネクモの糸が手に入ったから、釣り糸にも使えそうだな。これで糸が切れて逃がさないですむぞ」

			　釣り？

			　そうだ！

			「アネクモの糸を収穫するみたいに、魚も収納して取り出せば釣る必要ないよ」

			　私はもっと役に立てるんだと、うれしくなって口にした。収納が小さい人なら無理だけど、魚サイズの収納を持っている人なら何人かいるんじゃないかな。

			「あはは。エイル、忘れてるだろう。魚は生きてるんだよ。生きているものは収納できないよ？」

			　はっ。しまった。

			　そうだった。

			　私の収納は、時間停止と状態維持が効かないから、生き物も収納できるんだってこと忘れてた。気を付けないと……。

			「あ、そうだった。アネクモの糸みたいに収納魔法が便利に使えないかって思ったけど、だめだね」

			　動揺に気が付かれないように、わざと明るい声を出す。

			「今でも十分便利だよ」

			　ファーズさんが頭をなでてくれた。よかった。動揺していることを疑問に思われなかった。

			　ルークは、ちょっと変な表情で私の顔をチラリと見た。うっかり発言に、呆れた？

			　

			　村に戻って、荷物を配布した大きな建物にアネクモの糸を置く。

			　村長の家と呼んではいるけれど、この村に村長はいない。もっぱら集会や、村に家のない人間が使う場所となっているらしい。

			　私とルークは、ここに泊めてもらうことになる。

			「蜘蛛の巣は、縦糸を取り除いて横糸だけにして使えるようにしなくちゃいけないんだったな。ルーシェ、頼めるか？」

			　ルークはもちろんとうなずいた。あれ？　私は？

			「エイルは切り株のほうを頼んでもいいか？」

			「はいっ！」

			　そうだ。切り株は私の収納が役に立つ。

			「あー、切り株んとこ行くついでに、リーアに糸巻きの手伝いをしてほしいと呼んできてくれないか？　っと、違うな。風魔法で呼んでもらっていいか？　俺の風魔法じゃ、リーアのところまで届かないから」

			　ギクッ。

			　まただ。使えて当たり前だという言葉に心の奥がガチンと固まる。

			　使えない魔法に心を支配されている。違う、大丈夫。

			　私の収納魔法は役に立つんだから。他の魔法が使えなくたって、それを負い目に感じることなんて……。

			　だけど、だめだ。

			　まだ、まだ、だめ。まだ、心がついていかない。苦しくなる。

			「わ、私の風魔法も直接話ができる距離程度しか届かなくて……ルーシェ……いえ、ルークも」

			「お？　そうか。って、ルーシェじゃなくて、ルークっていうんだな。うん、男らしい名前だ。リーアの家はここから三軒目の家だ。頼んだよ。家にいなかったら、ヤンばあさんに風魔法で呼んでもらってくれ」

			　はいと返事をしてリーアさんの家に向かう。

			　家の外に人の姿はないので、隙間だらけのあばら家の外から家の中に声をかける。

			「リーアさんいますか？」

			　すぐに、ヤンさんから声が返ってきた。

			「おや？　その声は、新しく村に来た子だね？」

			　ガタゴトと小さな音がして、ヤンさんが立ち上がろうとしているのがわかった。

			「リーアは今、あっ」

			　ヤンさんの小さな叫び声に、ガシャ、バタン、ドッと、何かが倒れたような音が続いた。

			「だ、大丈夫ですかっ？」

			　とっさに、ドアを開けて中へ飛び込む。　

			　明るい外から、室内に入ると、目が慣れなくて暗くて見えない。

			　光魔法が使えればすぐに様子がわかるのに……と、じれた思いで目が暗さに慣れるのを待つ。

			　板間に、刺繍を刺しかけの布がおいてあり、そのそばに四つん這いになったヤンさんがいた。

			　その手は散らばった糸を手探りでかき集めている。

			「手伝います」

			　手を伸ばして、遠くに転がった糸を集める。

			「ああ、ありがとう。すまないね。慌てて立ち上がろうとして、布に足を取られて台をひっくり返してしまったみたいでね……」

			「怪我はないですか？」

			「ん？　私は大丈夫だけど、糸置き台は壊れてないかい？」

			　糸置き台？

			　二段になった、木製の小さな棚のようなものが倒れている。起こして見ると、特に壊れている様子はない。

			「壊れてないみたいです」

			「本当かい？　よかった。えっと、エイルと言ったかね？　少し、糸を元の位置に戻すのを手伝ってくれないかい？」

			　転がった糸を台に入れるくらい、お安い御用だ。

			「一番左端には赤い糸を置いておくれ」

			「え？　赤？」

			　薄暗い室内では、赤い糸の色がよくわからない。これが赤かな？　茶色と言われれば茶色かもしれない。

			「ああ、ごめんごめん。暗くてわからないかい？　【光】」

			　ヤンさんが光魔法で部屋の中を照らした。

			　一瞬にして明るくなったため、今度は眩しくて目をつむる。光に慣らしながらそっと目を開くと、丸く巻いた色鮮やかな糸がころころとたくさん転がっているのが見えた。

			　赤い糸を見つけて手に取る。

			　四つの赤い糸。

			「赤い糸はどんな順番でもいいんですか？　四つありましたけど」

			　と、手の平に四つの赤い糸を載せて見せる。

			　しかし、ヤンさんの視線は、ぼんやりと一点を見つめたまま、私の手の平に向けられることはなかった。

			　私を無視するように、糸置き台に体を向けて、手で台をなぞって一番左端を指さす。

			「ここに、夕日のように赤い糸を、その隣のここには、鮮血のような赤を。それから、ここには兎の肉のような赤。最後に、真っ赤になった頬っぺたのような赤を置いておくれ」

			　四つの糸を見比べる。夕日の赤は少しオレンジ色。鮮血は真っ赤。少し濁った兎の肉の赤に、白を混ぜたような赤。

			「これでいいですか？」

			「このハンカチの刺繍の花の色を見ておくれ、一番外側の花びら、内側の花びら、影の色、それからつぼみの色の順に置けていれば合っているよ」

			　すごい。ヤンさんの刺繍は本当に素晴らしい。花一つにも何種類もの色の糸を使って……。

			　あれ？　こんなに繊細に色を使い分けて刺繍をしているのに、暗い室内じゃあ色がわからないんじゃ？

			　ヤンさんの顔を見上げる。改めてよく見れば、目は白く濁って、何かを映しているようには思えなかった。

			「ヤンさん、目……」

			「え？　ああ、エイルはまだ知らなかったかね？　目は見えないんだよ。五年くらい前からね」

			　そんな……。

			「だって、刺繍……あんなに素晴らしい刺繍を」

			「ふふふっ。刺繍は触れればわかるよ。手が覚えているからね。色は、心が覚えている。だから、何も問題ないさ。ただ、糸の色が見えないからね。決まった場所に置いておかないと何もできない……人の手を借りないと、役立たずなのさ」

			　役立たず？

			「そんなことないっ。私は人の手を借りたって、こんな素晴らしい刺繍なんて刺せないもの！　ヤンさんの刺繍の腕は、世界一だよっ！」

			「ありがとうね。目が見えないから、指先と心に意識を集中させることができる。ひと針ひと針への思いが深くなる。……それに、刺繍以外ろくに何もできないからね。身の回りのことはリーアの世話になりっぱなしだ。そのおかげで刺繍をする時間は増えた。もし世界一と言ってもらえる作品ができているとしたら、目が見えないおかげかもしれないねぇ……」

			　目が見えないせいでじゃなく、目が見えないおかげ？

			「失うことで、何かを得るなんて考えてもみなかったよ」

			「失うことで、得る？」

			「ふふ、この考え方を得たのも、視力を失ったからだね。自分が当たり前だと思っていたものを失ったことで、色々と考え方を改めさせられたよ。五体六法満足が当たり前で、ないことは未知の世界だったからね。いや、知ろうとしなかった……じゃないね、むしろ知りたくなくて目を背けていたというのが正解かな。魔欠落者に関わりたくなかったんだ。あれは、今思えば未知な者に対する不安だったのかもしれない……」

			　不安？

			　魔欠落者に関わるのが？

			「ずいぶん、昔の私はひどいことしていたよ。わからないなら知ればよかった、それだけなのに。避けて、避けている自分を正当化するために、魔欠落者を見下す者たちに賛同していたんだ……」

			「魔欠落者は、魔法が使えないから、人より劣っているから……見下されても仕方がない……」

			　そういう存在……。

			　人の魔法に頼らなければ生きていけない、劣った人間……。

			　だって、母様も私が魔欠落者だから人に見下されて辛い思いを……。

			「エイル、じゃあ、目が見えなくて劣っている私を、見下すかい？」

			　ヤンさんの手がふわふわと空をさまよい、そして、私の姿をとらえると、そっと頭をなでた。

			　ヤンさんを見下す？

			「そんなことしないっ。目が見えなくたって、刺繍の腕は」

			「もっと年を取って、刺繍も刺せなくなったら見下すかい？」

			　ヤンさんの目は私の姿を映さない。だけれど、私の心を見透かすように言葉を続ける。

			　優しい声で。優しく頭をなでながら。

			　ふるふると、頭を横に振って答える。

			　刺繍が刺せなくなっても、この優しい声、優しい手の持ち主には変わらない。どうして見下すというのだろう。それに、刺繍を自分では刺せなくても、教えることはできるんじゃないだろうか？　今まで刺した刺繍がお手本となるはずだ。

			「よかった。エイルは優しい子だね。目が見えなくなった途端に、邪魔者扱いしたあいつらとは違うね……」

			「あいつら？」

			「刺繍を売った稼ぎを当てにして、ろくに働かなかった息子に、人の悪口を言うことしかできない嫁。家族のことを悪くは言いたくはないけれど、どうしてあんな息子に育ってしまったのか……」

			　家族。

			　父親の姿を思い出した。家族だからと、父親を褒めるようなことは、私は一生ないだろう……。

			「目が見えなくなってからしばらくは、私もどうしていいのかわからなくて刺繍が刺せなかったのさ。それで、稼げなくなった私を息子は邪魔者扱い。嫁は目の見えない私の世話がいかに大変かと言いふらして歩いていた。孫のリーアだけが、私の身を案じてそばにいてくれたよ。リーアだけは知っていたんだよ。……持たざる者が劣った存在ではないと。見下されるべきは、働きもせず酒を飲んでは殴るような人間や嘘をついて人を陥れ金を巻き上げる人間だって。知らないというのは罪だね。知ろうとせず目をそらすのは……」

			　酒を飲んで人を殴る。

			　ぎゅっと目をつぶって心に沸き上がった痛みに堪える。

			　父親に殴られ続けた母様……。母様は……。

			「リーアは、魔欠落者でも働き者で優しい、いい男がいるって知っていたのさ……。おっと、確かリーアに用があったんだね？　風魔法で呼んだから、すぐに来るよ」

			　ちょうど糸を並べ終わったころ、リーアさんが来た。

			「おばあちゃん呼んだ？　あれ？　えっと、エイルちゃんだっけ？　どうしたの？」

			「おお、来たようだね。エイル、続きはリーアに聞くといい」

			　続き？　話には続きがあるの？

			「え？　何の話？　おばあちゃん、ニヤニヤして……何を話したの？」

			「なんでもないさ。エイル、いいかい、人を見下すのは簡単だ。相手を知らなければいいんだから。いいところを見なきゃいい。見つけてごらん。その人のいいところを。私はもうエイルのいいところをいくつも見つけたよ」

			　いいところ？

			　人より大きな収納魔法が使えることくらいしか。

			「優しくて、働き者で、人の言葉を聞ける」

			　ホロホロと、涙が落ちた。

			　収納魔法じゃない……。私だ。

			　ヤンさんは〝私〟のいいところを探してくれた。

			「え？　あれ？　エイルちゃん、大丈夫？」

			　リーアさんが私の涙を見て、慌てた声を出す。

			「あの、うれしくて……その、大丈夫です！　えっと、村長の家でファーズさんがアネクモの糸の処理を手伝ってほしいそうです」

			　リーアさんにそれだけ言うと、慌てて家を飛び出した。

			　ポケットに入れたハンカチを取り出して、涙をぬぐいながら、開拓している場所へ早足で向かう。

			　

			『腹が減った……』

			「へっ？」

			　今の声は？

			　あたりをキョロキョロするけれど、近くに人の姿はない。誰かが風魔法を無意識に使ってしまったのだろうか。それとも、どこかでお腹が空いて動けないでいるのかな？

			『その声は、娘か？』

			　また声が。私の声が届くところに誰かがいるの？　それとも、娘というのは私のことじゃないのだろうか。

			「あの……どこにいるんですか？」

			『収納の中だ。なぜ、ヌシの声が急に届くようになった？』

			　収納の中？　もしかして、高位モンスターの青い狼……？

			『ああそうか。我の渡した毛か。うっすらと魔力のつながりを感じるな。触れれば風魔法のように魔力に声が乗って届くようだ』

			　はっ。

			　そういえば、涙を拭くために取り出したこのハンカチに、青い狼さんの毛を包んでいたんだ。

			　ハンカチを頬から外して見れば、毛の先が見えていた。これが、頬に当たっていたのか。

			　そっと触れてから話しかける。

			　姿が見えていないから、モンスターを目の前にしたときほどの恐怖を感じずにすんだ。

			「あ、あの、お腹が空いたって……」

			『そうだ娘。モンスターの収納がぴたりと止まったようだが、まさか我のために蛇を探しているのか？　我はスライムも好きだぞ。あのぷるんとしたのどごしは癖になる』

			　あ、モンスターの出ない村に入ったから。

			「もう少し待っていてください。あの、仕事が終わったら、できるだけ早くモンスターを収納しますから……」

			　このままモンスターを収納しなかったら、いくら高位モンスターといえども飢え死にするんだろうか？

			　ふと、そんな考えが浮かび、頭を横に振る。

			　助けてもらったんだ。ちゃんと恩を返さなくちゃっ！

			『我は寝て待つことにする』

			　すぐに、いびきが聞こえだした。

			　くすっ。

			　そうか、高位モンスターもいびきをかいて寝るんだ。

			　毛を大切にハンカチに包みなおして、ポケットに入れる。

			　やっぱり、毛を入れる用の何かを作らないと。失くしたら大変だ。

			　

			　ガコーン、ガコーンと斧が木を打つ音がだんだんと近づいてくる。

			「おお、エイル、さっそく頼むよ。大きすぎて収納できないものはとばしてくれ」

			　シュナイダーさんが私に気が付いて切り株を指示した。

			「あれ？　レイナ様は一緒じゃないんですか？」

			　青い隊服を脱いで木にひっかけたイズルさんが、シャツで汗を拭きながら尋ねた。

			「はい。えっと、その……」

			　泣いて一人でどこかへ行ってしまったなんて言わないほうがいいよね。

			「後で来ると思います。では、切り株を掘り起こしますね。【収納】【取出】【収納】……」

			　話を突っ込んで聞かれないように、急いで呪文を唱える。

			　いくつくらい掘り起こしたかな。ざっと二十はある。シュナイダーさん、木を切るの速いなぁ。疲れないのかな？　片腕なのに……。

			　両腕で斧を振り下ろしているイズルさんのほうが疲(ひ)弊(へい)しているように見える。

			「疲れてないか？　大丈夫か？」

			　シュナイダーさんの言葉に、イズルさんがはぁーとため息を吐いた。

			「疲れましたよ、休憩しましょう」

			「お前に聞いたんじゃない。エイルに聞いたんだよ。もうかなり収納魔法を使っただろう？　そろそろ魔力が切れるんじゃないか？」

			　あ、しまった。

			　そうだ……。普通は魔法を使える回数は魔力量が尽きるまでだ。尽きたら魔力が回復するまで少し時間が必要になる。ちょっとやりすぎたか。

			「うわー、あれだけ頑張って切った木の根がもうない！　レイナ様よりもすごいな。ファーズの火魔法、いやドミンガの水魔法みたいだな」

			　私の収納魔法が、ファーズさんの火魔法みたい？　どういうこと？

			　それに……。

			「ドミンガ？」

			　誰だろう。荷物の受け渡しの場で紹介された村人にはいなかった。

			「ああ、水魔法の名手さ。あの滝のような量の水をバンバン出すことができるんだよ。しかも魔力消費量がほとんどない」

			「え？　そんなにすごい量の水を？　すごいですね、ドミンガさん」

			　それは、確かに私の収納魔法みたいだ。

			「ああ、すごいんだ。魔欠落者は皆すごい」

			「魔欠落者がすごい？」

			　そんな言葉初めて聞いた。

			　魔欠落者は、魔法が欠けた〝劣った存在〟でしょ？

			「何十人、何百人……いや、何人集まっても敵(かな)わないような魔法を一人で使えるんだから、すごいだろう？」

			　すごいと言われても、素直に聞くことができない。

			　だって、皆、魔欠落者だというだけで白い眼を向ける。

			　私は親に売られ、ルークは命を狙われている。ゴーシュさんは親に山に捨てられた。

			「でも、使えない魔法があって、人に頼らなければ生きていけない……」

			　魔欠落者を産んだ母様やラァラさんは悲しみ、泣いて、苦しんで……。

			「村人は、木を切り倒すのに俺を頼る。俺は、切り株を掘り起こすのにエイルを頼る。みんな多かれ少なかれ誰かを頼って生きているさ」

			　にぃっとシュナイダーさんが笑った。

			「そうそう、荷運びはファーズさんに頼ってるしな。そうだ、塩、塩が今日は使えるんだ！　あー、腹減った、そろそろおしまいにしよう」

			「イズルは四六時中食べることしか考えてないな」

			　あ！　お腹！

			　青い狼さんがお腹を空かせて待ってるんだった！

			「えっと、魔力が尽きそうなので、また後で手伝いますね！」

			　村の外れの開拓地に背を向けて駆け出す。

			　

			　村にはモンスターが出ない。どうしたらいいんだろう。

			　ファーズさんと降りた崖の上を見上げる。あの上の森にはモンスターが出ていた。アネクモのロープを使って上がるのは、私にはムリそうだ。

			　となれば、森の中に入って探すしかない。

			「森に用があるの？」

			　うっ。

			　村人に見つかって声をかけられた。

			「あれ？　君、見たことないね。そういえば、ファーズが誰か連れてきたって話を聞いたけれど君のことかな？」

			　声の主は、中肉中背の若い男だ。まだ成人しているかしていないかという感じ。

			「はい。エイルです。妹……いえ、弟のルークと一緒にファーズさんに連れてきてもらいました」

			「そっか。よろしくね。僕はドミンガ」

			　ドミンガ？　……さっき、イズルさんが言っていた人だ。

			「魔欠落者で、水魔法の……」

			　思わず口をついて出た言葉に、ハッと息を呑む。

			　初対面の相手に、魔欠落者だと言われたら……陰で噂されていたと知ったら、どんな気持ちになるのか。

			　しかし、ドミンガさんは、私の言葉にも表情一つ変えずにニコニコとしている。

			　魔欠落者だって知られても平気なの？

			「ああ、僕のことはもう聞いてるんだね。リーアから聞いた？」

			　え？　リーアさん？

			「ちっちゃいころの失敗談とかも話したりしてないよね？」

			　声をひそめてドミンガさんが続ける。ちっちゃいころ？

			「いえ、えっと、リーアさんではなく、イズルさんが水魔法の名手だって、すごい人だって言ってました」

			　その言葉に、ドミンガさんが面白そうに目を見開いた。

			「ふふ、そうなんだ。イズルが。いつもは水魔法馬鹿とか言ってるのにねぇ。本当は僕のことすごいと思っていてくれたんだ」

			「水魔法馬鹿？　もしかして、魔欠落者だから、水魔法しか使えないことを馬鹿にされてたの？」

			　いい人だと思ったけれど、やっぱりイズルさんも魔欠落者を心の底から受け入れないの？

			「違うよ。軽口をたたき合っているだけだよ。僕がイズルに食うしか能がないくせにっ！　って言うのと同じさ。本当はイズルにはいいところがたくさんあるって知っているから言える話。わかる？」

			　軽口をたたき合う仲？　もしかして……それって……。

			「仲がいい友達？」

			「友達か、ふっ。そんなこと言うと、イズルは背筋が寒くなるって言うんだろうな」

			　ドミンガさんが本当に楽しそうにくすりと笑う。

			「まぁ、悪友って単語でも当てはめといてくれる？　それから、僕がイズルを褒めてたのは内緒だよ」

			　褒めてた？

			　ああ、いいところをたくさん知っているっていう話かな？

			「で、エイルちゃんはどうして森へ行こうとしたの？　村に来たばかりで知らないかもしれないけれど、森にはモンスターがいて危険なんだよ。まぁ、近くにはスライムくらいしか出ないけれど。そうそう、あそこ、見える？　崖に隙間があるだろう？」

			　ドミンガさんが指さしたのは、滝がある場所のずっと左。崖が終わる少し前にある割れ目だ。

			「崖の上のモンスターが落っこちて溜まっているから気を付けて。アネクモの糸が張ってあるから村には出てこないけれどね。毒を吐き出すようなものもいるから」

			「モンスターが溜まっている？」

			　それはいいことを聞いた。

			　うれしくなって声を上げたけれど、ドミンガさんは私がびっくりして声を上げたと思ったらしい。

			「驚かせちゃったね。大丈夫だよ。溜まっていると言っても、ほとんどスライムだし、時々別のモンスターも落ちてくるけれどせいぜい五、六匹。しかも、毎日夜にモンスター退治をしているからね。溜まりすぎてアネクモの糸を越えてこちらに出てくることもないよ」

			　餌場になんていいんだろう！

			　安全にモンスターが手に入りそうだ！

			「で、エイルちゃんは、どうして森へ行こうとしていたの？」

			　え……っと。

			「探そうと」

			　モンスターを探そうと思ったんだけど。

			「何を？」

			　あ、しまった。モンスターとは言えない。

			　木の実？　きのこ？　野草？　森の中で探すものを適当に口にしようと思ったけれど、この森に何があるのか全然わからない。それに、町で生活していたときも森に行って何かを採っていたわけじゃないから。

			「レ、レイナさんを……」

			　切り株の掘り起こしをお願いするためと言えば不自然じゃないよね？

			「レイナ様？　もしかして、ファーズと喧(けん)嘩(か)でもした？」

			　う、なんでわかるんだろう。喧嘩とはちょっと違うと思うけれど、ファーズさんが原因で泣き出して走り去ったのは確かだ。

			「だったら、多分あそこだよ。ついておいで」

			　ドミンガさんは、私が足を踏み入れようとしたところより少し先に進んだ場所から森の中へ入っていく。

			　足元を見れば、歩きやすいように下草が踏み固められている。人が何度も行き来しているのだろう。これなら迷子にはならなさそうだ。

			　五分ほどで木の板が大人の背丈くらいの高さまで張り巡らされた場所が見える。屋根のない家みたいな感じ？

			「レイナ様」

			　コンコンと木の板をノックするように叩いてドミンガさんが声をかけると、中から声が返ってきた。

			「ドミンガ？　ちょうどいいところに！　今、風魔法で呼ぼうと思っていたのよ！　石が焼けたから」

			　石が焼けた？

			　ぐるりと反対側に回り、ドアを開けて中に入る。

			　板で覆われた場所には、池？　いや、大きな岩に窪みがあり、池みたいな形になっていた。その横で、レイナさんが石を焼いていた。

			「あら、エイルちゃんいらっしゃい。ふふふ、今から面白いものが見られるわよ。本当にすごいのよ。びっくりしないでね」

			　レイナさんの声には元気が戻っていた。

			　ほっとしたものの、村から少し離れたこの場所にいるのは、まだファーズさんと顔を合わせたくないからなんだろうか？　私が原因で言い争いになったし、責任を感じる。心配。早く元に戻ってほしいなぁ。

			「【水】人肌で四分の三満たせ、【水】熱湯を追加、四分の一」

			　え？

			　ドミンガさんが耳慣れない水魔法の呪文を唱えると、目の前の池のような岩の窪みがあっという間に水で満たされた。

			　湯気を上げた水が……。

			　ぼんやりと、湯気の上がる水面を見ていると、レイナさんが私の肩をぽんぽんと叩いた。

			「すごいでしょっ！　ドミンガの水魔法。出せる量が多いだけじゃなくて、温度調整までできるのよっ！」

			　温度調整？

			　っていうことは、水じゃなくて、お湯？　だから湯気が……。お湯を出す水魔法なんて初めて見た。

			「ありがとう。じゃあ冷めないうちに入りましょう。エイルちゃんもほら、脱いだ脱いだ。あ、ドミンガは手の空いた女性から風呂をどうぞって伝えてきてね」

			　ドミンガさんが囲いから姿を消すと、あっという間にレイナさんは服を脱いで、お湯で満たされた窪みに飛び込んだ。

			「ほら、エイルちゃんも、脱いだ脱いだ」

			　ぼんやりと立ったままの私をレイナさんが手招きする。

			「あ、もしかして、風呂とか知らない？　温かい水浴びだと思えば平気よ？」

			　タライのお湯で湯浴みをしていたけれど、体が全部お湯に浸かるような風呂は確かに初めてだ。

			　ただ、母様から話を聞いたことがある。お風呂で長湯しすぎて逆上(のぼ)せたことがあったと言っていた。

			　それから、香りのよい花を浮かべると匂いが立って気持ちがいいと言っていたっけ。

			「【取出】」

			　ポプリじゃだめかな？　香りはいいし、タライのお湯にも少し入れたことがあった。乾燥して小さくなった花びらがふわっとお湯で膨らんでいくのが好きだったんだ。

			「うわー、素敵！　エイルちゃん、風呂をわかってるね！　ふふふ、そうよ、そう！　花風呂最高！」

			　思わず母様のことを思い出して、勝手にポプリをお湯に入れてしまったけれど、レイナさんは喜んでくれた。

			　初めての風呂。

			「ああ、本当だ。母様の言った通りだ。体をお湯につけると、体だけじゃなくて、心がほわんと暖かくなる。不思議……」

			「そっか。エイルちゃんはお風呂初めてなんだ。エイルちゃんは、結構いいところの子供なのかな？　って思ってたから意外だった。あ、それともユーリオルとガルパの国の風習の違いなのかな？」

			　いいところの子供に見えてたんだ。

			　私は……母様の名誉のために出自がばれるようなことになってはいけない。もう少し気を付けないと。

			「あの、さっきはなんで風魔法を使わなかったんですか？　ドミンガさんに伝えてくれって言ってたけれど、レイナさんの風魔法だったら村まで届くんじゃないんですか？」

			　これ以上、私の過去に触れられたくなくて話題を変える。

			「んー、風魔法は便利だけど、味気ないじゃない？」

			「味気ない？」

			　湯舟に浮かんだ花びらを手で弄(もてあそ)びながらレイナさんが答えてくれた。

			「朝です、起きなさい。食事の時間です、食べなさい。寝る時間です、おやすみなさい。風魔法で声を届けると、顔を合わせなくてすむのよ。その気になれば、一日中誰の顔も見ないまま終わるわ」

			　誰の顔も見ない？　そんなことが可能なのだろうか？　レイナさんは姫様だし、身の回りの世話をする人がいたんじゃないのかな？　誰ともというのは単なるたとえ話？

			「それがね、ファーズは違うの。城の敷地は広くて大変なのに、毎回捜して話をしてくれるのよ」

			　ファーズさんは風魔法の力も小さくて、声を届けることができないからだよね？

			「他の誰かに風魔法を頼むこともできるでしょ？　だけど、ファーズはそうしなかった」

			　そうなんだ。風魔法がろくに使えないことを気にして人に頼めなかったのかな？　見下されたような目をされるのがいやだったからかな？　私ならどうしただろう……。

			「顔を見ないと心配だったんだって。私が泣いているんじゃないかって。声だけじゃわからないから、顔を見て確認したかったんだって……」

			　ああ、まさか、そんな理由で、人に風魔法を頼まなかったなんて……。

			　私は、自分が風魔法が使えないことを負い目に思っている。ファーズさんも同じだろうなんて浅はかな考えしか思い浮かばなかった。

			「お城勤めの人は、それこそ魔法が得意な人たちばかりだから、風魔法で人とやり取りするのに慣れすぎてるのね。声が届けば用が足りるって……顔を見ることが必要なんて考えもしないのね。便利だからって、それが最良とは限らないのに。特に、恋する男女は、風魔法で声を届けるよりも直接顔を見て話すべきなのよ！」

			「それって、ファーズさんのこと？」

			　私の一言で、レイナさんは頭までお湯に沈んでしまった。そして、すぐにたくさんの水しぶきをあげて浮上。

			「な、な、ち、ち、何言ってるのエイルちゃん、違うわよ、今の話はドミンガのことよっ！　リーアちゃんとドミンガの！」

			「リーアさんと、ドミンガさん？」

			　レイナさんはコクコクと大きくうなずいた。動揺しているからか、一つずつの動きが激しい。

			　それにしても、これだけわかりやすいのに、ファーズさんはレイナさんの気持ちに気が付いてないのかな？

			「そうよ。魔欠落者の村があると知って、ドミンガがここに来る決意をしたときに、リーアちゃんは迷わずついてきたらしいのよ。あ、もちろんヤンばあちゃんのこともあったからだとは思うけど……。恋よねぇ、恋」

			　え？　魔欠落者の村？

			　この魔獣の森の村が？　まさか……本当に、そうなの？

			「ねぇ、エイルちゃんは魔欠落者のことどう思う？」

			　レイナさんの質問に、私は何も答えることができない。

			　私自身が、魔欠落者だ。

			　魔欠落者について思うことは、自分について思うこと。私が浴びせられ続けた言葉。この村に来る間に少しだけ考え方が変わってきたけれど……。まだ、よくわからない。

			　生きていてもいい。幸せになる権利もある。

			　それから、誰かに頼らないと生きていけない劣った存在ではなくて……。

			　役に立てることがあって、お互いに助け合いながら生きていけばよくて……そこに優劣はなくて……。

			　何をどう言葉にしてよいのかわからず、ずっと心に引っかかっていた言葉が口をついて出てきた。

			「神殿では悪魔に魅入られると魔欠落するって」

			　一般的なこと。皆が知っている話。

			「うん。神殿の言うことわかる気がするんだ」

			　ああ、やっぱり魔欠落者は悪魔に魅入られた子だと、レイナさんも思っているの？

			「神殿はどの国よりもずっと歴史があるでしょう？　国同士は争い、戦(せん)禍(か)によって色々なものを失っているけれど、神殿には古い記憶が伝承されていても不思議じゃない。もしかすると、過去には本当に悪魔のような魔欠落者がいたのかもしれない。例えば、ドミンガよりもずっとすごい水魔法の使い手がいて、大量の水で洪水を起こして村を押し流してしまったとか」

			「そんなこと……」

			　なかったとは言えない。

			　もし、そんな人が本当に昔にいたとしたら。確かに、魔欠落者は悪魔に魅入られたと言いたくなる気持ちもわかる……。

			　私の能力だって、大量の人を収納して閉じ込めることができるんだから。村一つくらい消そうと思えば消せる……かもしれない。

			　魔欠落者は、神殿が言うように悪魔に魅入られた人間なの？　悪魔の能力と引き換えに、他の魔法を失った人間……。

			　背中が寒くなった。

			「まったく逆かもしれない。例えば、世界中で大干ばつが起きて作物が育たなかったとき、恵みの雨ならぬ恵みの水を出して人々を助けた魔欠落者がいたのかもしれない。そして、人々に神の使いだと崇(あが)められたのかも」

			　でも、だったらどうして、神殿は悪魔と？

			「神官たちは、自分より民衆の心をつかみ、神の使いだと言われる能力を持った者を危険視して排除しようとした可能性もある。干ばつを起こしたのも魔欠落者だと話を作って」

			　いくらなんでも雨を降らせなくすることなんて、どの魔法だって無理だよね。

			　いや、もしかすると、強い風魔法で雨雲を吹き飛ばすとかできるのかな？

			「ねぇ、エイルちゃん、私の言っていることはわかる？」

			「神殿が魔欠落者を悪魔に魅入られた人間だというのは、何か理由があるかもということですか？」

			　ふっと、レイナさんが笑った。

			「そうね、なんらかの理由があって、神殿は〝魔欠落者は悪魔に魅入られた人間だ〟と言っているんだと思うのよ。つまり、神殿の作り話ね。だから、魔欠落者が悪魔と関係してるなんて私は全然信じてない」

			　悪魔とは関係ない……。

			　お湯の中で、ぎゅっと拳を握りしめた。

			　私もルークも、私を産んだ母様も、悪魔に魅入られるようなことは何もない……。

			　私は、悪魔に魅入られた子じゃない……。

			　そうは思っていても、どこか心の奥に神殿が言うんだからそうなのかもしれないという気持ちもあった。

			　レイナさんの言葉で、神殿が言うことは神殿の都合だと思えるようになった。そういう考え方もあるんだ。

			　

			「おや、エイルちゃん、さっそく風呂に入っていたのかい？　どうだい？　風呂は最高だろう？」

			　村の女性が一人、二人とやってきた。

			「お湯の温度はどうだい？　ちょっと焼き石足そうかね？」

			　ああ、焼いた石はお湯の温度を上げるために使うのか。

			「妹のルーシェちゃんは一緒じゃないのかい？　風魔法で呼ぼうか？」

			　みんな、色々と親切に声をかけてくれる。

			　って、ルーシェを呼ぶ？

			「あ、あの、ルーシェは、その……」

			　ああ、まだ村の人たちはルーシェが本当は男の子のルークだって知らないんだ。

			「わ、私、もう出るので！　えっと、まだ仕事が残っていて……お先に失礼しますっ。【取出】」

			　慌てて収納から布を取り出し、体を拭いて服を身に着ける。

			「仕事って、村に着いたばかりだろう、今日くらいゆっくりさせてもらいなよ」

			　優しい。

			　これが、普通なのかな。

			　皆……私の身を気遣って声をかけてくれる。町ではこんなこと……。

			　体がぽかぽかしているだけじゃない。心もぽかぽかだ。

			　幸せって、こういうぽかぽかした気持ちなんだろうか。

			　母様……母様も一緒だったらよかったのに。お風呂はぽかぽかで、村の人たちは優しくて。

			　――母様。

			　

			　村へは迷うことなくたどり着いた。そのまま、崖の割れ目へと向かう。

			　割れ目は両腕を広げたくらいの幅で、上までパカリと割れている。奥行きもそれなりにありそうだ。

			　村側には、大人の三倍くらいの高さまでアネクモの糸で作られたネットが張られていた。森に張られた柵代わりのものと違って、手が入るかどうかの狭い目の網だ。これなら、スライムもちょっと通り抜けることができないだろう。

			　危険のないように、二メートルほどの距離をとって中を見る。

			　スライムが四、五十ほどいるだろうか。足りるのかな？

			「【収納】【収納】【収納】」

			　呪文を繰り返してスライムを収納していく。

			　……ちょっとめんどくさいなぁ。

			「スライムをまとめて【収納】」

			　なんて、できたらいいなぁ。と思って声に出したら、その通りになった。

			　見えていたスライムが一度に収納できたのだ。

			　他のスライムの陰になっていたりして見えない場所にいた個体は残っている。

			　あー、これは便利。じゃあ、もしかして切り株も一度に収納できちゃうってことじゃない？　また一段と開拓を進めるのに役立てるかも。

			　でもだめだ。収納量のことは秘密にしてるんだから……。

			　ポケットからハンカチを取り出し、青い狼さんの毛に触れる。

			「足りますか？」

			『うむ。十分だ』

			　ほっ。よかった。

			「あと、角兎と大きなモグラみたいなモンスターがいますけれど、食べますか？」

			　蜘蛛は嫌いだと言っていたので、尋ねてみる。

			『ほう、モグラみたいなというのは、しっぽが針になっているやつか？　それはいい。苦みが利いて旨いんだが、地中のモンスターなどめったに食べられないからな』

			「【収納】」

			『うはー、たまらんな、この苦み。ああ、人には毒だったかな？』

			　え？　毒？　もしかして、しっぽの針に刺されるとだめな感じのモンスターなのかな？

			『爪と尾の針はどうする？』

			　え？

			「どうするって？」

			『人間は素材だと言って回収するだろう？　何かに使うんじゃないのか？　今まで食らったモンスターの素材もその辺に転がってるぞ』

			　その辺って、収納の中ってことだよね。

			　そうか、このままじゃどんどん溜まる一方なんだ。どうしよう。中の様子も全然わからない。素材になるモンスターの残骸が散らばっているんだろうか。

			　収納したナナバや他の木はどうなっているんだろう。土付きで収納してあるけれど、ちゃんと生長してるだろうか。

			　実が熟したら収穫しないといけない。【取出】だと実だけを取り出すことはできないし。木を出したり入れたりするのを誰かに見られるのもまずい。

			　青い狼さんがいなければ、ルークを収納して中の様子を見てもらえるんだけど……。

			　あれ？　そもそも、青い狼さんは私の収納の中に閉じ込められていて、食べるものも取りに行けなくて嫌なんじゃないのかな？

			「あの、うっかりしていたんですが……。もしかして、収納から出せばすぐに食べるものを手に入れられたんじゃないんですか？　お腹を空かせて待たなくても……」

			　そもそも、なんで自分から収納されたんだろう？

			『我は強い』

			　うん。

			　モンスターのことはよくわからないけれど、人との会話ができるのは高位モンスターなんだよね。

			　高位モンスターっていうことは、当然強いよね？

			『強くなりすぎて、我からあふれ出る気を抑え込めなくなった』

			　確かに、目の前に現れたときの威圧感はすごかった。体からあふれ出す気だけで倒れそうになるくらい。

			『人間とは比べ物にならないほど、モンスターは気を感じることに長けている。身を守る術のないモンスターは、我の強い気を感じればすぐに逃げ出す。故に、我の近くにはモンスターはいない。逃げ出したモンスターを追い、何キロも駆けて食事をせねばならぬ。獲物をしとめるのは息をするよりも簡単だ。だが、獲物を求めて駆けまわるのは決して楽ではない』

			「大変ですね……」

			　何キロも。それが毎日続くのだと想像すると、とても大変だ。

			『ああ。それがどうだ。娘の収納の中にいれば、気は外に漏れ出さず、外に出れば近くに獲物がいる。それどころか、ここで待っていればヌシが獲物を入れてくれる。実に快適だ』

			「快適？　だから収納しろと言ったんですね……」

			　そっか。森を移動しているときには、目につくモンスターをばんばん収納してたもの……。長距離移動しなくても食べ放題だったんだよね。

			『まさか、出ていけと言うのか？』

			　えっと……ずっと青い狼さんが収納にいるとすると、いざというときにルークを収納して隠すことができなくなるかな？　中の様子も見に行ってもらうわけにもいかないし。

			　と、考えて黙っていると、青い狼さんがコホンと小さく咳(せき)をした。

			『ただでとは言わぬぞ。食わせてもらう礼に、ヌシを守ってやろう。モンスターだろうと人間だろうと、我の敵などおらぬ』

			　すごいなぁ、自分でここまで自信を持ってるのって。

			　でも、確かに伝説級のモンスターでも現れない限り無敵なのかもしれない。

			『ぬ……娘、我が信じられぬか？』

			　黙っていたのを、否の返事と受け取ったのか、少し焦ったような青い狼さんの声が聞こえた。

			　自信満々な口ぶりだったのに、収納から出されるかもと焦るなんて。

			「ごめんなさい、違うんです。えっと、中にルークを、人を入れても大丈夫ですか？　あの、男の子なんですけど」

			『お前を背にかばって立っていたあのちびのことか？　我に刃を向けねば問題ない』

			「本当？　えっと、人間を、その、食べたりとか……」

			『ない。我の食糧はモンスターの持つ魔素だからな。人間も動物も植物も食わん』

			　へぇー。そうなんだ。モンスターがいないからって、動物を収納しても食べられないのね。

			『腹も膨れたし我は寝る。明日も頼んだぞ』

			「はい、おやすみなさい！」

			　勢いあまって返事しちゃったけれど、これって、青い狼さんに守ってもらうことを条件に収納魔法の中に住まわせるって同意したことになるのかな？

			　……毎日モンスターを頑張って収納しないと。

			　

			　日が落ちて暗くなり始めたころ、頭上にとても明るい光魔法が上がった。

			　広い村すべてを照らすほどの大きな光魔法だ。

			　それを見て思い出した。レイナさんが「魔欠落者の村」だと言っていたことを。

			　ドミンガさんの他にも魔欠落者がいるっていうことだよね。きっと、この大きな光魔法も魔欠落者のものなんじゃないかな……。

			　ルークと私は、荷物を配った村長の家と呼ばれる建物で寝ることになった。奥にはレイナさんと私。衝(つい)立(たて)をはさんで手前にルークとファーズさんとイズルさんが寝る。

			　心配したレイナさんとファーズさんの関係は、どうやら元通りになったようだ。

			　

			　朝起きると、すでにルークたち男性陣の姿は家の中になかった。

			「まだまだ！」

			　ルークの声が外から聞こえる。まだ寝息を立てているレイナさんを起こさないように、外へ出る。

			　すぐそこでルークがファーズさん、イズルさんと並んで木刀で素振りしていた。

			「ああ、エイル、おはよう。よく眠れたか？」

			　私に気が付いたファーズさんが、手をとめた。

			「はい。ありがとうございます。あの、スミマセン、寝過ごしました」

			　朝食の準備を手伝ったり、色々しようと思っていたのに……。

			　大量の汗をかいているところから考えると、ずいぶん前から剣の稽古をしていたようだ。

			「いや、エイルは十分早起きだよ。レイナはまだ寝てるだろう？　俺たちは隊の早朝訓練で日の出とともに目が覚めるように体が慣らされてるからな」

			　日の出？　太陽の位置からすれば、すでに一刻以上は経過している。

			「さぁ、そろそろ終わりにするか」

			　ファーズさんが声をかけると、ルークが素振りを続けながら答えた。

			「まだ、大丈夫だよ！」

			「はは、まぁ回復魔法で疲労をとばしちまえば確かに永遠に続けられそうだがな」

			　ああ、そうか。ルークの回復魔法なら、疲労程度、何度でも回復できるだろう。

			「そう焦るな」

			　ファーズさんが、ルークが力いっぱい振った木刀を手で軽く受け止めた。
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			「っつ」

			　ルークの顔が悔しそうに歪む。

			「僕は、一刻も早く強くなりたいんだっ！」

			「だからこそ、無理はするな」

			　ファーズさんが受け止めた木刀をひねるようにしてルークの手から取り上げた。

			「無理なんてしてない！」

			「まずは基礎固めだ。体力をつけるところから始めないとな」

			　木刀を片付けに行くファーズさんの背をルークが睨みつけている。

			「体力なんて……」

			　疲労を感じてもすぐに回復できるルークには、体力作りはまどろっこしいのだろう。

			「あのな、昔、早く筋肉をつけたくて回復魔法を繰り返し使って一日中トレーニングしたことがあったんだ。自分の回復魔法だけじゃ足りなかったから、友達皆に協力してもらって」

			　イズルさんの姿を見る。背が高くて分厚い筋肉に全身覆われている。

			「それで、どうなったと思う？」

			　目の前のイズルさんの肉体を見るかぎり、回復魔法を使ってのトレーニングに効果はあったんじゃないかな？

			　だったら、ルークも喜んで真似するだろう。なんせ、ルークは友達に回復魔法を頼まなくても自分でできるのだし。

			「痩(や)せた」

			「え？　痩せた？　もしかしてイズルさんは、昔は太っていたんですか？」

			　意外な答えに、驚いて声を上げる。

			　イズルさんは首を横に振った。

			「騎士養成訓練校に入ってからのことだ。太っていては入学できないさ。そこそこ鍛えた体だった。それが、訓練をすればするだけ痩せたんだよ。筋肉がつくどころか、筋肉までそげおちてしまった」

			　イズルさんがはぁーと大きなため息をついて、思い出話を続ける。

			「訓練量と食事量が見合わなかったんだろうな。回復魔法で疲労回復はしても、食事を補えるわけではない。怪我や病気じゃなくても、食べなきゃ死ぬだろ？」

			　確かに回復魔法で死期は延ばせても、食べなければ死ぬ。ふと、ラァラさんの娘さんのことが頭をよぎった。食べ物どころか、水が飲めなくても人は死んでしまう……。

			「じゃあ、たくさん食べれば……」

			　ルークが答えとばかりに口を開く。

			「と、思うだろう？　それが、食べられないんだ。食べたいと思わない。無理に食べても吐いてしまう。体が、食べ物を受け付けないんだ。それは回復魔法ではどうしようもなかった。なんだろうな。食べ物を食べて胃の中で処理できる量が決まっているのかな……」

			　処理できる量？

			「とにかくだ、回復魔法で疲労は感じないからって、無理な訓練を続けても体を壊すだけなんだよ。体が成長できる限界というのがあるみたいだからな。わかったか？」

			　成長の限界、それなら何となくわかる。いくら身長を伸ばしたいからとたくさん食べても早く伸びることはない。十三歳の私は、努力してもまだ八歳九歳にしか見えない姿だし……。

			　もしかして、魔力が切れないからって収納魔法をいっぱい使っているから、そちらに栄養を取られてしまっているのだろうか？　イズルさんが痩せたように私も食事量が足りなくて、体の成長が遅い？　ルークも？

			　ルークもイズルさんの言葉を理解できたようで、悔しそうな顔で下を向いてしまった。

			　早く強くなりたい。だから無理でもなんでも方法があれば続けたかったんだろう。だけど、無理して続けても成長できないと言われたらどうしようもない。

			「で、俺が長年かけて知り得た一番成長の早い方法を教えてやろう」

			　イズルさんが、腕の筋肉をふんっと盛り上げてルークに見せた。

			　おお、そんな方法があるんだ。

			　ルークの顔が期待に満ちてパッと輝く。

			「まずな、トレーニングするんだ。回復魔法を使わずに、疲れた、しんどい、もうだめだ、限界だっていうところまで。いいか、疲れたからってすぐに回復魔法を使っちゃだめだ。ここが一番難しい」

			　特にルークには難しいかもなぁ。

			　私なんて、いくら疲れたからって、回復魔法が使えなかったから頑張るしかなかったもん。他にも、魔力の量が少なかったり、回復魔法が得意じゃなかったりする人は、疲れた状態を知っているだろうけど。

			　ルークみたいにとびぬけた回復魔法の使い手だと、疲れて苦しむよりもさっさと回復魔法を使っていたんじゃないだろうか？

			「それで、一度だけ回復魔法で疲労を回復する。で、軽くトレーニングをして終了だ」

			「それだけ？」

			　ルークが呆気に取られた顔をする。

			「ああ、そうだ。どうもな、限界だって思う少し先の量が、成長にはいいみたいなんだよ。で、その限界を伸ばすのがファーズさんの言っていた基礎練習。体力作りとかだな。わかるか？　十分で限界が来るようでは、練習は十分と少ししかできない。一時間体力が持てば、一時間と少し練習ができる」

			　ルークが素直にうなずいた。基礎体力の大切さに納得できたようだ。

			「ああ、それから、回復魔法なしで練習するなら、限界を感じたら休憩して、動けるようになったら練習して、また休憩するを繰り返せばいい……回復魔法に頼るよりよっぽど効果があるぞ」

			　イズルさんの言葉に、ルークが目を見開く。

			「おーい、続けるぞ」

			　ファーズさんが木刀の代わりに模造剣を手に戻ってきた。一本をイズルさんに渡し、すぐにもう一本で構えた。

			「教えて……」

			　ルークが小さな声でファーズさんに話しかける。

			「ん？　お前はもうおしまいだと言っただろう？」

			「体力をつけるには、どうすればいい……ファーズ、教えて」

			　ルークの言葉に、ファーズさんの表情は緩(ゆる)んだ。

			「ああ、焦らないことだ。じれったいかもしれないが、日々の積み重ねが大事だからな。体力をつけるには、良く食べて、良く寝て、走ればいい」

			「そうだぞ。良く食べることが大事だ」

			　イズルさんにファーズさんが呆れた視線を向ける。

			「お前は食べすぎだ！」

			「えーっ！」

			　あははと笑いが起きる。

			「じゃあ、僕、走ってくる」

			　駆け出したルークの後を追う。

			「待って、私も」

			　村を半周くらいしたところでルークの体力が尽き、そこから二人で並んで歩く。

			「びっくりした……」

			　しばらく黙っていたルークが静かに話し出した。

			「回復魔法が邪魔になることがあるなんて……」

			「邪魔ではない、と思うよ。ただ、ときには必要がないだけでしょう？」

			　そういえば、風魔法は味気ないとレイナさんは言っていた。

			　ヤンさんは視力を失って得たものがあると言っていた。

			「必要なものは……本当は少ししかないのかも。あれば便利だけれど、なくてはならないほど必要じゃない……」

			　平均的な魔法であれば、火打ち石がある。川がある。油の灯りがある。大声がある。ポケットがある。自然治癒能力がある。

			「なくてもいいようなものが欠落してるために、僕はあんな扱いを受けていたというのか……」

			　ルークが反(へ)吐(ど)が出るといったような表情を見せた。誰に対しての感情だろうか。

			「ないものじゃなくて、あるものに目を向けるとまた違うかもしれない。レイナさんが言っていた。はるか昔に、すごい力を持った魔欠落者がいて、その力で何か……したから、悪魔に魅入られたとか言われてるかもしれないって」

			「なるほど。あんな扱いを受け続けていたら、人を火魔法で焼いてしまった魔欠落者もいたかもな。だが、五体六法満足な人間だって、殺すじゃないか。それなのに魔欠落者だけ何かをすれば途端に悪魔扱いになるのか」

			　ルークが悔しそうに唇をかんだ。

			「違うよ、違う。干ばつで水をもたらしたとか、誰にも治せない病気を治したとか……神様みたいなことをしたのかもって。神殿が自分たちの威光を守るために、自分たち以上の力を持つ者が邪魔だったから悪魔って言いだしたのかもって……」

			「神……か……」

			　ルークの目が、目の前にあるものを何も映していないように見えて、とっさに手を握る。

			「人間だよ、私たち。食べなくちゃ生きていけない……ただの人間。少しだけ得意なことがあって、苦手なこともある。そうでしょ？」

			　握った手を引っ張り、意識を私に向ける。

			「あ、ああ……食べないと生きていけないし、老いて死ぬ人間……」

			「そうだよ。こうして手をつないで歩けるのは人間だからだよ。ね？」

			　神様がどういうものなのかわからないけれど、私が手をつないで歩けるような存在ではないはずだ。

			　ルークが力強く私の手を握り返してくれた。うん、大丈夫。ルークの心は戻ってきたみたい。

			「あっ、そうだ。ついでにちょっと寄ってっていいかな？」

			　すぐ先に、崖の割れ目が見えた。

			「ご飯取ってこないと」

			「ご飯？　朝食なら、村長の家にパンが運ばれてくるって言ってたよ？」

			　ふふっ。

			「違うよ、青い狼さんのご飯。モンスターがご飯なんだよ。あそこに溜まったスライムをあげるんだ」

			「え？　青い狼って、収納したあの高位モンスターだよね？」

			　ルークがどういうことっていう顔をしたけれど、説明は後にして先に収納しちゃおうと、割れ目に目を向ける。

			「あっ！」

			「うわぁ、すごい数のモンスターだね……」

			　ルークも割れ目を見て声を上げた。

			　昨日はいなかった双角兎や牙(きば)猪(いのしし)なんかの中位モンスターの姿もある。スライムなどの低位モンスターにいたっては昨日の三倍はいる。

			「崖の上にいるモンスターがうっかり落っこちるにしては、すごい数だね」

			「昨日はもっと少なかったんだけど……今日は大量だね」

			　青い狼さん、喜んでくれるかな？

			　青い狼さんの毛に触れる。

			「スライムまとめて【収納】、双角兎【収納】、牙猪【収納】」

			『こりゃいい。ご馳走だ。だが、危険な場所に行くなよ』

			「大丈夫です。心配してくれてありがとう」

			『我は心配などしておらぬ。ヌシの身に何かあれば我が困るからな』

			　理由はなんであれ、心配してもらえるのはうれしい。

			「エイル？　どうしたの、突然？」

			　ルークが首を傾げる。あれ？　もしかして、青い狼さんの声は毛に触れている私にしか聞こえないのかな？

			「えっとね、昨日実は青い狼さんと話をしたんだよ。それで、ルークが収納の中に入って」

			　と、説明を始めようとしたところで、

			「エイルちゃん、ルークちゃん、ご飯だよー、戻っておいで～」

			　と、レイナさんの声が風魔法で届いた。

			「ルーク……ちゃん……？　僕、本当は男だって言ったよね？」

			　あははは。

			　男の子だって、まだ五歳くらいにしか見えないし、ルークのように天使みたいにかわいかったら、ちゃん付けで呼びたくなるよ。……とは思ったけど、強くなろうとしているルークの気持ちを考えると言えない。

			「あー、イズル、それはエイルちゃんたちの分だからっ！」

			「エイル、急ごう。お腹ペコペコ。イズルに食べられる前に帰らないと！」

			　ルークが駆け出した。

			「待って！」

			　まだ話が途中だよ。青い狼とか私の収納魔法のことは、他の人がいたら話せないのに。ああ、それにレイナさんが言っていた「魔欠落者の村」っていう言葉のことも話したいし……。

			「競争しようっ！」

			　悪魔だとか神様だとかの話をしていたときとは違う、楽しそうな顔をルークが見せるから……。話は、また後でいいか。

			「ルーク、負けないよ？　私のほうがお姉さんだからね！」

			　ルークの後を追って駆け出した。

			　私たちの後ろの割れ目に、モンスターが次々と落ちてくる音を聞きながら。

		

	
		
			　

			第三章　人間と魔獣

			　

			　村長の家には、すでにパンときのこのスープが並べられていた。

			　円になるように、私、ルーク、レイナさん、イズルさん、ファーズさんの順に座って食べる。

			　パンは、ゴーシュさんの作ったものよりも少し硬かったけれど、スープと一緒に食べると味が染みておいしかった。

			　ゴーシュさん……。

			　この村は、みんな魔欠落者に優しい。だけど、忘れちゃいけない。グリットさんみたいに魔欠落者に優しい人が、この村の外にもいるってこと。

			　ラァラさんのように、母様のように、魔欠落者の家族を愛している人がいるってことを。

			　そういう人が増えていけば、この村のようにとはいかなくても、村の外でも魔欠落者が生きやすくなるはずだ。

			　どうしたら、増えるんだろう？

			　魔欠落者が人々のために役に立てばいいのかな？

			　……神殿の言うことは嘘なんだよって悪魔とは関係ないんだよって知ってもらえばいいのかな？

			　そんなことできるの？　教会には、神殿と国から派遣される回復魔法の力の大きな神父がいる。

			　教会にはお世話になる人も多い。神殿の言葉に逆らえば……。

			「足りる？　足りなかったらおかわりしていいのよ？」

			　空になった皿を見て、レイナさんが声をかけてくれた。

			　塩は村の外から運ばないといけないから不足することもあるけれど、小麦は村の畑で十分な量が作れるらしい。きのこは森の恵みだ。少しだけ入っていたベーコンも森の動物のものだそう。塩があるときにしか加工できないので少しだけ貴重らしい。

			「いえ、もうお腹いっぱいです」

			「じゃあ、お皿を片付けましょう。教えるからついてきて」

			　と立ち上がったのはレイナさん。

			　ええ？　お姫様が？　あ、もう姫じゃないんだっけ？

			　えーっと……。

			「今の時間なら共同洗い場が使えるのよ。ドミンガがいるからね。そうじゃない時間なら、川の水を汲んで使うか、水魔法で水を出して洗うことになるの」

			　共同洗い場と言われて連れてこられたのは、村長の家の少し西側だった。大きなタライがいくつか置いてあり、地面は石が敷いてあって水で土がぐちゃぐちゃにならないようになっている。水は掘られた溝(みぞ)で川の下流側に流れるようにしてあった。

			　タライに絶え間なく水を満たすドミンガさん。村人は次々に来て食器や調理器具を洗ったり、洗濯をしたりしている。

			　作業をしていた女性たちが私とレイナさんとルークの姿を見て声をかけてくれた。

			「あら、エイルちゃんいらっしゃい。ふふ、この共同洗い場は本当に便利よ」

			「そうそう。私なんてこの村に来て、水魔法の使い方忘れちゃったわ」

			「わかるわぁ。私もよ。一度に出せる水なんてせいぜい鍋一つ分だったから、一時間おきに水瓶に水を溜めて使うのめんどくさかったもの。うっかり溜め忘れると、ろくに洗い物もできなくてねぇ。こういうところが前に住んでた町にもあれば便利だったのに」

			　え？

			　水魔法を使える人も、不便だったの？　今のほうが便利なの？

			「本当に。ドミンガ一人が、家を回って水瓶を満たせば、いちいち一時間おきに水を溜めるのを忘れないように時間を気にすることもないのにねぇ」

			「魔欠落者に頼み事をするなんて恥だって考えの人がいることが馬鹿みたいよねぇ。水仕事をする女の立場になってほしいよ、まったく」

			「まぁ、私も、世間の目が怖くて魔欠落者と仲良くしようとは思わなかったからね、同罪かもしれないけれど……」

			　あれ？

			　ここって、魔欠落者の村だよね？

			　目の前で会話を続ける女性三人は、どうも魔欠落者ではないみたいだ。

			「あの、皆さんはなぜ、この村に？」

			　皆それぞれ事情があるから、私とルークも事情を聞かれることはなかった。

			　だから、尋ねていいものかどうか迷ったけれど、見た目が子供であることを利用して無邪気なふりをして聞いてみる。

			「妹がね、魔欠落者を産んで離縁されて、うちを頼ってきたんだ。それで、まぁ色々あってね。妹と甥っ子連れて逃げてきたのさ」

			「私はあれだよ。ファーズさんと一緒。魔欠落はしてないんだけれど、どの魔法も力が小さすぎて……」

			「ふふ、ゴメンね、レイナ様やリーアのように、それほどドラマチックな理由じゃなくて」

			　ん？

			「ドラマチック？」

			「だって、そうだろう？　好きな人と一緒にいたくてこの村に来たんだからさ」

			　レイナさんに聞こえないように女性の一人が私の耳元で声をひそめた。

			　うわー。やっぱり、レイナさんの気持ちは皆にバレバレみたいです。

			　リーアさんっていうのは、目の見えないヤンさんのことだけじゃなくて、やっぱり魔欠落者のドミンガさんのことも大きくてここに来たんだ。……二人はもう付き合ってるのかな？　それとも、レイナさんたちみたいに皆に気持ちがバレバレなだけ？

			　レイナさんは、丁寧にルークにお皿の洗い方を教えていた。

			　その横顔はどや顔にも見える。きっと二人ともこの村に来るまで洗い物なんてしていなかったんだろう。だから、洗い物一つ教えるのも教わるのもちょっと楽しそうだ。

			　そのときだ。

			　突然、何か大きなものが衝突したような、地面が揺れるほどの大きな音が聞こえてきた。

			　音に驚いて、鳥たちが一斉に飛び立つ。

			「え？　何の音？」

			　皆がキョロキョロと音の正体を確かめようと顔をあちこちに向けている。

			「大丈夫か、レイナ！」

			　すぐに、ファーズさんとイズルさんが駆けつけてきた。

			「ええ、私は大丈夫だけれど、今の音は何かしら？　村に声を飛ばすわ。村いっぱいに届け【風】皆、大丈夫？　何かあれば村長の家に情報を」

			　そして、すぐに情報は届けられた。

			「大変だ！　滝の水が止まった」

			　声は、村長の家の周りにいた人間、皆に届いた。

			「何？　滝の水が？」

			　イズルさんが滝のある崖に目を向け、本当だとつぶやいた。

			　他の皆もいつものように大量の水が落ちていないのを見て驚いている。

			「さっきの音が原因か？　いや、原因などどうでもいい……」

			　まだ唖然としている皆とは対照的に、ファーズさんは顔を青くしている。

			「滝がなくなれば……」

			　そうだ！

			　滝があるから、モンスターが寄ってこない。滝がなくなれば……。

			「村中に声を届けて【風】皆、落ち着いて、アネクモの糸が張ってある方角からは大きなモンスターは来ない。当面は様子を見て安全を確保するために、村長の家に集合」

			　どうしよう！　それしか考えられなかったのに、レイナさんはすでに具体的に指示を出している。

			「村中に【風】アネクモの糸をすり抜けられる小さいモンスターや、崖上から落ちてモンスターが現れるかもしれない。力のない者を助けながら避難に協力を。助けが必要な者は声を」

			　レイナさんが次々と指示を出していく。

			　そして、恐れていた声が、風魔法で届いた。

			「大変です、崖上からモンスターが降るように次々とやってきます」

			　崖を見れば、ここからも、モンスターが降ってくるのがしっかり確認できた。

			　ほとんどは豆粒のような大きさに見えるけれど、時々もう少し大きなモンスターの姿も見える。

			　なぜ、落ちてくるのだろう。

			　落ちれば地面に激突して、そのまま息絶えることもあるだろうに。凄まじい数のモンスターが降っているのが遠目で確認できる。

			「大変だ！　ヤンさんのように人の助けが必要で、すぐに避難できない者もいるというのに」

			　イズルさんがすぐにどこかへ駆けつけようと体の向きを変えた。

			　その服の裾をつかんで止めたのはドミンガさんだった。

			「僕が……水魔法で滝を作ります。その隙に避難を！　ただ、僕は身を守る手だてがない。連れてってくれませんか、滝まで」

			　ドミンガさんの真剣な顔。

			「俺が、連れていく！」

			　と、ファーズさんが剣に手をかけた。

			「いや、何かあったときに風魔法で連絡を取ってほしいから」

			　と、申し訳なさそうにドミンガさんが首を横に振った。

			「あ、ああそうか。そうだな……」

			　強さでいえば、イズルさんよりもファーズさんが上だろう。しかし、この場面では、総合力が必要なのだ。

			「イズル、ドミンガ、お願いします。ファーズはここで逃げてきた人たちの安全を確保。戦える人が少ないけれど、ファーズ一人で何人分も戦えるよね？」

			　レイナさんがファーズさんの気持ちを鼓(こ)舞(ぶ)するように指示を出す。

			「じゃあ、私たちは耳の遠い人や子供たちが逃げ遅れてないか見てくるよ」

			　女性たちも食器をそのまま置いて、すぐにすべきことをするために立ち上がった。

			「エイル……」

			　ルークが私の顔を見る。

			　うん。私たちにも何かできないかって考えてるんだよね。

			「さぁ、早く、入って。村長の家にはアネクモの糸が張り巡らされている。大丈夫、大丈夫よ」

			　レイナさんが逃げてきた人たちを安心させるように声をかける。

			「来た！」

			　モンスターたちが現れた。

			　ほとんどがスライムだが、中には双角兎などの中位モンスターもまざっているようだ。

			「せやぁっ！」

			　低位モンスターたちには目もくれず、ファーズさんが中位モンスターを次々と一刀両断していく。しかし、ほとんどが崖側から現れるとしても、森側からまったく来ないわけではない。

			　一人ではとても三百六十度の敵をカバーできない。

			「はぁっ！」

			　レイナさんも剣を手に取った。

			　一撃ではやっつけられないものの、モンスターの足を止めることはできている。

			「さぁ、二人とも早く中へ！」

			　私とルーク……戦えない私たちは足手まといだ……。

			　何もできないことが悔しいけれど、何もしないことが私たちにできる今一番のことなのだろう。

			　モンスターを収納できるってことを言えれば……役に立てるけれど。

			　こんな特殊な能力があることを言うと、どうなるのか想像がつかない……。

			　下唇を強く噛む。

			「危ないっ！」

			　どこから跳んできたのか、牙兎が目の前に現れた。

			「【収……」

			　呪文を唱える前に、目の前の牙兎は横から矢を受けて地面に縫いとめられた。

			「大丈夫か？」

			　そこには、弓を構えるシュナイダーさんの姿があった。

			　建物に背を預け、片足で立っている。もう一方の足は体の前に伸び、弓の握り部分を指で挟んで持っている。そして、片腕で予備の矢を持ちながら器用に弦を引いている。

			「入口側は俺に任せな。さ、入った入った」

			　ドアは逃げてきた人がすぐに避難できるように開けたままだ。スライムなどの低位モンスターは子供にも倒せるため放置されている。

			　中位モンスターばかりを狙って、シュナイダーさんが次々に矢を放つ。いくら建物にもたれかかっているとはいえ、片足でバランスを取りながら立ち続け、矢を放つのはどれほど大変なことだろうか。シュナイダーさんは片腕で……今までどれほどの矢を打ち続けてきたのだろう。

			「【風】目標物捕捉」

			　片腕なのに弓の名手というのは本当のことだった。

			　風魔法で矢の軌道をうまく修正し、放った矢のどれもが的となっているモンスターに吸い込まれるように刺さっていく。

			　すごい……。

			　私がシュナイダーさんの弓の腕に見(み)惚(と)れている間に、ルークは木刀を持ってきて構えていた。

			　村長の家にはアネクモの糸が使われているので、火魔法でスライムを倒す者がいない。低位モンスターを物理的な方法で退治するしかない。

			　ただ、その数が途方もなくて、打ち下ろす腕の力が次第に弱くなっていって倒すのが大変になる。

			「僕なら、疲れない」

			　ルークが何度も木刀を振り下ろし、建物に侵入しようとするスライムを倒していく。時々中に入り込んだスライムを避難した村人たちが始末する。

			「おお、滝が復活した」

			　入口から見える崖に白い筋が現れた。

			　ドミンガさんの水魔法だ。

			　もともとの滝の半分の幅もないけれど、滝が復活して落ちてくるモンスターの数が明らかに減っている。

			　ほっとしたのもつかの間、

			「やばいっ！　ドアを閉めるぞ！　矢が切れた！」

			　焦ったシュナイダーさんの声が響き、すぐにドアが閉められた。でも、これじゃあ、逃げてきた人が入れなくなっちゃう。

			　明かり取りのための窓から外を見る。

			　窓には細かく編まれたアネクモの糸があるので光は通してもモンスターは通さない。

			　矢なら……ある。

			　私の目には、窓の外には矢がたくさん見えた。

			　モンスターに刺さった矢が。

			　一本ずつ引き抜いて集めて回る余裕はない。

			　だけど……私にはできる。

			「シュナイダーさん、ここに矢を出します！」

			「え？　どういうことだ？」

			　建物の外にいるシュナイダーさんに声をかけ、視界になるべく矢がたくさん入るほうを向く。

			「見えている矢をすべて【収納】」

			　矢だけまるごと収納が完了する。モンスターは収納されない。これで、モンスターから矢を引き抜く手間がなくなる。

			　それから、移動してきたシュナイダーさんの足元に、

			「【取出】」

			　どさっと、矢が落ちる。

			「収納魔法か！　切り株を引き抜くみたいに、矢を！　助かる！」

			　シュナイダーさんが矢を一度に何本か拾い、すぐにまたモンスター目掛けて放つ。

			　モンスターが動きを停止すればすぐに収納魔法で引き抜き、シュナイダーさんの足元に取り出した。

			「はっ、俺とエイルのコンビは最高だな！」

			　気持ちに余裕が出たのかシュナイダーさんがピュゥっと小さく口笛をふいた。

			　しかし、余裕ではない。張り詰めすぎて緊張の糸が切れないようにというシュナイダーさんの気遣いだというのはすぐにわかった。

			　まだ、避難している人の姿がいくつも見えるのだ。

			　その中に、リーアさんに肩を支えられたヤンさんが、やってくるのが見える。

			　目が見えないため、一人で走ってくることができないのだ。

			　しかも、四方八方からやってくる低位モンスターを避けることもできない。

			「あっ！」

			　スライムに攻撃され、頬が赤くなった。

			　うっとヤンさんが顔をしかめる。

			　リーアさんも、両手でヤンさんを支えているために襲ってくるスライムを振り払うことができず、あちこち赤い。

			　今も三匹のスライムに同時に腕や足を攻撃され、顔をしかめるのが見える。

			　いくら致命傷を与えられることはないとはいえ、次々に痛みを与えられたら、さぞ苦しいだろう。

			　と、ヤンさんとリーアさんの姿に気を取られていたら、

			「入口を開けて」

			　洗い場で一緒に食器を洗っていた女性の声が聞こえた。

			　ドアを開けると、血の流れるお腹を押さえた青い顔の子供を抱えた女性が入ってきた。

			「誰か、回復魔法を……」

			「これはひどい、一番回復魔法が強いのはレイナ様だが、今は戦闘で手一杯だろう、応急処置になるが、我慢しておくれ【回復】」

			　青い顔をした男の子は七、八歳だろうか。

			　魔法をかけられたとたんに、「痛いよぉ～」と力なく泣き出した。

			　魔法をかけられる前は、声を出す元気もなかったということか。

			「痛い、痛い……」

			「ルーク！」

			　子供の泣き声に耐え切れずにルークに声をかける。

			「【回復】」

			　ルークは何も言わずに魔法を唱えた。

			「ありがと」

			　お礼の言葉は、部屋に入ってきたリーアさんの声に掻き消された。

			「おばあちゃんっ！　しっかりしてっ！　やだ、せっかく逃げてきたのにっ！」

			　青を通り越して紫色の顔をしたヤンさんの姿がそこにあった。

			「息……をしていない……」

			　リーアさんの言葉に、すぅっと血の気が引く。

			　そんな……。ヤンさんが……。

			　私のいいところをもう見つけたって、昨日笑ってくれたヤンさんが……！

			「ヤンさんっ！」

			　どうして、どうして！

			　駆け寄って手を取ると、その手がぴくりと動いた。

			「ルークっ！　ルークっ！」

			　悲鳴にも近い声でルークに助けを求める。

			「【回復】」

			　ルークが呪文を唱えると、ヤンさんの呼吸が戻った。

			「モンスターから毒を受けたんだね。喉が腫れて呼吸ができなくなって死に至る毒を持ったモンスターがいたはずだ」

			　誰かの言葉に、思わずルークを抱きしめた。

			「ルーク……」

			　言葉にならない。よかった。ヤンさんが死ななくて。

			「エイル……僕、僕にできること……僕は……まだ……言ってない……」

			　ルークが切羽詰まった声を出した。

			　魔欠落者で、人一倍強い回復魔法が使えると、村の人たちに言っていないことを気にしているのだろうか？

			「ルーク、そんなの、言わなくても、ヤンさんを助けてくれたわ！」

			「違う、そうじゃない……僕は、まだ、エイルにも……」

			　え？

			「エイル、頼む！」

			　息をつく暇もないというのは、こういうことだろうか。シュナイダーさんから声がかかった。

			　そうだ、矢！

			　再び窓の外を見れば、ずいぶんモンスターの数が減っていた。

			　よかった。

			　いいや、よかったと思ったのは、ほんのつかの間だ。

			「ドミンガの魔力が切れそうだ。滝が終わる。避難を急いでくれ！」

			　イズルさんの声が届いた。

			　滝が終わる！

			　せっかくモンスターの数が減ったのにまた増える！

			　避難は？

			　まだ外に、何人もの姿がある。

			　やっぱり、収納魔法でモンスターを収納できることを明かしてでも……と思った瞬間、ドアを開けてルークが外に飛び出した。

			「ファーズ、僕をドミンガのところへ連れていって！」

			　叫んだルークの元に、慌ててファーズさんが来た。

			「バカ、危ない！　中に入っているんだルーク！」

			　ファーズさんの言葉に、ルークはギッと奥歯を強く噛んで頭を左右に振った。

			「ぼ、僕は……」

			　何かを叫ぼうとして、そして、言葉を飲み込む。

			　どうしたんだろう、ルークの様子が変だ。息が速い。

			　緊張？　恐怖？

			　ルークは右手で胸元を押さえると、何かを決心したように顔を上げてファーズさんの顔を見た。

			「回復できる。僕は……」

			　次のルークの言葉に、聞いていた皆は息を呑んだ。

			「僕の回復魔法は、魔力を回復させることができる」

			　すぐに口を開いたのはファーズさんだった。

			「そんな回復魔法は聞いたことがない。魔法で回復させられるのは怪我と病気だけだろう？　もしそんなことができるなら、無限に回復魔法が使えることになるじゃないか」

			　いいや。

			　違う。ルークが言うことはきっと本当だ。

			　私たち魔欠落者の魔法は普通とどこか違う。

			　ドミンガさんの水魔法は温度調整ができて、私の収納魔法は生き物を収納できる。

			　だから、普通は回復できない魔力を回復することもルークなら……。

			「僕には秘密がある。僕は魔欠落者だ。唯一使える魔法が回復魔法。僕の回復魔法は普通とは違う」

			　ファーズさんは、すぐにはルークの言葉を信用できないようだ。

			　いや、万が一危険な崖側に連れていって効果がなかった場合を考えれば、確証がないと動けないのかもしれない。

			「私、さっき、回復魔法を何度も使ってもう魔力がないわ」

			　リーアさんが声を上げた。

			　そうだ、ドミンガさんはリーアさんにとって大切な人であるはずだ。何か方法があるのなら、藁(わら)にもすがりたいだろう。

			「【回復】」

			　ルークがリーアさんに回復魔法をかけた。

			　リーアさんは、すぐに「【光】」と皆にもわかりやすい光魔法を出して見せる。

			「よし。わかった。頼む、ルーク。ドミンガのところへ連れていこう。悪いが時間がない」

			　ファーズさんはそう言うと、布をスリングのように結んで体の前にし、ルークを乗せた。

			　謝ったのは赤ちゃん扱いして悪いってことだね……。

			「しっかりつかまっていてくれ、超特急だ」

			　緊急事態ということもあり、体力のないルークは文句を言わなかった。

			　もう、崖の滝は先ほどまでの四分の一ほどの幅しかない。

			「イズルに五分堪えろと声を！」

			　うなずいたリーアさんが呪文を唱える。

			「滝のところへ声を届けて【風】今、ファーズさんとルークが向かった。イズルさんとドミンガは五分そこで何とか耐えて欲しいそうです」

			　すぐに声が戻ってくる。

			「五分っ、いくらなんでも無理だ。すごい数のモンスターが」

			　もし、二人が戻ってきたらルークとファーズさんが向かったことが無駄になる。

			　……ルークが自分の秘密を明かしたことが……無駄になる。

			　……ルークは、ファーズさんが魔獣の森で魔力切れを起こした危険な状態でも、魔力を回復させる魔法を使わなかった。

			　私と同じ。きっと知られるのが怖かったんだ。人と違うことが。魔欠落者というだけでひどい扱いを受けていた。そのうえ、唯一使える魔法すら、人と違うなんて……。

			　ルークは、私にすら言えないでいた秘密を、皆に告白した。

			　私は、まだルーク以外の人にモンスターが収納できることを言えないままだというのに。

			　どれほど勇気が必要だっただろう。それを無駄にさせたくない。

			　ごめんなさい、私、リーアさんに辛いことを口にする。

			「リーアさん、ルークの回復魔法は死んでいなければなんでも治せます。私も、死にかかっている頭の怪我を治してもらいました」

			　リーアさんはぎゅっと唇を引き締めた。

			　好きな人に、命さえあれば怪我をしてでも頑張れなんて、そんなこと言いたい人がいるわけがない。

			「【風】魔力を回復できる特殊な回復魔法が使える、魔欠落者のルークをファーズさんが連れていきます」

			　リーアさんが感情を殺した声で声を届ける。

			「了解」

			　イズルさんからの返事を、両手をきつく結んで震える手でリーアさんは受け取った。

			「私……知ってる。ドミンガは本当は魔欠落してることを気にしてるって。だから、唯一使える水魔法がみんなの役に立つのが何よりも、何よりもうれしいんだって……」

			　リーアさんの目からは、涙がはらはらとこぼれている。

			　いくら死ななくても痛いだろう。ルークたちが到着するまでに、万が一のこともないわけじゃないはずだ。

			　窓から崖を見れば、すでに滝が止まっていた。そして、再び落ちてくるモンスターの数が増えている。

			「エイル、すまない、ファーズが抜けた穴をカバーするため移動したい。外に出られるか？」

			　そうか。ファーズさんとレイナさんとシュナイダーさんの三人で村長の家を守っていたのに、ファーズさんが抜けたんだ。

			　すぐに村長の家の外に出る。

			「俺のすぐ横に。一番危険が少ない」

			　シュナイダーさんに言われるままに、弓を射る邪魔にならない横に立つ。

			　視界には矢に倒れたモンスターを入れる。

			「【収納】【取出】」

			　シュナイダーさんの射る矢が途切れないよう、襲ってくるモンスターに恐怖して目をつぶらないように矢の回収を続ける。

			「おかしいわね……」

			　レイナさんが剣と魔法でシュナイダーさんがうち漏らした中位モンスターを倒しながら話しかけてきた。

			「おかしい？　何が？」

			「いくら滝がなくなったからって、あんなに大量のモンスターが崖から降ってくるかしら？」

			　レイナさんの言葉に、シュナイダーさんが、矢を放ちながら答える。

			「そういえばそうだな。崖のない方向からのモンスターはほとんど来ていない。いくらアネクモの糸が張られているからって、小さなモンスターならすぐに潜り抜けてやってきそうなものだ」

			　確かに、言われてみれば別の方向から来たモンスターの姿もちらほらあるけれど、崖からやってくるモンスターの何十分の一もいない。

			「それに、あの高い崖を飛び降りては、モンスターも無傷ではいられないのに、なぜ次々に飛び降りてくるのかしら」

			「必死に逃げている……のか？　山火事でもあったのか……それで大木が倒れるかして、川がふさがれ滝に水が流れてこないか……」

			　山火事？

			　それにしては、崖の向こうに煙は見えない。角度の問題なのか、ずっと遠くなのか。

			　それとも、モンスターばかりで獣が逃げてきていないから、まだそれほど炎が大きいわけではないのだろうか。

			　モンスターは火が苦手なものが多い。森の中で野宿するにはモンスターを避けるために火を焚く。獣より火に敏感なのかな？

			　レイナさんとシュナイダーさんの会話はそこで途切れた。

			「正念場だっ！」

			　レイナさんが声を上げ、再び増えたモンスターに斬りかかる。

			「【収納】【取出】」

			　私はただ、目をしっかり見開き、矢を回収するだけ。

			　いつまで、これが続くのかと思った矢先に、シュナイダーさんが悲痛な声を上げた。

			「やばい、魔力が切れそうだ！　ルークに回復してもらえばよかった」

			「そう言えば、私もそろそろまずいかも。ファーズとルークに【風】私とシュナイダーの魔力切れが近い、ドミンガの魔力を回復させたらすぐに戻って」

			　レイナさんが風魔法を使うのと、シュナイダーさんの矢が的となったモンスターを外すのはほぼ同時だった。

			「切れたな……。後は、魔法の力は頼れない……」

			　と言いながらもシュナイダーさんは矢を放ち続ける。

			　風魔法の力がなくなったため、命中率は半分ほどに下がった。

			　素早く動く中位モンスター相手に、五割の命中率というのもすごい。だが、これだけ数がいると、残り半分が厄介だ。

			　レイナさんがうち漏らしのモンスターの相手を一手に引き受けないといけない。ただでさえ残りの魔力の関係で思うように魔法が使えないのに、数が増えたとなると……。

			「くっ！」

			　レイナさんの腕を、角兎がかすめた。

			　しゅっと服が裂け、鮮血が散る。

			「【回復】」

			　すぐに回復魔法で傷を治して、再びレイナさんが剣を振った。

			　が、先ほどの傷から流れた血で滑ったのか、勢いよく振った剣が飛んでいってしまった。

			　あ！

			　剣を収納してレイナさんの元に取り出さなくちゃと、呪文を唱えようとしたけれど……。

			　レイナさんに、二匹の牙兎が向かっているのが見えた。剣より先に、モンスターを収納して助けないと！

			　もう、隠すとか隠さないとかそんなことで悩んでいる場合じゃない。

			　きっと、この村の人なら、私の収納魔法が少し特異だからって、馬鹿にすることも利用することもしやしない……。

			　そうだよね、母様……人を信じてもいいんだよね？　父親みたいな、食堂の女将さんみたいな、私を娼館に売ろうとした男のような……そんな人間ばかりじゃない。

			　それに、ルークだって、自分の力を教えてくれた。

			「【収……」

			　レイナさんを助けようと、モンスターに対して呪文を唱えようとしたそのとき、一足先に呪文が響いた。

			「【火】剣」

			　炎をまとった剣が、レイナさんを襲おうとしたモンスターを斬り倒す。

			　ファーズさんが戻ってきた！　助かった！　と思ったら、その剣の持ち主はまったく知らない顔だった。

			　イズルさんと同じ青い隊服に、金の房や赤いリボンのついたメダルなどゴテゴテと装飾をつけている。

			「エヴァンス……どうして、ここへ」

			　レイナさんの知っている人間のようだ。

			「少々お遊びからお帰りになるのが遅いようですから、姫をお迎えに来たのですよ」

			　エヴァンスと呼ばれた男は、レイナさんの手を取った。

			　すぐに、レイナさんはその手を振り払う。

			「エヴァンス宰相、我々は何をすればよろしいですか？」

			　気が付けば、イズルさんと形は同じだけれど色が薄い隊服に身を包んだ騎士たちが、三十名ほどいた。

			「私たちの会話の邪魔になるモンスターを排除しろ」

			　はっと、短く返し、騎士たちは村長の家に近づくモンスターたちを倒し始めた。

			　……助かった？

			　私がほっとして息を吐いたのとは逆に、レイナさんは緊張してこわばった表情をしている。

			「エヴァンス……宰相？　どういうこと？　宰相は、あなたの父親でしょう？」

			「姫が国を出て半年……知らないのも無理はありませんな。父は引退して、私が跡を継いだのですよ。女王となり国を統(す)べることになる姫の補佐役として、夫が宰相となる、理想的でしょう？」

			　あ、もしかしてこのエヴァンスという人が、レイナさんが結婚したくなくて逃げてきた相手？

			　顔は馬と狐を混ぜたような印象を受ける。美形ではないにしろ、決して目をそらすような悪い容姿ではない。けれど……。

			　目つきや表情に底知れぬ気持ち悪さがある。

			「私は、あなたとは結婚する気はありませんっ！　父にもそう伝えました！」

			「ふっ、そうわがままを言うものではありませんよ？　あなたと並び立つような魔法の持ち主は、私をおいて他にはいないでしょう？　魔法の強い者同士が結婚し、さらに魔法の強い子を生(な)す」

			　エヴァンスの手が、レイナさんの腕を再びつかんだ。

			　レイナさんが振り払おうとする仕草を見せるが、先ほどとは違いエヴァンスの手が力ずくでレイナさんの動きを封じているようだ。

			「女王となるあなたに、唯一期待されていることが、次代の優秀な王を産むことですよ。それを放棄する気ですか？　さぁ、帰りましょう。すでに結婚式の準備は整っていますよ」

			　レイナさんの表情が凍り付いている。

			　何をどう努力しても、レイナさんは魔法の強い姫としか思われないと……ファーズさんが言っていた。

			　魔法の強い次代の王を産むことしか期待されていない？

			「レイナさんは、子供を産むための道具じゃない……」

			　レイナさんの手をぎゅっと握って、エヴァンスを睨みつける。

			　国を捨てたって言っていたけれど、レイナさんはルークと真剣にどうすれば国をよくすることができるのかって考えてた。

			　優しくて、姫だということを鼻にかけるようなこともなくて……。

			　今だって、すぐに皆に指示を出したり、自分が率先して前線に出て皆を守ったり。

			　剣の稽古をどれだけしたのだろう。国のために、どれだけ勉強したのだろう。

			　それなのに、ただの子供を産むための道具なんて……。

			「レイナさんのいいところがわからないあなたは、レイナさんにはふさわしくない」

			　レイナさんが逃げ出した気持ちがわかる。

			「なんだこの子供は」

			　エヴァンスの目が私に向けられた。

			「ふーん、綺麗な顔してるじゃないか。今の無礼な発言を謝れば、レイナ姫と一緒に私の屋敷に連れていってやるぞ？　数年後に妾にしてやろう。魔法の高い私の子が産めるんだ、うれしいだろう？」

			　うれしいわけない！

			　この村に来てからのことを色々と思い出す。

			　魔法は、あれば便利な程度の力だ。なくたって困らない方法がある。

			「行かない。それに、レイナさんも連れていかせない！」

			　レイナさんの腕に自分の腕を絡ませてぎゅっと体を寄せる。

			「ふっ」

			　エヴァンスが口元を歪めた。

			「どこへ行く気だ？　もう、この村をモンスターから守る滝はない」

			　その言葉に、凍り付いたように動きをとめていたレイナさんに血の気が戻った。

			「まさか、エヴァンス、お前が何かしたのか！」

			　強くつかまれていたエヴァンスの腕を、ひねるようにして振り払った。

			「ふっ。滝に流れ込む水の流れを変えただけですよ。おや？　水の量は減っているが、まだ滝が残っているようですね」

			　エヴァンスが崖に目を向けた。

			　今流れている水は、ドミンガさんが水魔法で出しているものだ。

			　滝の水は完全に止められてしまった。

			「お前が滝を……なんてひどいことを！」

			　レイナさんの顔が歪んだ。

			　私も、今、目の前にいる男が何を言っているのか理解できない。

			　紫色の顔をして息が止まっていたヤンさんの姿や、痛い痛いと腹から血を流していた子供の姿……。

			　好きな人に危険なお願いをするしかなかったリーアさんに、今も恐怖に身を震わせている多くの村人たち……。

			「ひどい？　感謝してほしいくらいですよ。こんな悪魔にとりつかれた魔欠落者の村を、同情心からか、お優しい姫は見捨てられなかったでしょう？　なくなってしまえば、もう何も気にしなくてすむ」

			「わ、私がここにいたせいで……皆を……」

			　エヴァンスの言葉に、レイナさんの肩が震えた。

			　違う。

			　違う、違う！

			「魔欠落者は悪魔とは関係ないっ！　悪魔は……悪魔は……」

			　レイナさんの腕を放して背にレイナさんをかばう。
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			　もちろん、子供の私の背にレイナさんが隠れてしまうわけではないけれど、レイナさんの心が壊れそうだと感じて、守りたかった。

			「あなたみたいに、たくさんの人の命を奪い、傷つけても平気な人を悪魔みたいな人って言うんでしょ？　それとも、ガルパ王国では違うんですか？」

			　宰相だろうがなんだろうが関係ない。不敬罪だというなら、そう言えばいい。

			　人として敬(うやま)えないのに、不敬もなにもないよ。

			「ははははっ、お前はユーリオル王国出身か？　知らないなら、教えてやろう。ガルパ王国では、魔欠落者は人となど認められていない。だから、こんな村がどうなろうと、人よりも劣った生き物がどうなろうと、私の知ったことではない」

			　魔欠落者が、人よりも劣った生き物？

			　人ではない？

			「ふっ、ふふふふっ」

			　思わず笑いが漏れた。

			「何がおかしい、子供だからといって、容赦しないぞ！」

			「何もできないくせに……魔欠落者を馬鹿にするあなたがおかしくて……」

			　おかしい。

			　今までは、魔欠落者は劣った人間だと言われたら、その通りだと感じていた。

			　でも、今は違う。

			「あははは」

			　笑い続ける私に、怒ったエヴァンスの手が振り上げられる。

			「黙れ！」

			　エヴァンスの手の平が私の頬を打つのと、隊服の男が叫ぶのは同時だった。

			「エヴァンス宰相、滝の水が！」

			　滝の水の量が増えた。

			　ああ！　ルークが駆けつけ、ドミンガさんの魔力が回復したんだ！

			「なぜだ？　……まぁいい。レイナ姫、さぁ、戻りますよ。もし、拒否するのであれば、今度こそ完全に滝を止めます」

			　レイナさんの腕に伸ばしたエヴァンスの手を叩く。

			「何をするっ！　私を誰だと思っている！」

			「偉そうに命令を下すしかできない無能な存在でしょう？」

			　これが、怒り。

			　魔欠落者だと馬鹿にされ続けても感じたことはなかったほどの怒りが、体中を駆け巡っている。

			「ねぇ、あなたには何ができるの？　何もできないくせにっ！」

			「六魔法すべてに優れた私が何もできないだと？」

			　エヴァンスの顔が真っ赤に染まる。

			　ああ、私と同じように怒っている。

			「だって、そうでしょう？　ドミンガさんみたいに、あんな滝があなたの魔法で作れる？　ヤンさんのように、世界一美しい刺繍があなたに作れる？　それに……あなたは……私を殺すことすらできない」

			　ついに、エヴァンスは剣の柄に手をかけた。

			「馬鹿め！　お前を殺すなど造作もない、望むなら、今すぐ殺してやろう！」

			「エイルちゃんっ！　やめなさいエヴァンス！」

			　レイナさんが、剣を振り上げたエヴァンスをとめようと腰に手を回す。

			　そこにあるはずの剣は先ほど血で滑って飛んでいってしまった。

			「やめて！」

			　私をかばおうとするレイナさんの手を制しながら、呪文を唱えた。

			「【取出】」

			　私の目の前に、青い狼のモンスターが姿を現し、エヴァンスの振り上げた剣をかみ砕いた。

			「なっ！」

			　エヴァンスが後ずさり、「おい、お前ら、このモンスターをやっつけろ！」と部下に命令を下す。

			「自分で戦おうともしない。本当に、命令しかできないのね……」

			　馬鹿にしたような目をエヴァンスに向けると、部下の騎士たちの後ろに隠れながら何か騒いでいる。

			「わ、わざわざ私の手を汚さなくてもよいと思っただけのこと！　何をしている、早くそのモンスターをやっつけないか！」

			　命令された騎士たちは、一歩もその場から動くことができなかった。

			　私も、殺されることはないとわかっていても立っているのがやっとだ。

			　それほど青い狼さんは強い気を放っている。

			『ヌシの敵はどいつだ？』

			　大きな首を回して狼さんが私に質問してきた。

			「ひーっ！　しゃ、しゃべった！　高位モンスターだ！」

			　騎士の一人が悲鳴を上げる。

			『我に剣を向ける者は容赦せぬぞ？』

			　悲鳴を上げた男を青い狼さんが睨みつけた。

			　カランッ。

			　剣が地面に投げつけられる。

			　一人の騎士が剣を捨てて逃げ出した。

			　それを合図に、二人、三人と次々に騎士が逃げていく。

			「お、お前ら、命令に逆らうのか！　モンスターをやっつけろと！」

			　まだ何とか残っていた騎士をエヴァンスが叱り付ける。

			「で、ですが、狼に酷似した姿の高位モンスターといえば……」

			　がたがたと震える唇で声を出す騎士。

			　その言葉に、まさかと、小さくつぶやいてエヴァンスも震え出した。

			「そ、そんなはずはない……いいから、やっつけろ！」

			『お前が、敵のリーダーか？　我も舐められたものよ。お前ごときが我を倒せるとでも思っているのか？』

			　青い狼さんが、息が吹きかかるくらい近くまで顔を寄せると、エヴァンスは腰を抜かしてしまった。

			「た、た、たすけてくれー！」

			　ふるふると頭を小刻みに横に振って助けを請い出したエヴァンスの元へと歩み寄る。

			　青い狼さんの顔にそっと手を添え、地べたに座り込んだエヴァンスを見下ろす。

			「ほら、あなたは私を殺すこともできないと言ったでしょう？　それなのに、あなたは私を劣った存在だと言うのね？」

			　そう言うと、エヴァンスは靴を舐められるほど低く頭を下げた。

			「いいえ、私が間違っていました、あなたは優秀です。他のクズたちと同じ扱いをしてすみませんでした」

			　私が優秀なのではない。

			　私は特別じゃない。

			　他の人はクズじゃない。

			　なぜ、この人は優劣でしか人を分けられないのだろうか。

			「私の大切な人たちをクズ呼ばわりする人とは、とても仲良くなれそうにないです」

			　ヤンさんは人のいいところを見ようと言った。

			　だけど、目の前で青ざめて許しを請うこの男のいいところを私には見つけられない。

			　村の人たちを危険にさらし、魔欠落者は人間じゃないから死んでも構わないと言ったこの男が……。

			「あ、ああ、ああ、悪かった、悪かったよ、そうだ、宝石も金もなんでも欲しいものをやる、だから助けてくれっ！」

			「そういえば、あなたが言ったのよね？　この村は悪魔の村だと。悪魔はあなたを助けると思う？」

			　エヴァンスが頭を上げて私の顔を見た。

			　絶望の色が浮かんでいる。

			「だけど、私は悪魔じゃない。悪魔のようなあなたとは違う。いくら自分より劣っているからと……憎いからと……死ねばいいなんて思わない」

			　私の言葉に、エヴァンスがほっとした顔を見せる。

			「だけど、もし、レイナさんをこれ以上傷つけるというのなら、どうなるかはわからない」

			　私の言葉が終わると、タイミング良く青い狼さんが、グルッと短く喉を鳴らして大きな牙をエヴァンスに見せつけた。

			　エヴァンスはあまりの恐怖に意識を失ってしまった。

			　

			「大丈夫か！」

			　次の瞬間、私はファーズさんに抱えられて、レイナさんの後ろに連れていかれた。

			　ファーズさんはすぐに向きを変え、青い狼さんに対して剣を構える。

			「くっ、なぜ、ここにこんな高位モンスターが……時間を稼ぐしかできないだろう、その間に逃げてくれ！」

			　人に命じるだけしかできない男とは違う。

			　敵わないとわかっている相手にも、ファーズさんは立ち向かうんだ。

			　人を守るために。

			「レイナさん、やっぱり、ファーズさんはいい男だよね」

			　と、素直な感想を述べる。

			「え？　エイルは、ファーズみたいなおっさんが好みなの？」

			　と、ルークが声を上げ、

			「そ、そりゃあ私の好きな人だもん。いい男に決まってる！」

			　と、レイナさんがどさくさ紛れに告白を入れ込んだ。

			「おまえら、このモンスターを知らないのか？　伝説の高位モンスターで……」

			　と、ファーズさんは緊張感のない私たちに説明するように言葉を発した。

			　伝説？

			　高位モンスターって伝説になるくらい珍しいのかな？

			『ヌシの敵ではないなら剣を納めよ』

			　と、青い狼さんが口を開く。

			「ヌシ？」

			　まだ警戒を続けるファーズさんの疑問に、安心させるようにのんびりした口調で答えた。

			「私のことです。あの、実は私の収納魔法はちょっと特殊で……彼が棲んでるんです。なので、宿主とかそういう関係？」

			　と、そこまで説明して、見せたほうが早いかと【収納】【取出】と呪文を唱えて、青い狼さんを出し入れした。

			『そうだ。収納に棲むかわりにヌシを守っている』

			　ファーズさんは、青い狼さんの言葉を聞いて、はぁ―――っと深く息を吐き出し、緊張を解いた。

			「あー、よかった。勝ち目なんてまったくないし、レイナたちを逃がす時間稼ぎすら難しいと思ってたから……」

			　ファーズさんが私の敵じゃないと理解して、青い狼さんはしっぽを揺らし始めた。心なしかソワソワしているようだ。

			『ヌシの敵がいないなら、我は食事をしていいか？』

			　あたりを見回す。

			　滝が復活して、降ってくるモンスターの数は減っている。だけれど、まだ何百匹ものモンスターが村にあふれている。

			　ただ、先ほどまでと違うのは、モンスターが進む方向だ。今までは崖から降ってきたモンスターは一斉に森のほうへと向かっていた。

			　今は、どちらへ逃げてよいのかわからず、同じ場所をぐるぐるしているモンスターや、何とかして崖を這い上がろうとしているモンスターの姿もある。

			　青い狼さんから逃げようとしているということかな？

			「ありがとう、助けてくれて」

			『ふんっ』

			　お礼を言うと、青い狼さんは鼻だけ鳴らして、すごい速さで駆け出した。駆けまわりながら、次々とモンスターを口に入れている。

			　はぁ、すごい。

			「お前たちは私の指揮下に入れ。異論あるまい？」

			　ぼんやりと立ち尽くしていたエヴァンスの部下たちにレイナさんが声をかけた。

			　エヴァンスは相変わらず気を失ったままだし、たぶん宰相より王族のほうが位が上だろうから問題ないんだろう。

			「はっ！」

			　っと、部下たちは姿勢を正して手を額に当てた。

			「では、命(めい)を下す。村を出るまではファーズを隊長とし、彼の下に就くように」

			　レイナさんの言葉に、一人の男が顔を歪めた。

			「いくらレイナ様の命でも従えません。私は、火魔法しか使えない出来損ないの下で任務に就きたくはありません」

			　男の言葉に、

			「なっ、何をっ！」

			　レイナさんの頬が怒りで朱に染まった。

			「皆もそう思うだろう？」

			　髪の薄い男が他の騎士の顔を見る。

			　黙ったままで、誰も返事をしない。

			「他の者も、ファーズに従うのは嫌だと……そう言うのか？」

			　レイナさんが問えば、一人がうつむき加減だった顔を上げた。

			「第三護衛騎士隊長であるのも、レイナ様の乳母の息子だからで。能力のない者には従えません」

			　その言葉に、レイナさんの目は怒りに見開かれた。

			「違う！　ファーズは剣の実力で……努力をして、今の地位を手に入れたの！」

			　私ですら、ファーズさんの剣の腕前はすごいと思った。だからレイナさんの言っていることは真実なのだろう。だけれど、騎士たちは一人も納得してるように見えない。

			「恐れながらレイナ様、我々の任務はレイナ様を魔獣の森から王都へと連れ帰ることです。ファーズ第三護衛騎士隊長は……」

			　言いにくそうに言葉を切った男の肩を、一番初めに従えないと言った髪の薄い男が叩いた。

			「はっきり教えてやればいいだろう？　魔獣の森へ姫を連れていった誘拐犯の捕縛に生死は問わないと、陛下がおっしゃっていると。【風】ファーズを囲め」

			　ファーズさんが、誘拐犯？

			　頭の薄い男は風魔法を使い、逃げ出した騎士たちにも同時に命令する。

			　その場にいた十人ほどの騎士がファーズさんを囲み、逃げ出した騎士たちが戻ってきて、さらにその周りを囲み出した。

			「そうですね、ファーズがこの森に留まるというのであれば、命は助けましょう。さぁ、姫……」

			　髪の薄い男が手を差し出す。

			　ファーズさんには、たくさんの剣先が突きつけられていた。

			「ファーズ……」

			　レイナさんは、騎士たちに囲まれたファーズさんの顔を一瞬だけ見て……髪の薄い男を睨みつけた。

			　睨んではいるけれども、その表情には悲しみと諦めが見て取れる。

			「ファ、ファーズさんに何かしたら、レイナさんが悲しむ。私、言いましたよね？　レイナさんを傷つけたらどうなるかわからないと……」

			　男は、私の言葉に勝ち誇ったような笑みを漏らした。

			「ああ、お前を守護するアレだろう。いくら高位モンスターとはいえ、しょせんは獣の形をしたモンスターだな。餌につられ、ご主人を守るのも忘れてどこかへ行ってしまった」

			　ぐるりと村を見渡せば、確かにすでに青い狼さんの姿は見えない。

			　これでは【収納】して【取出】することですぐに目の前に来てもらうことは無理だ。

			「お前も薄汚い魔欠落者だろう？　収納魔法しか使えない。違うか？　だから、風魔法でアレを呼び寄せることもできない」

			　ポケットに手を入れ、青い狼さんからもらった毛に触れた。

			　収納から出た青い狼さんとも連絡が取れるかどうかはわからない……。

			「敵……」

			　ぼそりとつぶやく。

			「敵がっ！」

			　今度はもう少し大きな声を出す。

			　あっ！

			　何が起きたのか、一瞬わからなかった。

			　いや、もう意識が飛びそうで理解する暇もなさそうだ。

			　体が傾ぎ、倒れた。

			「叫んで呼ばれても困るからな、喉を潰(つぶ)すつもりだったが……」

			　男の声が聞こえる。

			「エイルちゃんっ！」

			　レイナさんの悲痛な声。

			「許さねぇっ！」

			　ファーズさんの怒りのこもった声。

			「さっき、剣が折れたことを忘れていたよ。うっかり、手元を誤っちまったなぁ」

			　目の前に、血だまりが見えた。

			　これ、私の血……喉を切られたんだ。

			　……意識が、もう……。
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			「【回復】」

			　ルークの呪文が聞こえた。

			　そして、呪文を唱えたルークを嘲笑う男の声も。

			「坊主、無駄だ。レイナ様に治せなければ誰にも治せるわけはない」

			「間違えたんじゃない、初めから殺すつもりだったんだろう！」

			　ファーズさんが、手にしていた剣を落とすのが見えた。丸腰になったの？

			「当たり前でしょう？　エヴァンス様の脅威をそのままにするとでも？　ふっ。さぁ。レイナ姫、帰りましょう。結婚式に着るドレスは、それはもう美しいですよ」

			「【火】すべての剣を熔かす業火」

			　男の言葉を無視するようにファーズさんが呪文を唱える。

			　すると、白い炎がファーズさんに突きつけられた剣を包み込んだ。

			　あまりの熱さに、騎士たちはすぐに剣から手を離す。しかし、すでに手の皮にはひどいやけどの跡があり、回復魔法を口にしている者もいた。

			　騎士たちは、剣という武器を根こそぎ奪われたというのに、リーダーと思われる薄い頭の男は余裕の顔をしている。

			「はっ。馬鹿なやつだ。剣を奪ったところで、多勢に無勢。一人で我々の相手ができるとでも思っているのか？　知っているぞ、白い炎の火魔法は一度使えば魔力が切れるんだろう？　お前の唯一の特技である火魔法を自分で封じてくれるとは。ははははっ」

			「【回復】」

			　ルークの声が聞こえた。

			「誰の魔力が切れたって？　【火】圧縮した玉となって進め」

			　ファーズさんの手の平から、火の玉がすごい勢いで飛び出し、薄い頭の男の髪を焦がして消えた。

			　ああ、もっと髪が薄くなっちゃうんじゃないかなって、どうでもいいことが頭をよぎる。

			「【火】玉、玉、玉……」

			　ファーズさんが次々と火の玉を放つ。そのどれもが、騎士たちの体のすれすれを通過して、ちょろちょろと動き回っていたスライムに当たった。

			「そんなバカな！　なぜ、なぜ魔力が切れないっ！」

			　頭の薄い……いや、一部が禿(は)げた男が悔しそうに歯噛みする。

			『グロロロロォ―――ッ』

			　どすんっと、大地を揺らし、青い狼さんが着地を決める。跳ぶようにして駆けてきたのだろうか。

			『ヌシを……誰だ、ヌシを……我の大切なヌシを殺したのは！　許さん』

			　喉元から血を流して倒れている私を見て、青い狼さんが激しい怒りの気を放った。

			　ばたばたと気圧され、人が立っていられなくて倒れていくのが見える。

			　禿げた男は尻もちをついた。

			『お前か、ヌシの血の臭いがお前からする』

			　青い狼さんが、禿げた男に鼻先を近づけた。怒りで歯茎を見せてうなっている青い狼さんの口元からよだれが落ち、禿げ頭に滴(したた)り落ちた。

			『よくも、我の安(あん)寧(ねい)を……。何百年ぶりかの安寧を……。許せぬ！』

			　禿げた男がフルフルと首を横に振った。

			『ではお前か』

			　青い狼さんは大きな目をぎょろりと、騎士たちに向けた。

			　騎士たちは禿げた男と同じように首を横に振った。

			『くっ。誰が犯人でも構わん。覚えておるぞ、お前らはヌシが許したが、敵だ。お前ら、皆殺しにしてやる！　いいや、それだけでは我の怒りは収まらぬ。お前らの住まう国を滅ぼしてやる！　我にかかれば、国の一つや二つ、三晩もあれば滅びよう』

			　禿げ頭の男が、唇を震わす。

			「ま、まさか……あの本の話は伝説ではなく……」

			　本の話？　なんだろう？　私はモンスターの出てくる話をあまり知らないからわからないけれど……。

			　違う、そうじゃなくて、止めなくちゃ。

			　首を斬られたショックと、出血のショックで回復魔法で傷はふさがったけれど、頭がぼんやりしている。

			　声は出るだろうか。

			「……だい……じょう……ぶ」

			　あ、出た。ちゃんと声が出せる。

			『ヌシ？』

			　手を動かしたら動いた。

			　手を持ち上げると、青い狼さんが少し舌を出して、ちょんっと手の先をつついた。

			「生きてるよ。大丈夫。ありがとう、私のために怒ってくれて」

			『ヌシのために怒ったんじゃない。我は、我の安寧を侵されたことに腹を立てたんだ』

			　青い狼さんは、ふいっと顔をまた禿げ男に戻す。

			『生きていれば良いというものではない。お前たちは、ヌシを傷つけた……許すわけにはいかぬ』

			　再び、歯茎を見せて威(い)嚇(かく)する青い狼さんに、男は、ついに口の縁から白い泡を噴き出した。

			　そして、何やら本当に意味のない言葉をブツブツとつぶやきだす。

			　ああ、恐怖の頂点を通り越して、意識を失うこともできずにちょっとおかしくなっちゃったのかな。お酒を飲みすぎて怒り狂っている父親の姿を思い出して、背筋が寒くなる。

			『どこだ、お前の国は。北か？　南か？　西か？　東か？』

			「待って、えっと……私を助けてくれる、レイナさんやファーズさんたちも同じ国なの。この人たちは嫌いだけれど、大切な人たちの国でもあるから、滅ぼさないで……」

			　くらりと揺れる頭。

			　必死に体を起こし、倒れるようにして青い狼さんの前足にしがみついた。

			『ヌシ……そうか。ヌシを助けてくれる人間の国か……』

			　青い狼さんは、ちらりとレイナさんやファーズさんの顔を見てから、視線を騎士たちに戻した。

			『だが、こいつらは野放しにはできぬ。ヌシをまた傷つけるやもしれぬからな』

			　私が抱きついているのとは逆の前足をぬいっと持ち上げる。先には鋭い大きな爪がついている。

			「待って！」

			　私は善人ではない。

			『なぜ止める？』

			　この人たちが死のうが生きようが知ったことではないけれど……。

			　でも、私のせいで死ぬのはいやだ。

			　私の目の前で死なれるのもいやだ。

			　私のせいだと知らない誰かに罵られたくない。

			　どうでもいい人たちが殺される場面を脳裏に焼き付けるのもいやだ。

			　そういう、自分勝手な理由で、青い狼さんの憎しみを抑えてもらうというのは、青い狼さんにとっては苦痛だろうか。

			　青い狼さんが苦痛に思うのなら……、止めないけれど。

			　なぜという問いに即答できずに黙り込んでいると、ルークが私の前に歩み出た。

			　ルークは、青ざめて震える騎士たちに向かって口を開いた。

			「死にたくないならば、生き証人になればいい」

			　生き証人？

			「国に戻って伝えるのがお前たちの役目だ。レイナやファーズ……そしてこの村の人間を傷つけたらどうなるか。国に、国王に、その馬鹿な宰相や……魔力で人を差別するすべての愚か者に伝えるがいい！」

			　ああそうか。

			　皆が死んでしまえば、青い狼さんのことを誰も知らないままになっちゃうんだ。

			　また同じようにレイナさんを連れていこうとする人が現れるかもしれないもんね。

			　今回みたいに、誰かが危険にさらされるようなことがあるかもしれない。

			　だったら、生きて国に帰って「レイナさんを傷つけると青い狼さんが黙っちゃいない」って言いふらしてもらったほうがいいよね？

			　ルーク、賢い！

			「体はもちろんのこと心を傷つけるようなことをすれば、国が滅ぶ――と。生き証人として死ぬ気で国に訴えるか、ここで今すぐ死ぬか。選べ」

			　ルークの小さな体。見た目はわずか五歳ほどの子供の体から発せられた言葉なのに。

			　不思議と、とても大きな存在に言われているような雰囲気があった。

			　単に、この緊迫した雰囲気の中、すべての人の一つずつの行動が深い意味を持つように感じるのだろうか？

			　ううん、違う。

			　さっきの命令しかしなかった宰相の言葉よりも、ルークの言葉のほうが重みがある。

			「わっ、わかりました！　伝えます！　わ、私は、生き証人として国に伝えます」

			　一人がルークの前に平伏した。

			「わ、私も……」

			　宰相を助けようともせず我先にと逃げ出した、剣を持った騎士たちが次々と平伏した。

			　それを見て、ファーズさんに剣を奪われた者たちも地に伏した。

			　およそ三十名の騎士すべてが、小さなルークの前に頭(こうべ)を垂れた。

			　不思議な光景だ。

			　ん？

			　しがみついていた青い狼さんの毛がぞわりと動いたように感じる。

			『来たか……』

			　来た？　何が？

			「また、モンスターが増え始めたぞ！」

			　シュナイダーさんの声に、平伏していた騎士たちが顔を上げた。

			「森では滅多に出ないような蛇型の中位モンスターまで現れ始めた」

			　ファーズさんの息を呑むような声に、崖のほうに視線を向ける。

			　距離のあるこの場所からでもはっきり見える、大きな蛇が踊るようにして崖の上から村へと飛び降りていた。

			「くっ。なぜ、滝はあるのにまだモンスターが来るのか……」

			　レイナさんが舌打ちする。

			『我がいるというのに、来るとは……』

			　あ、そうだ。

			　いつもなら青い狼さんの気でモンスターは逃げていくんだよね？

			　なんで、青い狼さんがいるのに、モンスターたちはやってくるんだろう？

			「あ、あれは！　まさか……！」

			　騎士の一人が、崖の左のほうを指さした。

			　そこに姿を現したのは、滝の幅と同じぐらい大きな蛇型モンスター。

			　いや、蛇ではない。頭には大きなトサカのような形をした角。

			　そして、体には鱗(うろこ)に覆われた太い足が二本生えている。

			「トサカのような角……そして、鳥の足が生えた蛇型モンスター……まさか……」

			　騎士の一人が立ち上がって崖の上に立つモンスターを見る。信じられないといった様子で、小刻みに顔を横に振ってモンスターを呆然と眺めていた。

			「伝説の蛇の王か……。名は、バジリスク」

			　ルークのつぶやきに、騎士たちが怯えるような声を出した。

			　そして、

			「バジリスク」

			　レイナさんがゴクリと唾を呑み込んだ。

			「滝が止まっただけであれほどのモンスターが来るのはおかしいと思っていたけれど、バジリスクから逃げていたのね。だから、後先考えずに、崖からどんどんと落ちてきた……」

			　バジリスク、蛇の王？

			　モンスターのことにはちっとも詳しくないから強さはわからない。

			　だけれど、大量のモンスターが、バジリスクから逃げるために崖から落ちてきたんだとしたら……。

			　中位モンスターがおびえて後先考えずに逃げ出すくらいだ。すごく強いモンスターなんだろう。

			　でも、バジリスクから必死に逃げたら、その先に青い狼さんがいるなんて……。逃げてきたモンスターは逃げ道を誤ったわね。

			　いや、それとも、バジリスクは青い狼さんよりもずっと強いの？

			　青い狼さんがくっとおかしそうに喉を鳴らす。

			『バジリスクごときが我に近づくとは』

			　ん？　思っていることまで青い狼さんに伝わったりしないよね？

			『くくくっ。代替わりしたのか。前の王は決して我に近づくような真似はしなかったのにな。愚かな若造だ。我に勝てるとでも思ったか』

			　青い狼さんの毛が揺れている。

			　今までとは比較にならないくらい気が全身からあふれている。青い狼さんの気を浴びて、肌がピリピリとする。

			『食ってやるわ』

			　だんっと、青い狼さんの後ろ足が地を蹴った。

			　そのひと蹴りで、軽く村長の家よりも高く跳び上がる。そのまま、崖へ向かって風のように駆け出すかと思ったら……。

			　ドスンと地に降り立ち、立ち止まってぐるりと振り返った。

			『ヌシ、我の背に乗れ。あやつに勝つことよりも、我にはヌシが大切だ』

			「え？　それって……」

			　崖の上に立つ巨大な蛇の王、バジリスクと戦わないってこと？

			「私を連れて逃げるの？」

			　青い狼さんが不機嫌そうな声になった。

			『逃げる？　我の敵ではない。あやつから逃げる必要など我にはない。だが、蛇の王は大量の眷(けん)属(ぞく)を解き放っている』

			　眷属、蛇型のモンスターのことかな？

			『我がやつと対(たい)峙(じ)している間に、ヌシを眷属に襲われては困るからな。逃げるのではない、ヌシを……』

			「私を、守ろうとしてくれるのね？」

			『ち、違う、守るんじゃない、ヌシを逃がすのだ』

			　青い狼さんは言い換えたけれど……。

			　私を守るために、逃がそうとしてくれるってことだよね。

			　うれしい。

			「ありがとう」

			　本当は、跳び上がった勢いでそのままバジリスクを倒しに行きたいんだよね？

			　それを、私を守るために思い止まったんだよね？

			　守ってくれるという気持ちは、ほんとうにうれしい。

			　でも、でも……。

			　私が、青い狼さんの背に乗って、村から逃げ出した後はどうなるの？

			　バジリスクは……、バジリスクの眷属である蛇型モンスターたちは……。逃げてきた大量のモンスターたちは……。

			『さぁ、乗れ』

			　青い狼さんが私を背に乗せようと腰を落とす。

			　青い狼さんが私を守りたいと思ってくれたように、私は、守りたいんだよ。

			　ルークを、レイナさんたちを、ヤンさんたち村の人たちを！

			　青い狼さんが、私が安寧だと言ってくれたように、私にも、村が、村の人たちが安寧をもたらしてくれるの。

			　守りたい。

			　失いたくない。

			　首を小さく横に振る。

			「青い狼さんは、バジリスクを倒せるんでしょう？」

			『当たり前だ！　あんな若造に我が負けるわけはない！　我を誰と思っている！』

			　青い狼さんに近づいて、そっと手を伸ばして逆立っている毛をゆっくりとなでた。

			「お願い、だったら、バジリスクを倒して……」

			『それは、簡単だが、その間にヌシにもしものことがあったら……』

			　ぎゅっと、大きな体に抱きつく。
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			　伸ばした手は狼さんの体の半分にも回らなかったけれど。長くて少しだけ硬い毛に顔を埋める。

			「大丈夫。死なないから。知ってるでしょう？　私の収納は優秀なのよ。襲ってくるモンスターを、どんどん中に収納するから……。怪我をしたら、ルークが治してくれる。それに、ファーズさんたちはけっこう強いのよ？　中位モンスターとなら戦えるわ」

			　私の言葉に、剣を振りながら、ファーズさんが付け足した。

			「けっこうじゃないぞ。人間としてはかなり強い」

			　今も、中位モンスターをずばずば切り刻み、躊躇なく火魔法を飛ばしている。

			　ルークがいれば魔力切れを心配しなくていいからだろうか。

			　火魔法の制限のないファーズさんは、かなりどころか、めちゃくちゃ強い。

			「俺も、なかなか強いぞ」

			　シュナイダーさんが、次々に矢を飛ばしながら口を開いた。

			　矢の回収はレイナさんがしている。

			　魔力切れの心配がないためか、シュナイダーさんの風魔法は、矢の方向を制御するだけではなく加速にも使われているようだ。先ほど以上の殺傷力を持って、モンスターに向かっていく。

			　それから、ファーズさんの指示で村長の家を取り囲むように配置されている騎士たちも、そこそこの腕前のようだ。

			　そう。

			　巨大な敵……バジリスクの登場と、眷属である蛇型モンスターを目の前に騎士たちはファーズさんの指揮に従って動いたのだ。

			　もちろん、ルークの先ほどの脅しも効いていると思う。

			　が、巨大な敵を前にし、どうしたらよいのか心が停止してしまったのだろう。命に従うという行為が、騎士としては今は一番楽な選択なのかもしれない。

			「中位モンスターなら、人間でも倒せる。でも、バジリスクは、青い狼さんにしか倒せない。私は大丈夫だから、倒して！」

			　青い狼さんの体から、キラキラとしたものが立ち上るのが見えた。

			　肌のピリピリがひどくなる。産毛が逆立つ。

			　この、綺麗なキラキラが気？　ピンクで綺麗な気がフワフワと青い狼さんの体の周りに浮かんでは消えている。

			『伝説級のモンスターを口にするのは久しぶりだ』

			　ポタリ、ポタリと、青い狼さんの口からよだれが滴り落ちた。

			　モンスターの味の善しあしは全然わからないけれど、青い狼さんにとっては、バジリスクはおいしい部類なんだろうか。

			　蛇はうまいって言っていたし。

			『人間たち、ヌシに万が一があれば容赦はせぬぞ』

			　青い狼さんの言葉にそれぞれが覚悟のある顔を見せる。

			「【火】最大球圧縮、行け」

			　ファーズさんが、火魔法の呪文を唱えた。

			　手の平から頭の大きさ程度の火の玉が勢いよく、青い狼さんに向かって放たれた。

			「【回復】」

			「【火】行け」

			　ルークがすぐにファーズさんに回復魔法をかけ、再び火の玉を放つ。

			　三度、青い狼さんに向けて放たれた火の玉。

			　なんで！

			　青ざめている私とは対照的に、青い狼さんは微動だにせず、すべての火の玉をただ、黙って見送った。

			　火の玉は、いずれも青い狼さんの毛を少しだけ焼いて、後方の地面に大穴をあけた。

			　土が溶けているの？

			　まさか……？

			『くっ、人間、名はなんと申す』

			　青い狼さんがファーズさんに名を問う。

			「ファーズ」

			『ファーズか……くくくっ』

			　なぜ、ファーズさんは青い狼さんに向けて火魔法を……。

			『今の攻撃は当たっていれば、我といえどもただではすまなかっただろう』

			　青い狼さんからそれた魔法は、地面を溶かして大きな穴をあけている。

			　どれほどの熱量があれば、あんなことになるのか想像もつかない。

			　だって、地面の上で焚き火をしても、地面が燃えたり溶けたりするところなんて見たことがない。

			『だが、あの速度では我に当てることはできぬ。呪文を唱えている間に、首が飛ぶであろう』

			　青い狼さんの言葉に、ファーズさんはがっかりした様子も見せずにうなずいた。

			「ああ、もちろん。我々人間が勝てる存在でないのは知っている。ただ、安心材料を見せたかった」

			　安心材料を見せる？

			『ふっ。そうだな、我が人間の力を侮(あなど)りすぎていたようだ。確かに、今のを見て安心した。それだけの力があれば、バジリスクの眷属程度、束になってかかってこようが心配なさそうだ』

			　ああ、なるほど。

			　ファーズさんは自分の力を見せるために、青い狼さんに向けて……いや、青い狼さんに当てるつもりのない魔法を放ったんだ。

			『伝説の蛇の王バジリスクなど、大層な名で呼ばれているが、半刻もあれば片が付くだろう。その間、ヌシを頼んだぞ〝ファーズ〟』

			　ファーズさんの背に、私がかばわれたのを確認して青い狼さんが地を蹴った。跳躍力は凄まじく、ずいぶん距離がある崖まで数歩で到達する。

			　すごい……。

			「さぁ、エイル、小屋の中に入っていろ」

			　ファーズさんが、私をかばいながら剣を振り、村長の家……ファーズさんが小屋と呼ぶ建物の入口まで誘導する。

			「私も、戦える……」

			　と、ファーズさんに訴えたが、ファーズさんは優しそうな目で小さく首を振った。

			　ああそうか。私が戦えるなんて信じられるわけがない。

			　そもそも、戦うわけではない。収納することで、安全を確保するだけだ。モンスターを殺すことはできないのだ。

			「あの、戦うっていうか、収納魔法で……」

			　と、言葉を続けようとしたけれど、ファーズさんの大きな手が私の頭をなでた。

			「素直に守られてくれ、エイル。俺たちを信用してくれるな？」

			　私の力がなくても、十分戦えるっていうことを私は疑ったわけじゃないけれど。

			　何かしたかった。

			　だけど、村の人たちと一緒に小屋にいたほうが守りやすいってことだよね。私が今すべきことは、素直に小屋に入ることだ。

			「うん。皆気を付けて」

			　小屋の中に入る。

			　窓から外を見て、目に付くモンスターを収納しよう。

			　と、そう思っていたけれど……。

			　小屋の中に入ったとたんに、村人の様子が外にいる皆とあまりにも違うのにびっくりした。

			　ファーズさんたちは、余裕はないけれど希望は捨てていない。青い狼さんが戻るまで私を守ると使命感に燃えている。

			　小屋の中の村人たちは身を寄せ合い、青い顔をして震えている。その表情は悲(ひ)愴(そう)感が漂っていた。

			「怖いよぉ～」

			　小さな声で恐怖に耐え切れず泣き出す子供の背中を、親が震える手でさすっている。

			「何がどうなっているんだろう……」

			「さっきからとても強い気を感じる……」

			　ぼそぼそと囁(ささや)く声に、気が付いた。

			　そうだ。

			　皆は外の様子がわからない。

			　窓から見えるのは、次々に現れる中位モンスターと格闘している騎士の背。

			　ファーズさんやシュナイダーさんのように一撃で仕留めるような頼りがいのある戦い方はしていない。

			　苦戦しながら戦う姿を見ていたら確かに不安も大きくなるかもしれない。

			　それに、青い狼さんが発したあの強い気。あれが味方のものだという情報もない。

			　となれば、恐怖するのも無理はない。

			　戦いは、外の皆に任せよう。

			　今、私にできること。

			「大丈夫です。騎士の人たちが建物の周りを取り囲んで、モンスターを近づけないようにしています。それに、ファーズさんやシュナイダーさんたちは、魔力切れを気にせずに戦えるようになったので、とても強いです」

			　安心させるために、大きな声で注目を集める。

			「魔力切れを気にせず？」

			　私が、皆に話してもいいのか、一瞬戸惑う。だけれどきっと、ルークもファーズさんたちに言った時点で皆に知られる覚悟はしているはずだ。

			「回復魔法しか使えないルークの魔法で……」

			　たったそれだけの説明でも、多くの村人には伝わったようだ。

			　ルークが魔欠落者で、魔欠落者の使う魔法には他の人と違うことが起きることがあるって。

			　村人の表情が一瞬明るくなったけれど、すぐに別の声で元に戻った。

			「でも、いくら倒しても、次々と現れる。いつまで続くのかもわからない。回復魔法で回復し続けたとしても、寝食を欠いて戦い続けることはできない……」

			　あ、ああそうだ。食べなければ死ぬんだ。

			　ここに避難している村人たちも、いつまでもここに居続けることもできない。

			「今、次々に現れているモンスターは、バジリスクの眷属だそうです」

			「バッ、バジリスク？　まさか！」

			「もうだめだ！　バジリスクといえば伝説の蛇の王じゃないか！」

			　小屋の中の空気がざわりと凍り付いた。

			「大丈夫、半刻ほどで、バジリスクはいなくなるはずです。そうすれば、眷属のモンスターもいなくなるはずですし、崖の上から落ちてきたモンスターたちは、バジリスクから逃げてきたモンスターたちなのでまた来なくなるはずです」

			　まさか、本当なのか？　信じられないと、まだ小屋の中の空気は凍ったままだ。

			　……青い狼さんの話をしたほうがいいのかな？

			　だけど、すごく強いモンスターだって、どうやって説明したらいいんだろう？

			「ママー、お腹すいたよ。いつ家に帰れるの？」

			　ピリリとした空気の中、状況が理解できていない小さな子供が声を上げた。

			「もうちょっとよ。もうちょっと我慢しようね」

			　私の「あと半刻」という言葉を信じたわけではない。ただ、子供をなだめるための言葉だとわかった。

			「もうちょっとってどれくらい？」

			　ここにいる皆が知りたいことを、子供が口にする。

			「あのね、お外にいるモンスターをお兄さんたちが倒してくれているからね。一刻もすれば大丈夫よ？」

			　青い狼さんがバジリスクを倒せば、眷属も他のモンスターたちも、青い狼さんの気を避けて逃げていくはずだ。

			　だから、一刻あれば。

			「えー、まだ起きてから何も食べてないよ？　お腹すいた」

			　そういえば、朝食が終わって皿を洗っているときにこの騒ぎが起きた。

			　朝食をまだ食べていない人もいるのだろう。日はそろそろ一番高い位置にある。

			「【取出】」

			　収納から、ナナバを取り出し、子供に手渡す。

			「わー、なにこれ？　初めて見るよ」

			「どうぞ。ちょうど甘くておいしいよ？」

			「え？　甘いの？」

			　子供がお母さんの顔を見る。

			「ありがとうございます」

			　母親が、ぺこりとお辞儀をした。そうか。この村では甘いものの入手は果物といえども難しいんだっけ……。モンスターが出る森には入っていけないし。と、見れば、他の子供たちがうらやましそうにこちらを見ている。

			「【取出】」

			　収納してあるナナバの実をすべて取り出す。

			　木ごと収納してあるものは、取り出そうと思ったら木が丸ごと出てきてしまうので小屋の中じゃ無理だ。

			　ルークに収納の中に入って取ってきてもらわないと……。でも今は、ルークは皆と回復魔法で戦っている。

			　……別の人に入ってもらう？

			　でも、収納されても大丈夫だって、わかってもらえるのかな？　普通は命あるものを収納はできないのに……。

			　それに、もし中で火魔法とか使われたら、どうなっちゃうんだろう？

			　私が熱く感じるとかないのかな？　だめだ。やっぱりむやみに人を収納するべきじゃないよね。

			「食べていいの？」

			　男の子の声にはっとする。

			　目の前に集まった子供たちの数とナナバの数を見比べる。明らかに足りない。えーっと、小さい子を優先？

			「うん、でもごめんね、足りないから……」

			　十三、四歳くらいの男の子が、にこっと笑って、ナナバを一本取った。

			　両手で端を持ち、左右に引っ張ると、ナナバはきれいに二つに分かれた。次々に二つに割って、子供たちに手渡していく。

			　足りなかったナナバが、今度は余っている。

			「はい、エイルちゃんの分」

			　女の子が私にもナナバを渡してくれた。

			「って、もともとエイルちゃんのだったね。ありがとう。いただきます」

			　手渡された半分になったナナバ。

			　今までいっぱいナナバを食べてきたけれど……。いつもの、半分しかないけれど……。

			「おいしい」

			　今まで食べたどのナナバよりもおいしく感じる。

			「本当に、おいしいね。あまーい」

			　ニコニコと笑って一緒に食べる人がいる。

			　一緒に一つのナナバを分けて食べる人がいる……。

			　魔欠落者だからと避けられることも蔑まれることもなく。この村にいれば、これが普通なんだ……。

			「残ったのも、もらっていいか？」

			　ナナバを二つに割っていた男の子にうなずき返す。少し残っていたナナバ。

			　少年が自分で食べるのかと思ったら。

			「おばちゃん、お腹の子、味がわかるかな？」

			　と、お腹の大きな女性に手渡した。

			　それから、一番年かさの老人に。

			「これなら柔らかいから食べやすいよ。じいちゃん食べるのに時間がかかるから朝食途中だっただろう？」

			　……誰も文句を言わない。

			　俺のほうが偉いだとか、お前は魔力が弱いくせにとか、そんなことを言う人は一人としていない。

			　それどころか、力のない者に分け与えるのが当然だと……。今、一番必要であろう人間に手渡すのが当たり前なの？

			　ああ、そうなんだ。

			　魔欠落者だから、同じ魔欠落者に優しいとかそういう次元の話じゃないんだ。

			　自分が魔欠落者だろうと、相手が魔欠落者だろうと、そんなのは関係ない。

			　誰かの手を必要としている人に手を差し伸べ、お互いに助け合って生きて、ただ、それだけのことなんだ。

			　助け合わないと生きていくのが大変な村だから……？

			　今まで辛い思いをしてきた人たちが集まっているから……？

			　ううん、違う。

			　違う。

			　だって、子供たちには生きていくのが大変だとか、今まで辛い思いをしたとか関係ないんだから。

			　優しいんだ……ううん、そうじゃない。

			　知ってるんだ。

			　きっと、こうして分け合って食べるナナバが、奪い合って食べるよりもおいしいって。

			　いがみ合うよりも、思いやりを持ったほうが、幸せな気持ちになれるんだって。

			　私……ここにいたい。

			　この村にずっといたい……。

			「うわぁーっ！　モンスターだ！」

			「え？　何？　なんだ？」

			「ああーっ」

			「大丈夫か？　【回復】」

			「逃げろ、皆、逃げるんだ！　小屋から出るんだ！」

			「うわぁっ」

			　え？

			　何、何なの？

			　小屋の中が突然、騒然とし始める。

			　モンスターが小屋の中に入り込んだ？

			　でも、小屋の壁も屋根もアネクモの糸で覆われているから大丈夫なんじゃ？　まさか、アネクモの糸を突き破れるような強いモンスターがいる？　いたとしても、ファーズさんたちが見逃すはずが……。

			「やばい、回復魔法が効かない……もっと強い魔法じゃないと……顔色が」

			「とにかく逃げるんだ、ここにいては皆やられる！」

			　どういうこと？

			　小屋の入口のドアが開けられる。

			　出入口に近い者たちから外に飛び出した。

			　なんで？

			　どこからモンスターが!?　

			　人が減って、小屋の奥の様子が目に入った。

			「あ！」

			　あれは……！

			　モグラ型のモンスターだ。地面の中から出てきたんだ！

			「しっ……【収納】」

			　急いで収納する。村人はパニック状態なので、急にモンスターの姿が消えたことに関して何も思わないようだ。

			「誰か、回復魔法をっ！」

			　ああ、朝一緒に食器を洗っていた女性が青い顔して倒れている。

			「【回復】」

			「【回復】」

			　回復魔法を使える人が何人か呪文を唱える。

			「だめだ、私たちの魔法じゃ……何があったんだ？」

			　もし、恐怖で倒れただけだとすれば、回復魔法で顔色は戻るだろう。だが、女性の顔は青いままだ。

			「うわっ！　また出た！」

			　叫び声のあったほうに目を向ける。床板を突き破ってモグラモンスターのしっぽが現れた。

			「うわぁっ！」

			　呪文を唱えなければと思ったときには、モグラモンスターのしっぽの針が近くにいた子供の足を刺し、あっという間に床板から姿を消した。

			「大丈夫かいっ！　【回復】」

			　近くにいた女性が呪文を唱えるが、倒れた子供の顔色は回復しない。刺された足の傷がふさがっただけだ。

			　そうだ、青い狼さんが言っていたじゃないか！

			　モグラ型のモンスターは、苦みがうまい。だが、それは人間には毒だと……。

			「毒……気を付けてください、しっぽの針には毒が！」

			　私の言葉で、村人たちは余計にパニックになってしまった。

			　失敗した。

			「大丈夫、ルークに回復魔法をかけてもらえば！」

			　私の声が届いたかどうかわからない。パニック状態は収まらず、小屋の出入口に人が殺到していく。

			「出た！」

			　床板を突き破り、再びモグラモンスターのしっぽが見えた。

			「【しゅ……】」

			　呪文が終わる前にそれは姿を消す。

			　だ、だめだ。私の収納魔法は役に立たない……。

			　どうすれば？

			　そうだ、地面から離れればいいんだ。

			「しっかり、ああ、脈が弱く……」

			　はっ！

			　刺された人の手当てが先だ。ルークを呼ばなくちゃ。

			　小屋の外に出ると、村人があちこちに散らばってしまっていた。

			　騎士たちが、飛び出した村人を守るために後を追いかけ、小屋を守っていた陣形は崩れている。

			「戻れ！」

			　レイナさんの声も、恐怖で我を失っている村人には届かないようだ。

			「小屋の床下からモンスターが現れたんだっ」

			　必死に状況を説明しようとする者もいる。

			「ルーク、毒にやられた人が、お願い！」

			　ルークの姿を見つけて声をかける。

			「すぐに、戻ってくれ」

			　場を離れようとしたルークの背にファーズさんが声をかけた。少し焦りのある声だ。

			　……そうか。今はルークの魔力を回復する回復魔法ありきの戦い方をしている。ルークが場を離れれば、それができない。

			　モンスターの数は、小屋の中に入るときの比じゃないくらい増えている。

			　おまけに、バラバラに逃げ出した村人を守るために、シュナイダーさんは四方に矢を放っている。

			　つまり、小屋に向かってくるモンスターをファーズさんは今まで以上に退治しなくてはならなくなっているのだ。

			　ルークは小屋の中に入り、倒れている二人に急いで回復魔法をかけて、また外へ出ていく。

			　動けるようになった村人も、小屋の外へと出ていこうとする。

			「待って、バラバラになってしまっては守りきれない。小屋の中に皆戻って！」

			　レイナさんの叫びに、

			「小屋の中に、地面からモンスターが出た！　小屋だと逃げ場がない！」

			　と、悲鳴に近い声が上がった。

			　確かに、狭い小屋の中にたくさんの人がいては、モンスターが現れても距離をとって逃げることができない。

			　とはいえ、小屋の外に出てしまえば、地面の下からだけでなく右から左から次々にモンスターが襲ってくる。右から来れば左に、前から来れば後ろにとそれぞれが逃げ出して、村人たちはバラバラだ。

			　今は何とか目につく範囲に散らばっているため、村人たちに向かうモンスターを遠距離攻撃ができる騎士やシュナイダーさんの矢で守っている。

			「だめだ、これ以上散らばっては……」

			「危ないっ！　【収納】」

			　私も、小屋を背にして村人たちを守ろうとする。

			「エイルっ！」

			　私の姿を見つけ、ファーズさんが怖い顔で近づいてきた。

			「危険だ」

			「だけど……」

			「ああ、小屋の中もすでに安全じゃなかったな……くそっ！」

			　収納魔法で私も戦えるとはもう思わない。

			　モグラ型のモンスターが足元からしっぽを出せば、呪文を唱えるよりも先に刺されて倒れてしまうだろう……。

			　見えずに近づいてくる敵には、私は無力だ。

			「仕方がない、エイル、俺の背に乗れ。お前だけは何としても守る」

			　私だけ？

			「【風】村人に、バラバラに逃げてしまっては守れない、戻ってきて」

			　レイナさんが風魔法で村人に呼びかける。

			「ああ、刺された！　助けておくれ」

			　村人から風魔法で声が飛んでくる。

			　刺されたというのは先ほどのモグラ型モンスターだろうか。

			「ルーク！」

			　ルークに声をかけるが、ルークは首を横に振った。

			　なんで！

			「姿が見えない相手に回復魔法はかけられない」

			　そうだ。その通り。じゃあ、その人のところへ行こう？

			　モンスターのいる中を進むことはできない？

			　だったら、ファーズさん、ルークを連れていってあげて！

			　だめなの？　私の元を離れるわけにいかないから？

			　私を守るため？

			　私を危険にさらせない？

			　やだ、やだ、やだ！

			　涙が、伝うのがわかる。

			　わがままをファーズさんに言っている自覚もある。

			　最大限の人間を救うためには、私が無事でいる必要があるって。

			　助けたいって、村人を助けたいって……。ルークもファーズさんも、皆きっと私と気持ちは同じだってわかってる。

			　だけど、だけど、優先順位があって、辛いけど、諦めないといけない命があって……。

			　だけど、私は、わがままだけど、そんなのいやだよっ！

			　何とかしたい、何とかできないの？

			　目に映るモンスターを私がすべて収納すればいい？

			　……そう、そうだよ！　全部収納って一度に収納しちゃえば……。

			　そうして、袖で涙を乱暴にぬぐい、顔を上げる。

			　ぶわっと、飛び込んできた大量のモンスターの姿。

			　また、増えている。

			「【火】」

			「【風】」

			　ファーズさんが出した大きな炎を、シュナイダーさんの嵐のような強風が広げる。

			　まるで竜巻のような炎がごおおっと、大量のモンスターを一度にやっつける。

			　すごい。魔法の連携なんて初めて見た……。

			「ふっ、それ便利な魔法ね！」

			　レイナさんの言葉に、シュナイダーさんが笑った。

			「ルークの回復魔法がなくちゃ使えない上に、ルークのアイデアだ。さぁ、もういっちょいくか！」

			　ルークのアイデア？　ってことは、今までこんな連携した魔法はなかったってこと？

			　ファーズさんが呪文を唱え、巨大な炎を作り出す。

			「【火】」

			　これなら、一度に大量のモンスターを退治できる。私が収納魔法を使うまでもない……。

			「【か……】」

			　シュナイダーさんが呪文を唱えようとしたときに、レイナさんが止めた。

			「待って！　人が！」

			　今、炎の竜巻を出そうとしていた範囲に、村人の一人が逃げてきたのだ。

			「ちっ。せっかくいい方法だと思ったのに！」

			「【風】お願い、皆一カ所に……！」

			　レイナさんの必死の声に、何人かの村人は戻ってきて小屋の周りに立っている。だけれど。

			　どう見ても半分。

			　あとは、戻ってこられないのか、声が耳に入らないくらいパニックになっているのか……。

			　すでに――。

			　考えろ、考えるんだ。ルークだって、連携する魔法を考え出した。

			　何か、何か方法があるはずだ。

			　ここから見えるモンスターは皆が退治してくれる。

			　ここから見えない場所にいる村人がモンスターに襲われる。

			　収納魔法では、見えないモンスターは収納できない。見えない場所にいる村人たちは。

			　村人たちがこちらに来られないなら、こちらが移動して守るしかない。

			　でも、移動など、できるはずがない。私が後先考えずに飛び出していくわけには……。

			　あ……。

			「ファーズさん……私を全力で守ってくれるのよね？」

			「ああ、もちろんだ」

			　ファーズさんの返事を待ってレイナさんにも質問をぶつける。

			「レイナさん、一カ所に皆が集まれば守りやすいんですよね？」

			「ええもちろん」

			　ごくんと唾を呑み込む。

			「【取出】」

			　小さな声で呪文を唱え、収納魔法に入れたモンスターを遠くに取り出してから、小屋の周りの村人に顔を向ける。

			　怖い。

			　怖い。

			　……すごく怖い。

			　私が、皆の命を預かるなんてすごく怖い。

			　だけど、私が恐れる顔を見せてはだめだ。安心してもらうには、笑わなくちゃ……。

			「大丈夫だから、私のことは、皆のことは、ファーズさんたちが守ってくれるから」

			　にこっと笑えただろうか。

			「【収納】」

			　呪文を唱えて、見えている村人を収納した。

			「え？　おい、まさか！」

			　いち早く気が付いたシュナイダーさんが声を上げる。

			「私は魔欠落者です。シュナイダーさん【収納】……【取出】」

			　シュナイダーさんを収納して、三秒しないうちに【取出】。

			「はっ、広い上に居心地良さそうな場所だな」

			　すぐに理解してくれたようだ。

			「私一人を守ってください。守り切ってください。村の人たちの命を……私が預かります」

			　私が死ねば、収納魔法の中のものは取り出せない。つまり、村人も皆、死んでしまうのだ。

			　人の命を預かるなんて、責任を持つなんて……怖い。

			「ああ、それならずいぶん戦いが楽になる」

			　言わなくちゃ。わがままを。

			「楽にはならないかもしれません。私、ここに立ち止まるつもりがないんです。それでも、守ってください」

			　私の言葉にレイナさんがうなずいた。

			「もちろん。【風】村人に、位置を知らせられる者は教えて、助けに行く」

			　レイナさんが私の言いたいことを全部わかってくれた。

			「ほら、ファーズ、二人を乗せろ」

			　シュナイダーさんがいつの間にか小屋に置いてあった背負子を持ってきていた。

			「ああ、正面は俺が。レイナとシュナイダーは、左右を頼む。それから、一人はシュナイダーの補助を、残りは全員後ろを守れ。それだけの人数がいれば、何とかなるだろう？」

			　騎士たちがファーズさんの指示で隊列を組み、ファーズさんの後ろに並んだ。

			　私とルークは魔獣の森の中を移動したときのようにファーズさんの背負った背負子に座る。

			　すぐに、ファーズさんが村の中を走り出した。

			「ヤンの家の前にいる。リーアが怪我をして動けない」

			　風魔法で声が届く。すぐにそちらに向かう。移動中も村人の姿がないか捜しながらあちこちに視線を走らせる。

			「【風】魔法で声が届けられない者は叫び声を。声が出せない者は、音の鳴るもので音を！」

			　レイナさんが言ったすぐあとに、通り過ぎた場所からカンカンカンと何かを叩く甲高い音が聞こえる。

			　家の陰、見えない場所に二人。

			「【回復】」

			　姿が見えた瞬間にルークが回復魔法を唱える。今は症状は出ていなくても毒に冒されている可能性も考えてのことだ。収納してしまえば中の人のことはわからない。助けを求められても、伝わらないからだ。

			「【収納】」

			　そして、すぐに収納する。

			　こうして、村の中を人を捜して動き回る。

			「！」

			　モンスターに体の一部を引きちぎられた村人もいた。

			　だけど、命はある。

			「【回復】」

			　ルークの回復魔法では、引きちぎられた部位をくっつけて元に戻すことはできるらしいけど……失われた部位を再生することは流石にできない。

			「【収納】」

			　辛い。きっと辛い。昨日まであった足が、突然奪われたのだ。

			　だけど今は、まずは生き残ること。誰一人欠けることなく……。

			「人数の確認を！　あと何人足りない？」

			　レイナさんの言葉に、早足で周りを確認しながら進んでいたファーズさんに声をかける。

			「ファーズさん、村人に詳しいのは誰ですか？　村長さん？　一旦外に出てもらいます」

			「この村に村長はいない」

			　え？　村長がいない？　そう言えばそうだった。

			「じゃあ、誰なら人数の確認ができるの？」

			　その人を一回取り出して、人数確認をしてもらうようにお願いしなければならない。

			「この村の人間は皆、家族みたいなもんだから、全員詳しいよ」

			　家族……。

			　いいなぁ。私も、この村の家族になりたい。

			「まぁ、末っ子のルークとエイルはまだ村人の顔と名前は覚えてないだろうが、他の皆は小さな子供でも全員の名前を知ってるぞ」

			「末っ子？」

			　ルークがびっくりして声を上げた。

			　五歳くらいだと思われていたとしても、末っ子ってことはないよね。確か、もっと小さな子供はいたはずだ。

			　それとも、もしかして小さく見えた子供たちも、実際はけっこうな年齢だとか？　私やルークみたいに……体の成長が遅い？

			「ふっ、だってそうだろう？　村の人間が皆、家族なんだとしたら、一番最後に村に来た人間が末っ子だ」

			「最後に来たから末っ子……」

			　ボソリとファーズさんの言葉を繰り返す。

			「なんだ、末っ子は不満か？　大丈夫。また村に新しく人が来れば、すぐにお姉ちゃんになるぞ」

			　モンスターの数は減っていない。

			　だけれど、こうして会話をする余裕があるのは、守る対象が私に絞られたからだろう。ファーズさんたちと騎士たち合わせて三十名近くが、私一人を囲んで守ってくれている。

			　だから、私も、少しホッとしたのと、うれしさで、目尻に涙が浮かんだ。

			　レイナさんがそれを見て、慰めの言葉を口にする。

			「あら、どうしたの？　そんなに末っ子が嫌だった？　大丈夫よ、すぐに人が増えるからね？　それに、エイルちゃんとルークちゃんが来る前には、私やファーズが末っ子って言われてたのよ？　それよりは、ずいぶん似合っていると思うわ」

			「ファーズが末っ子？」

			　ルークが驚いた声を出す。

			　私も驚いた。

			「そうよ、僕のほうがこの村ではお兄ちゃんだからって、ずいぶん子供たちに世話をされていたわね？」

			　くすくすと、レイナさんが何かを思い出したように笑った。

			「あー、そうだったな。それでいえば、俺は長男だからな？　ほれ、ファーズ、敬えよ？」

			　と、シュナイダーさんも楽しそうに笑う。

			「いいの？」

			　何かが詰まって、小さな声しか出ない。

			「ん？　エイルちゃん、いいのって何が？」

			「私が……私とルークが、この村の家族になって……いいの？」

			「何言ってんの、もうとっくにこの村の一員。家族でしょ！」

			　レイナさんがそっと頭をなでてくれた。

			　ううう……。だめ、ここで泣き出したりしたら。うれしくて泣きそうだけど、今は、まだ危険が迫っている。

			「誰でもいいのなら……リーアさん【取出】」

			　目の前にリーアさんが姿を現した。

			「え？　あ、村、いつもの村だわ……。私、いったいどうなって……？　急に知らない場所に皆と移動して……」

			　キョロキョロとあたりを見回す。

			「詳しい説明はあとでしますが、移動した場所は私の収納魔法の中です」

			「え？　でも、収納魔法に人って収納できたかしら？　それに、中には木も生えていたわよ？」

			　そうだ。実のなる木も何本も森で収納したんだった。生えてた？

			　倒れずに収納されてるってことよね？

			「説明はあとでします。あの、誰がいて誰がいないかを確認してほしいんです」

			　そこまで口を開いたとき、地面から、モグラ型のモンスターが飛び出してきた。

			　私を中心に囲んでいた陣形が崩れた。

			　リーアさんが危ない！

			「【収納】」

			　今の短いお願いの仕方でわかっただろうか？　とは思ったが、モグラ型のモンスターはずんぐりとした体形からは想像もつかないような動きをして危険だ。

			　あっという間に、騎士の一人の足にしっぽの針を突き刺した。だがその瞬間を狙って、別の騎士がモグラのしっぽを切り落とす。

			　ファーズさんに対して初めはあんな態度を取っていたけれども、さすがは騎士だ。

			　村人のように、モグラ型モンスターが現れたからと、皆が恐怖して逃げ出したりはしない。

			　青い狼さんからは逃げ出したけどね。

			「【回復】」

			　刺された騎士はすぐに回復魔法を自分にかける。刺された傷はふさがるが、騎士の回復魔法では毒まではどうにもならなかったようだ。みるみる顔が青ざめ苦しげに歪んでいく。

			「毒か！」

			　と、別の騎士が叫ぶ。あ、知らなかった？

			　そうか。小屋の中で出たから、騎士はまだ知らなかったんだ。

			「刺されたら回復魔法が効かないのか？」

			　足元からまた、モグラ型モンスターが姿を見せた。今度は、先ほどのように騎士たちは冷静ではない。しっぽの届かない距離まで一斉に後退して、剣を遠くから振り下ろした。

			「【回復】」

			　村人にはすぐに回復魔法を唱えていたルークが、やっと騎士に回復魔法をかけた。

			「僕の回復魔法があるから、毒に怯えることはないよ。きちんと僕たちを守ってくれるなら、苦しむことはない」

			　ルーク、それって、きちんと守ってくれないと苦しむよってこと？

			　毒が回って苦しんでからしか、治してあげないってこと？　……まぁ、気持ちはわからなくもないけど。

			　ファーズさんにひどいこと言っていた人たちだし。少しくらい意地悪したくなるよね？

			　騎士たちの何人かはルークの言葉に、モグラ型モンスターに刺されてもいないのに顔を青くしていた。

			「【取出】」

			　そろそろいいかなと、リーアさんに出てきてもらう。

			「あと、何人の村人がいなかった？」

			　レイナさんの問いに、リーアさんが口を開いた。

			「五人。マルスーダさんたちと……」

			「マルスーダさん？　村長の小屋にはいたわよね。……小さな子を抱えているから、遠くに逃げたとは思えない。もう一度、村長の小屋に戻りましょう」

			　レイナさんが村長の小屋に目を向ける。

			「マルスーダさんたちと、あとは誰だ？」

			　ファーズさんの問いに、リーアさんが泣きそうな顔で、滝のほうに視線を向けた。

			「あ！」

			　思わず声が出た。

			「ドミンガとイズルか……」

			　そうだ、二人は水魔法で滝を作りに行ったままだ！

			　滝に視線を向ければ、すでに水はなかった。

			　魔力が切れた？　ルークはこちらに戻ってきている。

			　魔力が切れて、水が出せなくなったの？　それとも、まさか……。

			　ふと嫌な想像をしそうになった私の背中に、ルークの背中がとんっと当たる。

			「急ごう、まずは村長の家を確認。そのあとマルスーダさんたちを捜しながら滝へ向かおう！」

			　そうだ。考え事している時間ももったいない。

			「リーアさん……」

			　収納する前に、声をかけようとした。

			　絶対にドミンガさんたちを助けるからって……言おうとして、リーアさんの表情を見て言えなくなった。

			　ぐっと唇を強く引き締め、目は揺れているけれど涙を落としてはいない。

			　戦ってる。

			　リーアさんは自分の心と戦っているんだ。

			　村長の家よりも先に滝に行ってよっ！　って、喉元まで言葉が出てきているのかもしれない。私が助けに行くと、今すぐに飛び出していきたいのかもしれない。

			　そのすべてを抑えて、リーアさんは口を引き結んでいた。

			　それなのに、約束できない、気休めの言葉なんか、かけるべきじゃない。

			　必ず助けるっていう気持ちは嘘じゃない。でも……。

			「森で実のなる木を収納したんだけど、食べられそうな実があれば、皆で自由に食べて」

			　別の言葉をかけて、リーアさんを収納した。

			　村長の家……小屋に近づく。

			「まずはもう一度小屋の中を確認。そこの三人は周りを。残りはここを中心に離れすぎないように探索を」

			　ファーズさんが騎士たちに簡単な指示を出して、小屋の中に足を入れる。

			　外の明るい光から薄暗い小屋に入ると、目が慣れるまで内部は見にくい。

			「【光】」

			　あ。そうか。

			　目が慣れるのを待つまでもなかった。レイナさんが光魔法で小屋の中を明るくする。

			　なんだか不思議だ。

			　今までなら、私は魔欠落者で光魔法が使えないから役立たず、なんてことを思っただろう。

			「助かる」

			　ファーズさんはそれだけ言うと、小屋の中をぐるりと見渡した。

			　そう、ファーズさんの言葉。それだと思った。

			　別に、私は光魔法が使えないなんて考える必要はないんだ。こんなときに考えることは「助けてくれてありがとう」、それだけでいいんだ。

			「いないみたいだな」

			　小屋の中に置かれていた背負子や籠など、人が隠れられそうなところをくまなく捜すけれど誰の姿も見つからなかった。

			　そのときだ。

			「うわぁ―――ん、ママっ！」

			　子供の泣き声がすぐ近くで聞こえてきた。

			　どこ？

			「マルスーダさん？　どこなの？」

			　大声でレイナさんが叫ぶけれど、子供の泣き声が返ってくるだけだ。

			「あそこだ！」

			　ルークが声の元を見つけたようで、指さした。その先には、小屋の天井があるのみ。天井を支える柱の陰に子供がいるようには見えなかった。

			「屋根の上か！」

			　ファーズさんがいち早く理解したようで、すぐに外に出て見上げる。

			　あいにくと、下からでは屋根の上の状態がわからない。

			「屋根に登ります」

			　姿が見えさえすれば、すぐに収納できる。

			「いや、僕が行くよ……」

			　でも、とルークを引き留めようと思ったんだけど、すぐにシュナイダーさんの太い腕がルークをつかんで屋根に押し上げた。

			「三人ともいる！」

			　ルークの第一声にまずはホッとする。

			「【回復】ママは大丈夫だって、エイルに教えてあげて」

			　というルークの言葉に、子供の顔が屋根からちらりと見えた。

			「【収納】」

			　それから、ルークが顔を出す。ルークの手には、大人の手が握られていた。

			　体の一部でも見えれば大丈夫。

			「【収納】」

			　ルークも一旦収納してから取り出さないと屋根から降りられないか。

			「ほら来い！」

			　呪文を唱えるよりも先に、シュナイダーさんが腕を伸ばし、ルークがそこに向かって屋根から飛び降りた。

			　片手で軽々とルークを受け止めたシュナイダーさんは、そのままファーズさんの背負う背負子へ私と背中合わせにルークを乗せる。

			「大丈夫だったの？」

			　レイナさんがルークに尋ねた。

			　私も気になっていた。マルスーダさん本人が姿を見せずに、ルークが手だけを見せたことが。その前に回復魔法を使っていたのに……だ。

			「はい。かばうように子供を抱きかかえていて、背中にかなりの傷を負っていて、意識もありませんでした。ですが回復魔法ですべて治しました」

			　では、なんで本人が顔を見せなかったの？

			「子供の姿が消えてパニックになりかけていたのですが、収納魔法の中で子供の姿を見れば落ち着くと思います」

			　ほっ。

			　なるほど、そうだったのね。よかった。無事だったんだ。

			「次は、滝だ」

			　ファーズさんが騎士たちに声をかけて移動を始める。全速で駆け出したいのだろうが、皆を置いていかないように速度を抑えているようだ。

			　滝の水が止まってからどれくらい経つだろう。

			　二人は無事だろうか。

			　滝へ視線を向けるけれど、建物や植物などが視界を遮り、滝の下のほうは見えない。

			　二人の姿が見えれば、遠くても収納できるのにっ！

			　崖の上から落ちてくるモンスターの姿は、豆粒のような大きさだけど、見える。

			「くっ！」

			　滝に近づくにつれて、進むスピードが落ちてきた。

			　モンスターの数が増えたせいだ。無視して進めない。

			　モンスターを片付けて道を作ってから進んでいかなければならないため、増えれば増えるほど進むスピードが落ちる。

			　はやく、はやく、はやくっ！

			「これ以上は無理です、諦めましょう！」

			　騎士の一人が声を上げた。

			「そうです、一人二人の犠牲は仕方がありません」

			　他の騎士が言葉を続ける。

			　仕方がない？

			　人の命を仕方ないですませてよいの？

			「あなた方を危険にさらしてまで救う価値があるとはとても思えません」

			　騎士が私を見た。

			　価値？

			　価値って、何？

			「誰が、その価値を決めるの？」

			　私を見た騎士に問いかける。

			「人の命の価値の優劣なんて……誰が、誰が決めるの？」

			　私は、魔欠落者だ。

			　人として出来損ないだとずっと言われてきた。ひどい言葉をぶつけても、ひどい仕打ちをしても、魔欠落者相手になら誰も止めやしない。

			　親に捨てられた魔欠落者、虐待を受けた魔欠落者、売られた魔欠落者……みんな、価値がないから？

			　だから、仕方がないの？

			　この村も、価値がない人たちの集まりだから……だから……。

			「【取出】」

			　魔法の呪文が唱えられないように喉を焼いて、縛った男を二人取り出す。

			「教えて、この二人には価値があるの？　私が、収納魔法の中に入れて安全を確保するだけの価値があるの？」

			　意識を失ったままの二人の男は地面に転がっている。そこに、スライムが寄ってきた。

			「私を殺そうとした、その男……」

			　だめだ。泣くな、私。

			「滝の水を止めて村の人たちの命を奪おうとしたその男……」

			　泣くな。

			　怒りも悲しみも悔しさも虚しさも寂しさも……過去の色々な感情が渦巻いて胸からあふれ出そうになる。

			　母様の命の価値は、そんなに小さなものだったの？

			　違う。私には世界一大切な命だった。

			「騎士だから、価値があるの？　宰相だから、価値があるの？」

			　知らない。

			　知らない。

			　そんなの、知らないっ！

			　誰も、私の言葉を肯定も否定もしない。

			　迫りくるモンスターを退治しながら、レイナさんもファーズさんもシュナイダーさんもルークも……。

			　そして、騎士たちも、私の心の叫びを聞いている。

			「私にとっては、その二人には何の価値もない」

			「ああ、そうだ！　王都ならいざしらず、モンスターに囲まれたこの場であいつらには何の価値もない！」

			　騎士の一人が突然叫び出した。

			「宰相と第一騎士隊長を愚(ぐ)弄(ろう)する気か？」

			　細い目の騎士がすぐに否定の言葉を上げた。

			「生きるか死ぬかのこの場で、戦えもしない人間に何の価値がある？　この場では強さこそ価値だ。……馬鹿にしてきた火魔法しか能がないファーズや、その片腕の男のように、あいつらは戦えるのか？」

			　赤毛の騎士が言葉を続ける。

			「うんざりだ。もう、うんざりなんだよっ！　なぁ、人の価値って何だ？　状況次第で簡単に変化するものなのか？」

			　うんざり？

			　今、髪を振り乱して何かを訴えようとしている騎士は、何にうんざりしているというの？

			「五つ上の優しかった兄は、ある日突然、家からいなくなった。僕のほうが魔力が大きかったから、兄は家に必要ないと養子に出されたと後で知った。それからは、妹や弟が生まれるたびに、恐怖した。僕より魔力が大きかったら、次に家から追い出されるのは僕だとびくびくして過ごしていたんだ」

			　何てこと！

			　子供を魔力の優劣で必要な子と必要じゃない子に分けるなんて！

			　魔欠落者じゃなくても、親に捨てられる子がいるというの？

			　私は、魔欠落者だから辛い思いをしても仕方がないんだと思っていた。だけど違う。魔欠落していなくても辛い思いをしている人はいたんだ……。

			　別の騎士も何かを思い出したようにつぶやいた。

			「親友は、負傷して足を引きずるようになってすぐに切り捨てられた。国のために戦った結果負った傷が原因なのに……。足を引きずる騎士など不要と放り出されたんだ……。次は俺の番かもしれない、戦えなくなればすぐに価値のない人間になってしまうと考えると、不安で眠れないことがある……。お前らはそういうことがないのか？　なぁ！」

			　騎士の言葉に、何人かが目をそらした。

			「だけど、ここでは違う。火魔法以外ろくに使えないファーズや片腕の射手、彼らを役立たずで価値がないなんて誰も言わない、いや、言うような人間がいたら、お前はそれ以上に何の価値があるのかと問いたい！」

			　騎士たちが今まで抱えてきた悩みや苦しみなんてわからない。

			　だけど、だけど……。

			　私、違うと思う。

			　ヤンさんは目が見えないけれど、刺繍が上手。

			　でも、刺繍が刺せなくなっても、人に教えることができるんじゃないか、だから役に立つって思ったけれど……。

			　それも、違うんだって今はわかる。

			　だって、私はヤンさんの刺繍の腕に助けられたわけじゃない。

			「たとえ寝たきりで、何もできなかったとしても、それでも……『いい子だね、ありがとう、大好きだよ』って、それだけ言ってくれるなら……ううん、言葉にしなくても、優しい目を向けてくれるなら、それだけで……私にとっては大切な人だよ。助ける価値のある、助けたい命なの！」

			　役に立つとか立たないとか、そんなことだけが人の価値じゃない。

			　ましてや、能力の大小や役職で人の価値が決まってたまるものか。

			　地面に転がる宰相だという男。私にとっては無価値、いいや、それ以下の存在だ。

			　兄がいなくなったと言った騎士も、親友がいなくなったと言った騎士も大きくうなずいた。

			「そう言ってほしかったんだ、魔力がなくなっても、体が動かなくなっても、それでも、生きていていいんだと！」

			　ああ、そうか。

			　私はないゆえに苦しんでいた。

			　彼らは、あるがゆえに、なくなるかもしれない未来に不安を抱えていたのか……。あったものを失う恐怖。

			「ふざけるな！　魔欠落者に対して死にたくなるような扱いをしていたのは、お前たち五体六法満足な人間だろう？　魔力がなくなっても生きていていいと思える世の中を作る努力をしたのか？　してもいないくせに、誰かに救いを求めるとか……。僕たち、魔欠落者がどれだけ……今までどれだけ……」

			　今まで黙っていたルークが怒りを爆発させた。

			「……努力、……私……」

			　レイナさんの小さな声が聞こえた気がしたが、ファーズさんの切羽詰まった声にかき消される。

			「今は言い合っている暇はない。モンスターの数が増えてきた。エイル……」

			　ファーズさんの言葉が、聞こえているはずなのに、理解できない。

			「これ以上は進めない。もし、進むならば、別の誰かが犠牲になる。安全な場所へ撤退するしかない」

			　いやだ、諦めたくないっ！

			「【風】イズル、ドミンガ聞こえたら返事を！　どこにいるの？」

			　レイナさんもまだ諦められないのか、必死に魔法で声を送る。だけれど、返事はない。

			　ファーズさんだって……私よりずっと長く一緒にいるイズルさんやドミンガさんを助けに行きたいはずだ。

			　でも……。

			　誰かを助けたいからと、そのために他の誰かを犠牲にするわけにはいかないというのもわかる。

			　でも、私には……そのことを受け入れられるだけの気持ちがついていかなくて、だめだってわかってるのに、困らせるだけだってわかってるのに……。

			「やだっ！　助けたいっ！　姿が、指の先だけでも見えれば、収納できるのにっ！」

			　思わず叫んでしまった。

			「エイルちゃん、声が、返ってこないのよ……」

			　レイナさんが、ぐっと歯を食いしばって首を横に振った。さっきから、ずっとレイナさんは風魔法で二人に呼びかけている。それなのに、返事がない……魔力が切れているのか、意識を失っているのか……それとも……。

			　想像したくない想像に、両目を固く閉じた。

			「安全な場所に」

			　ファーズさんの言葉を遮る声が響く。

			「その前に、僕が、跳びます」

			　跳ぶ？

			　さっき心の内を吐露した赤毛の騎士が、胸元から薄手の布を取り出した。

			「頼む、視界を遮る障害物より上に飛び上がれば、捜せるかもしれない」

			　騎士が差し出した布を、三人の騎士が手に取り広げた。

			「そこまでしてやる必要があるのか？　その技はやたらと使うものじゃ」

			　と、騎士の一人が布を広げ持っている一人の腕を取って止めようとする。

			「先輩が皆のために最前線へ行って危険に陥っても、助けるなということですか？」

			「そういうことじゃない、我らとは違うだろう」

			　言葉を濁した先輩とやらに、赤毛の騎士が嘲笑を向けた。

			「確かに違いますね。すべての人を助けようとする彼らと、選民意識を持って魔欠落者など助ける価値もないと考える先輩とは」

			　布の中央で、騎士が飛び跳ね始める。その動きに合わせて、布を持った騎士が布を上下させると、騎士の跳び上がる高さがぐんぐん上がっていった。

			「あの布はアネクモの糸で作ってある丈夫なものだ。曲芸などで、高くジャンプして回転したりするのを見たことがないか？　軍では、それを応用して高く跳び上がることで、遠くの敵の様子を探ることに使い始めたんだよ」

			　と、ファーズさんが迫りくるモンスターを倒しながら説明してくれた。

			　すでに、人の背丈の三倍は高く跳び上がっている。

			「【風】」

			　ひゅんっと、下から突き上げるような風に乗って、さらに高さを増していく。

			　すごい。本当に飛んでいるようだ。

			「もっと、高く【風】」

			　何度も跳び上がる。その視線は遠くを、滝のほうを見てイズルさんたちの姿を捜している。

			「危ないっ！」

			　高く上がりすぎた騎士が、着地点となる布の上から大きくそれた。このままでは地面に激突する。

			「【風】方向補正」

			　間一髪、横風が、騎士の地面への落下を阻止した。

			「何万本と矢の方向を魔法で調整してきたんだ。軌道修正は任せて跳べ！」

			　シュナイダーさんの言葉に、再び騎士は高く何度も跳び上がった。

			　魔力切れを起こせばルークが回復魔法をかけている。その間にも、モンスターの襲撃は続き、ファーズさんやレイナさんや他の騎士たちは戦い続けている。

			　体力的な疲(ひ)弊(へい)はルークの回復魔法で回復する。だが、精神的な疲弊は徐々に積もっていく。

			　もう、やれるだけのことはやったよって、諦めようって誰も言わない。……私が、私の気が済むのを待ってくれているのかもしれない。

			　だって、私が嫌だって言ったから……。

			　私が、言わなくちゃ……。もう、いいよって。

			　指先が小刻みに震え出した。

			　怖い、辛い、苦しい。はぁ、声が詰まってうまく言葉が出てこない。でも、言わなくちゃならない……。イズルさん、ドミンガさん……リーアさんごめん……。

			「いた！　見つけた！」

			　そのときだ、赤毛の騎士から声が上がった。

			　何度も跳び上がっていた騎士が、跳ぶのをやめて布を降りる。

			　ハッと、喜びの声が上がることはない。見つけたと言っても……。

			「無事なの？」

			　聞きにくい言葉をレイナさんが口にした。

			「わかりません。滝つぼだった水面にあおむけで二人は浮かんでいます」

			　水面に浮かんで？

			「陸上モンスターのほとんどは水を嫌う。それを知って逃げたのか、それとも……」

			　それとも、の先なんてどうでもいい。姿が見えるなら、収納するだけ！

			「お願いします、私を跳ばしてください。滝つぼが見える高さまで！」

			　私の言葉に、赤毛の騎士がうなずいた。

			　騎士の背中に負ぶわれ、紐でくくられる。びょん、びょんと跳び上がる。

			　怖い！　目をつむってしまいそうになるのを必死に抑え、滝のほうをしっかりと見る。

			　あれか！　見えた！

			「【収納】【取出】」

			　二人を収納すると、布に着地するよりも早くに二人をファーズさんの足元に取り出す。

			「【回復】」

			　ほぼ同時にルークが呪文を唱え、レイナさんが二人の息を確かめた。

			「無事よ！」

			　やったぁ！

			　うわぁっと、その瞬間、皆に蓄積していた精神的疲労が吹き飛んだように見えた。こうしてモンスターに囲まれていなければ、万歳して喜びを分かち合っていただろう。

			「さぁ、撤収よ！」

			　レイナさんの言葉に、再び二人を収納する。

			　赤毛の騎士の背中から降りるとき、

			「ありがとう」

			　とお礼を言った。

			「僕のほうこそ、ありがとう」

			　え？

			　なんで、私がお礼を言われるの？

			　再びファーズさんの背負う背負子に乗り、安全な場所へ移動する。

			　結局、一番安全なのはやはり村長の小屋ということになった。地面から現れるモグラ型モンスター対策として、先ほど騎士が使った布を床に敷くことで防ぐ。

			　それから、半刻もしない間にドシンと、小屋の外で大きな音がした。

			『おい、人間、ヌシを守ってくれた礼だ。必要な素材があるなら持っていけ』

			　青い狼さんの声だ！

			　よかった！　無事に戻ってきてくれた！

			　うれしくて窓から外をのぞいた。

			　そこには、青い狼さんの十倍もあろうかという大きな蛇と鶏を足したようなモンスターの亡(なき)骸(がら)……バジリスクの死体が転がっていた。

			　小屋よりも大きいように見える。

			「すごい、こんなに大きな相手を倒せるなんて、強いんだね……」

			『我の相手ではない』

			　青い狼さんは、強いと言われてうれしそうに少しだけしっぽを揺らしてから、

			『ヌシをもうしばらく頼むぞ。我は食事を続ける』

			　と、村にあふれたモンスターを食べ始めた。

			　小屋の外が次第に静かになっていく。あふれていたモンスターの数が減ったようだ。

			　再び、ドスンと音がした。

			『はー、食った。久しぶりだ。これほど満腹になるほど食ったのは』

			　青い狼さんの言葉が聞こえたので、窓から外を見ると、あれほどいたモンスターが探さないと見つけられないくらいまで減っている。

			「助けてくれて、ありがとう！」

			　早くお礼が言いたくて、小屋を飛び出して青い狼さんの前足にしがみついた。

			『助けたわけではない。ヌシがいないと我が困るだけだ』

			「うん、それでも、私はうれしいし、お礼が言いたいの」

			　きゅっと、しがみつく手に力を入れた。

			「村を助けてくれて感謝いたします」

			　そこに、レイナさんがやってきて頭を下げた。

			　その隣に、ファーズさんとシュナイダーさんもやってきて、頭を下げる。

			「ありがとうございます。感謝してもしきれません。この恩にどう報いればよいのか……」

			　シュナイダーさんの言葉に、青い狼さんの前足がピクリと動いた。

			『お前らはヌシを守ったであろう』

			　青い狼さんの言葉に、ファーズさんが答える。

			「それは、当たり前のすべきことで、それこそお礼を言われるようなことではありません。それなのに、こうしてバジリスクの素材まで分け与えてくださる……。バジリスクの血から作られる薬が人間にとってどれほど価値があるのか。この羽根もくちばしも、伝説級モンスターの素材はどれも価値が高い」

			『我は羽根やくちばしなど食べても旨くないから興味がないだけだ。肉だけあればいい。血抜きや皮をはいだ状態のほうが肉を旨く食べられるから、処理は頼んだぞ』

			　バジリスクの血は薬になるんだ。

			　他の素材も価値があるって何に使うのかな？

			　そういえば、収納魔法の中で青い狼さんが食べたモンスターの素材が残っていると言っていたけれど、何かの薬になったり、役に立つものがあるってことかな？

			　あとでファーズさんに聞いてみよう。

			『腹が膨れたので、我は寝る。ヌシ、収納してくれ』

			「え？　あ、はいっ！」

			　収納って、えっと、中には村人がいるから……。

			「あの、村の人たち……」

			　私の疑問にレイナさんが答えてくれる。

			「これだけモンスターが減ればもう大丈夫よ。ありがとうエイルちゃん」

			　そっか。もう大丈夫なんだ。よかった。

			「【取出】【収納】」

			　村の人たちを取り出して、すぐに青い狼さんを収納した。

			　青い狼さんは強くて、短時間でバジリスクを倒しちゃったけれど、それでもきっと疲れたはずだ。早く休ませてあげたかった。

			「え？　あれ？　村？」

			「俺たち助かったのか？」

			　村人たちは、きょろきょろしてお互いに無事だったことを喜び合い、そしてすぐに働き出した。

			　バジリスクに怯えて逃げ出したモンスターたちは、やみくもに駆け抜けたため、家々にぶつかり破壊していた。

			　色々なものも散乱している。

			　それを、手分けして、てきぱきと片付けていく人。

			　食料を見つけて、皆のために料理を始める人。

			　あれだけ大変な目に遭ったというのに、表情は明るい。

			「なんで、こんな大変な目に遭ったのに、悲しそうな顔をしていないんだろう」

			　ぼそりとつぶやくと、それを聞き取った女性が笑った。

			「ん？　ああ、大変なうちに入らないよ。この村に来るまでのことを考えたらね、どうってことない」

			　この村に来るまでのこと……？

			「そうだねぇ。村に来てから、ここまで家や食べ物を揃えられるまでに比べても、大したことないな」

			　と、隣で片付けをしていた人も相(あい)槌(づち)をうった。

			「こうして、皆が生きていられたんだ。何も悲しくないさ」

			　ふと、まじめな顔になって、恰(かつ)幅(ぷく)の良いおばさんが頭をなでてくれた。

			「エイルちゃんも魔欠落者だったんだね。おばさんもそうなんだよ。人より少し大きな光魔法と、小さな風と火だけ。回復と水と収納魔法が欠落した中度魔欠落者さ。だから、住んでた村でこんなこと……魔物が襲ってきたり、災害が起きたりすると石を投げつけられたもんだよ」

			　え？

			　石を投げつけられる？

			「魔欠落者がいるから、こんな目に遭ったんだって……」

			「そんな……」

			「うん、今ならわかるんだよ。彼らはひどい目に遭った怒りの矛先として、魔欠落者に八つ当たりしていただけなんだって。だけど、当時は悪魔に魅入られた魔欠落者の私のせいで、村をひどい目に遭わせちゃったって本気で信じていたんだよ。だから、石を投げられても仕方がないと思っていた」

			　わかる。

			　私も、魔欠落者だから仕方がないって何度も思っていた。

			　本当に悪魔に魅入られた人間なんだって思ったことも……。

			「でもさ、違うってわかった。この村では、誰も私に石を投げたりしない。災害が起きれば、すぐにこうして、皆で助け合うだろう？」

			「そうそう、誰の家だとか持ち物だとか関係なく働く。目が見えない、足が動かない、役立たずだからといって見捨てる人間もいない。魔欠落者のせいだという罵声も飛ばない。それがね、どれだけ幸せでうれしいことなのか、皆わかってるんだ。誰も死ななかったんだから、悲しい顔する人なんていないのさ」

			　そうか。

			　私がこの村で感じた温かさを……他の皆も感じたんだ……。

			「わ、私、わたし……」

			　この村が大好きで、ずっとこの村にいたい。

			　私も皆のように、優しくて温かい人になりたい。

			「エイル、ちょっといい？」

			　声をかけられて振り返ると、ルークが立っていた。

			「どうしたの、ルーク？」

			「ちょっと収納してくれないかな……彼と話がしたいんだ」

			　彼？

			　あ、青い狼さんのことよね？

			「何の話をするの？」

			　ルークが硬い表情をしていたので、気になって尋ねてみる。

			　ルークは、すぐには答えず、口を一度開きかけて閉じた。足元に視線を落としてから、にこっと笑って私の顔を見る。

			「お礼を言いたいんだ。あ、あと、バジリスクと戦って怪我をしていたら回復魔法で治してあげたい」

			「そ、そうよね！　私は気が利かないね。怪我してるかもしれないよね。うん、そうだ。疲れも取ってあげられるんだよね。ルーク、お願いね。【収納】」

			　ルークの硬かった表情は気になるけれど、もしかして青い狼さんを治したいと言いながらも、会うのがちょっと怖いのかもしれない。

			　と、そのときの私は考えていた。

			　

			　その日は、村の男の人たちが交代で見張りをし、女性と子供は村長の家で固まって寝た。

			　皆、疲れていたのか夕飯の後すぐに眠った。

			「あ、滝が！」

			「本当だ！　滝が復活している！」

			　朝起きて、村人たちが一番に確かめたのは滝だった。

			「本当だ、いつの間に……？」

			　驚いている私の横に、レイナさんが立った。

			「夜を徹して作業にあたらせたわ」

			　と言って、指さす先に騎士たちがいた。皆、ぐったりとしている。

			　あの騒ぎの後、ほとんど休憩も取らずに徹夜で作業したのか。大変だったよね。

			　あれ？

			「もしかして、川をふさいでいるものを、私が収納魔法でどかせばよかったんじゃ？」

			　人がどかせるサイズなら、問題なく収納魔法で移動させられるはずだ。

			　ボロボロになっている騎士たちを見て、申し訳ないという気持ちが顔に出ていたようだ。

			「そんな顔をする必要はない。あいつらがしでかしたことだ。自分たちで始末をつけるのは当たり前だ」

			　ファーズさんがやってきて頭をなでてくれた。

			　ファーズさんも、騎士たちと同じようにボロボロになってる。手伝ったんだ。それとも見張り役？　指揮役？

			「一番の原因に働かせられなかったのは残念だがな」

			　一番の原因？

			　……あ！

			「【取出】」

			　縛られた男二人を取り出す。入れたままだった。

			　宰相と、私を殺そうとした騎士。

			　縛られたまま地面に座り込む二人。

			「皆に謝りなさい。【回復】喉」

			　レイナさんが、村人たちに謝らせるために、宰相たちの喉を回復した。

			　だが、宰相から出た言葉は謝罪の言葉ではなかった。

			「私にこんなことをしてただで済むと思っているのか！　今すぐこの縄をほどけ！」

			　宰相の言葉が終わると、シーンと静まり返った。

			　村人たちは、はなから宰相の謝罪など求めていないのか、呆れたような目を向けただけで、自分たちの作業に戻っていった。

			　部下であろう騎士たちさえ、冷めた目で宰相を見ている。

			「宰相、逆らえば、あのモンスターに。ここは、謝ったほうが……」

			　縛られた頭の薄い騎士が小声で宰相に耳打ちする。

			「はっ。私はガルパ国宰相だぞ！　私を手にかけたらどうなるかわかっているのか！　国が黙っていない。いくら強いモンスターだからと、我が国の軍相手にどこまで戦えると思っている！」

			　金切り声にも近い声で言葉を続ける宰相。

			　もう、青い狼さんに怯えて口をつぐもうとはしない。

			「そうだ、今度はそれっぽちの騎士じゃない。軍を引き連れてきてやる。お前ら皆殺しだ！　いいや、国内にいる魔欠落者共も皆殺しにしてやる！　新法だ！　新法制定だ！」

			　魔欠落者を皆殺しに？

			「エヴァンス……あなたは国に帰れば、ただの犯罪者です。もう、宰相ではいられません。家も取り潰しになるでしょう」

			　レイナさんが冷たい声で宰相に告げた。

			「は？　何を言っている！　私は王に任命された宰相だ！　いくら王女とはいえ、私の進退を決定する権限などない！　【火】」

			　火魔法で縄を焼き切った宰相が、レイナさんにつかみかかろうとしたところを、、騎士が止めた。

			　あの跳んでくれた赤毛の騎士だ。真っ先に宰相の肩をつかんだ。そこに別の騎士も来て、三人で宰相を押さえつけている。

			「離せ！　どういうつもりだ！　私の命令に逆らう気か！　ああ、王女に気を使っているのか？　構わん、国を捨てたというのなら、ガルパ王国と無縁の女だ。私の妻にしてやろうと思ったが、もう必要ない！　あの無礼な女を拘束しろっ！」

			　唾を四方に飛ばしながら、宰相が叫び続ける。

			　誰も、宰相の命で動く騎士はいない。

			「エヴァンス、何か忘れていませんか？　私はすでに成人しています。我が国では、成人した王族で一番魔力が強い者が望めば王になれます。父と私、魔力が大きいのはどちらだったかしら？」

			　レイナさんの言葉に、宰相が息を呑んだ。

			「【風】宣誓、私は王座を望みます。今この瞬間からガルパ王国国王は、私、レイナ・ディルト・ガルパ」

			「魔力が強い成人した王族がこんなに簡単に王になれるというのか……魔力至上主義もここまでだったとは……」

			　ルークが驚いた顔で、レイナさんの様子を見ていた。

			「宣誓した言葉は、各地に配置された人間が風魔法でつないで王都まで声を届けるんだよ。そして国中に声が広がる」

			　ファーズさんがこそっと教えてくれた。

			「【風】宣誓、ガルパ王国、国王として命ずる。罪人となったエヴァンスに代わり、新しい宰相にファーズを。親衛隊隊長にイズル」

			　レイナさんが再び宣誓した内容に、ファーズさんとイズルさんがびっくりしていた。

			「ちょっ、レイナ！　聞いてない！　っていうか、無理だ、俺が宰相とか、絶対に無理だ、考え直してくれ！　というか、やらない、やらないぞっ！　俺には、そう、荷運びの仕事があるんだ！　この村に荷物を届けるという大切な役目が！」

			　ファーズさんがレイナさんに猛烈に抗議している。

			「そ、そうですよ、ファーズ隊長に宰相なんて務まるはずがありませんっ！」

			　なぜかイズルさんがファーズさんの援護射撃をしている。

			「だから、ファーズ隊長を親衛隊長にしたほうがいいですよっ！」

			　そういうことか。イズルさんは親衛隊長という役割をファーズさんに押し付けたかったんだ。

			「くそっ！　くそっ！　【火】燃えろ、燃えろ、皆、燃えてしまえ！」

			　自棄になった元宰相が放った火魔法を、ドミンガさんが水魔法で一瞬にして消し去った。

			　エヴァンスは再び縄で拘束され、呪文を唱えられないように喉を潰された。

			　ファーズさんは、騎士たちの中から何人か指名して親衛隊隊員としてイズルさんの下に就くようにと命じていた。

			　その中には赤毛の騎士の姿もあった。

			　嫌だと言いながらもファーズさんはわかっているのだ。

			　レイナさんには、まだ信用できる人間が少ないと。

			「エイルちゃん、ごめんね……」

			　突然レイナさんから謝られてびっくりする。

			「私、国に戻ることにしたの」

			「女王様になるんですよね？」

			　私の言葉にゆっくりとレイナさんがうなずいた。言葉遣いを改めないといけないかと一瞬ハッとしたけれど、レイナさんは気にしていないようだ。

			　レイナさんの視線が、まっすぐ私の目を見ている。

			「前に、国は捨てたと言っていたけれど……あれは間違いだった。やっぱり、私は、国から逃げただけだった。嫌なこと見たくないこと辛いことから逃げ出しただけ……。今回のことで、逃げていても何の解決にもならないと知ったわ……」

			「あの、でも、逃げてもいいと思います、わ、私もモンスターが現れたら逃げちゃうし……」

			　魔欠落者だからと蔑まれる場所から私も逃げ出してきた。逃げてもいいんだよね？　だめだと、立ち向かえと言われるのが怖くて、モンスターから逃げるという話にすり替えてしまう……。

			「そうね……だけど、私は気が付いてしまったのよ。ないことばかりに目を向けている自分に」

			　あ、それ、私と同じだ。

			　魔欠落者の私は、魔法が使えないことばかり気にして、私ができることを見なかった。

			　……でも、レイナさんはすべての魔法を人よりも使えるんだよね？　ないことに目を向けるってどういうこと？

			　首を傾げると、レイナさんも私が思ったことがわかったのか、ふっと自嘲気味の笑みを浮かべた。

			「私は魔力しか見てもらえないとか、好きな人と結婚できないとか……ないことに苦しんでいたの」

			　そうなんだ。

			「だけどね、あることに目を向けたとたん、逃げても解決にならないって思ったのよ。ううん、違う、私にしかできないことがあるのに、皆を助けられるのは私だけかもしれないのに……逃げてちゃだめだって」

			　自分にしかできないこと――。

			　そうだ。私も〝ない〟ことから〝ある〟こと――収納魔法に目を向けることで、私でも役に立てるってうれしくなった。もっと、もっと、色々役に立ちたいって思う。

			「私には、人よりも優れた魔力がある。そして、私には何より、権力がある。誰にも文句を言わせないだけの地位がある。だから、私はそれらを利用して国を変えようと思うの。魔力至上主義は嫌だっていう気持ちはね、私のわがままなのかなって、国を私のわがままで変えてはいけないんじゃないかって思っていたけれど……」

			　レイナさんがふっと視線を上げ、村を眺めた。

			「こんなに幸せに暮らせるでしょう？　魔力至上主義じゃないこの村は……」

			「はい。幸せです」

			　レイナさんの手が伸びて私とルークの頭をなでた。

			「それに、彼の言葉……」

			　レイナさんが騎士たちに視線を向けた。

			「いつ失うか怯えていると……。ああ、そうなんだと思ったの。魔欠落者も、障害を持った人も、年を取って働けなくなった人も、病気の人も……みんなが幸せに生きられる世界。それは、五体六法満足で、若くて健康な人間にも必要な世界なんだって……。だから、きっと、私が作ろうとしている国の形に賛同してくれる人たちがいるはずだって……」

			　うん。

			　この村に来るまでに出会った人たちは、魔欠落者だからって差別する人たちばかりじゃなかった。

			「もしかしたら、私がこんなに魔力を持って、王族に生まれたのは国を変えるためなんじゃないかって」

			　レイナさんはそこまで言って、ふふっと笑った。

			　そして、すぐに表情を引き締めた。

			「エイルちゃんごめんね……。私の理想とする国にガルパ王国を変えるために……利用させてほしいの……」

			「利用？」

			　その言葉を聞いて、顔色を変えたのはルークだ。

			「エイルをどうするつもりだっ！」

			　私とレイナさんの間に入ってレイナさんを警戒する。

		

	
		
			[image: p329.jpg]
		

	
		
			「村を、守ってほしいの。収納魔法の中にいるモンスターに頼んでほしい。それから、村の人々のための荷運びを手伝ってほしい。私もファーズも皆ガルパ王国に帰ってしまうから……」

			　ルークの肩に手を載せ、落ち着かせる。それから、レイナさんに笑顔を向けた。

			「レイナさん、私は村の一員だよね？　村のために何かをすることは、村人としては当たり前のことだよ。だから、レイナさんが私を利用するのとは違うよ」

			　利用されるなんてと怒ることなんてない。逆にうれしかった。

			　頼りにされてるんだって思うと。もう、役立たずの魔欠落じゃないんだって思うと……。

			　そう思っているのに、レイナさんの表情は硬いままだし、手から感じるのはルークの緊張。

			「村のことだけじゃなくて……。エイルちゃんには、ガルパ王国の……ガルパ王国を変えることにも……」

			　何を頼まれるのかわからないけれど。でも、これだけはわかる。

			「どんなことだとしても、利用されたなんて思わないよ。だって、この村のみんなは家族なんでしょう？　私とルークは末っ子で、レイナさんはお姉さんなんだよね？　ガルパ王国に帰っても、レイナさんはお姉さんでいてくれるでしょう？　家族は助け合うものだよね？」

			　レイナさんが、笑いながら、泣いた。

			「ありがとう……。そうだね。私は……私にはたくさんの家族がいたんだ……」

			　ファーズさんがレイナさんの肩を抱いた。

			「ああ、そうだ一人で戦う必要なんてない。みんな家族だ。いくら女王になったってそれは変わらない。あー、まぁ、人前ではちゃんと陛下なり呼ぶけどな」

			「え？　あ、そうだ。私、ずっとレイナさんって呼んでたけれど、レイナ様……陛下？　と……」

			　ふっと、ルークの肩から力が抜けた。

			「僕も……エイルを利用するなんて許せないと思いながら、逆にレイナを利用できるんじゃないかと考えていた」

			「ん？　レイナを利用しようとは、またずいぶんとルークも大きく出るなぁ」

			　ファーズさんがくくっと楽しそうに笑った。

			「お願いがあります。僕に力をください。五年、ガルパ王国で……学ばせてほしい。戦える力を蓄えさせてほしい……」

			　え？

			「ルーク、それって……ルークも村を出るっていうこと？」

			「ごめん、エイル。本当はエイルとずっと一緒にいたいけれど……。レイナがそうするように、僕も逃げているばかりじゃダメなんだ……」

			　命を狙われているルーク……。

			　逃げるのではなく戦うことに決めたんだ。

			　ルークの言葉に、「そっか……」とだけ小さく答えた。

			　

			『ヌシ、どうしたのだ？』

			　あっ……。

			　村の外れ、一人になったと思ったけれど……。

			「な、何でもないよ……』

			　涙をぬぐったハンカチに挟んである青い狼さんの毛に指先で触れる。

			『泣いていたんじゃないのか？　ヌシを傷つける者がいるならば、我が始末してやろう』

			　声に殺気を感じ、慌てて否定する。

			「ちっ、違うのっ！　誰も、私を傷つけたりしないよっ！　ただ……寂しくて……。ルークと離れるのが……」

			『問題ない。つながっている』

			　え？

			　つながっている？

			『ちびは、生意気に我の毛をよこせと言ってきたぞ』

			「青い狼さんの毛を？」

			　私と青い狼さんが毛を通じて話ができるってことは、毛を持っているルークとも離れていても連絡が取れるっていうこと？

			　青い狼さんを通じて、私とルークはずっとつながっている……っていうことなのかな？

			「あの、それで……」

			『我の毛で遠く離れていても声が届くなら、エイルが病気や怪我をしても僕を呼べば助けられると言われては……渡さないわけにはいかぬ』

			「ありがとう……」

			　ルークが一度収納してくれと言ったのは、青い狼さんの毛をもらうためだったんだ……。

			　もう、あのときにはガルパ王国へ行くことを決心していたに違いない。

			　そして、私と離れても大丈夫なように、考えてくれたんだ。

			『ちびは、どうしてもやりたいことがあるから村を出ると言っていた。ヌシもやりたいことがあるならすればいい。我はどこまでも付き合うぞ』

			　やりたいこと……？

			　私の、やりたいこと？

			　ふっと、心の中に風が通り抜けたような気がした。

			　私……。

			　私……。

			　やりたいことをしてもいいの？

			　魔欠落者だから、なるべく人に迷惑をかけないようにって生きてた。

			　村に来て、魔欠落者の私にもできることがあるって、できることをしようと思った。

			　できることじゃなくて、やりたいこと……。

			「私、やりたいことをしてもいいの？」

			『駄目だという者がおるのか？』

			　ルークは……、レイナさんやファーズさんは……、ヤンさんや村の人たちは……。

			　だめなんて決して言わないだろう。

			　魔欠落者のくせに生意気だとか、魔欠落者が贅沢を言うなだとか言う人はいない。

			　ううん、もし言う人がいたって……。

			　もう、気にしない。

			　魔欠落者だからって、やりたいことを我慢する必要なんてないんだ！

			　私のやりたいこと。

			　目を閉じて、自分の心に問いかける。

			「幸せにしたい……」

			『幸せになりたいじゃなくて、したいのか？』

			「そう！　幸せにしたい！　ルークや、レイナさんたちや、この村の人たち……家族たちを、幸せにしたい。そうすれば、私も幸せだから！」

			　どうしたら、皆を幸せにできるだろう。

			　リーアさんは甘いものが食べたいと言っていた。

			　小屋の中でナナバを食べた子供たちは幸せそうな顔をしていた。

			　そうだ。

			　まずは、収納した実のなる木を村に植えることから始めよう。

			　塩がなくて味気ない食事にならないように、塩をいっぱい収納して運ぼう。

			　それから……。

			　

			「まずは、言えなかった言葉をルークに言おう……」

			　

			　頑張ってルーク！

			　私、待ってるから！

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			『ところで、ヌシよ我を狼と一緒にするな』

			　あっ。

			「ご、ごめんなさい。あの、名前、知らなくて……なんて呼べばいいの？」

			　そうだった。確か、前に狼とは違うみたいなこと言っていたんだ。

			　それなのに、私ったらうっかりと、青い狼さんなんて呼んじゃった。

			『名はない』

			「名前が、ないの？　……えっと、そうか。スライムにも角兎にも、名前がないもんね」

			『あんな下等生物と一緒にするな』

			「ご、ごめんなさいっ……で、でも、じゃあなんと呼べば？」

			　青い狼さんは何のモンスターなんだろう？　あ、種族名を知ったからって、種族名で呼ぶのも変だよね？

			　スライムなら、スライムさんって呼ぶのって、人間をニンゲンさんって呼ぶようなものだもの。

			「名前がないなら、えっと、愛称はありませんか？」

			『愛称？　伝説のモンスターだとか、破壊魔王だとか、そういうことか？』

			　あ……。

			　慌てて首を横に振る。

			「ち、違うの、とっても綺麗な青い毛並みだから、ブルーとか、とっても強いからキングとか……」

			『ふっ』

			　青い狼さんが小さく笑い声を上げた。

			『先代たちの記憶を辿っても、我を綺麗だと言ったのはヌシが初めてだ』

			　先代たちの記憶を辿る？

			『気に入った。我のことはブルーと呼ぶがいい』

			　青い狼さん……ううん、ブルーさんがうれしそうな声を出した。

			「ブルーさん……、私、ブルーさんも幸せにしたい。だから、頑張っておいしいモンスター収納するね！」

			　見えないけれど……、ブルーさんが、収納の中でしっぽを揺らしている気がする。

		

	
		
			　

			番外編　我が名は

			　

			『我が名はブルー』

			　誰に聞かせるともなくつぶやいてみる。

			　うむ、気に入った。

			　我が名はブルー。

			　我が名は……。

			　名前を持つ日が来るなど、想像もつかなかった。

			　いや、想像もつかないことは他にもいろいろとあったな。

			　歴代の記憶を辿っても、我の存在を綺麗だという者など一人もいなかった。

			　怖い、恐ろしい……我を見た人間は揃ってそう言っている。

			　それが、ヌシは我を綺麗だと言った。

			　青くて綺麗だと。

			　視界に入った前足を見る。

			　体を覆う青い毛。

			　かつては、多くいた仲間と同じ灰色であった。

			　

			　我ら伝説となる者は何千年も生きられる。

			　命が尽きると、魔力玉が飛び出し、かつて同族だったモンスターから次世代を選ぶ。

			　選ばれたのが我だ。

			　魔力玉が我の体に吸い込まれたそのときから、この青い姿に変わった。

			　何代にもわたる先代たちの記憶が、力とともに流れ込んできた。

			　だが、見聞きした記憶しか流れてこないため、先代の感情や状態まではわからない。

			　怖い、恐ろしいと言われ、先代たちが何を感じていたのか我にはわからぬ。

			　わかるのは、綺麗だと言われるとうれしいということだ。

			　それから、ヌシはもっと驚くことを口にした。

			　我を幸せにしたいと言うのだ。

			　モンスターの幸せを願う人間がこの世にいるなど、誰が信じよう。

			　

			「ブルー、話があるの【取出】」

			　ヌシの呪文で、収納の外に出される。

			　村人が驚かないようにという配慮なのか、出されたのは村から少しだけ離れた「風呂」という場所だ。

			　窪んだ大岩の中に出される。

			　我は、この場所が嫌いではない。

			　窪んだ岩にしゃがめば、岩の外に立つヌシの顔が目の前になり、よく見えるのだ。

			『どうした、ヌシよ』

			「あのね、ブルー……話しておかなくちゃと思って……私が死ぬ前に」

			『死ぬだと？』

			　勢いよく立ち上がり、ヌシに声をかける。

			『我の背に乗れ！　急げ！』

			　ヌシが死ぬ。

			　ヌシが死ぬ！

			　我がヌシが……！

			　ぶるりと体が震える。

			　何だ、この震えは……。怒りとは違う。

			　怒りは、かぁーっと熱くなる感じだ。この震えは……寒い。

			　気温は変わっていない。いや、たとえ氷点下であろうと寒いなどと感じることはありえないが、確かに寒い。

			　肌がぞわぞわして、体が震える。

			　ああそうだ、見たことがある。経験したことがなかっただけで……急に震え出す人間を数多く見てきたではないか。

			　奴らは我を見て、怖いと言った。

			　我を見て、恐ろしいと言った。

			　そして、がくがくと震えておった。

			　これが恐怖か！

			「ブルーどうしたの？」

			　震えだした我の顔を、ヌシが心配そうな顔をして見ている。

			『何をしている、早く乗れ、ちびのところへ行く！』

			　なぜ、我の心配などしておる。死ぬのはヌシだろう？

			　死なせやせぬ。

			「ちびって、ルークのことよね？　ルークに何かあったの？」

			　ヌシが目を見開いた。

			『違う、ちびに問題はない、問題なのは』

			　とそこまで言うと、ヌシは泣きそうな顔になって我の足に手を伸ばした。

			「ブルー、ブルーが大丈夫じゃないのね？　こんなに震えて……風邪？　わかった。すぐにルークに治してもらおう？」

			　ヌシは、我の背によじ登ろうと足をあげた。

			『いや、我にも問題はない……ヌシが死ぬのであろう？』

			　我の言葉に、ヌシはきょとんとした顔をして、それからボロボロと涙を落とした。

			　何故、泣く？

			「よかった。ブルーは大丈夫なんだね。びっくりした……。ごめんね、ホッとしたら」

			　ヌシが袖口で涙をぬぐっている。

			　ホッとしたら泣くのか？

			　ホッとしたのは、我が大丈夫だとわかったから？

			「そうだ、それから、ごめんなさい、紛らわしい言い方をした私が悪かったの……。ブルーも私のこと心配してくれたんだね、ありがとう。あのね、今は死なないから、大丈夫よ」

			　謝ったり礼を言ったり、ヌシの言葉は忙しい。

			　だが、嫌いではない。

			「あのね、死ぬ前にと言ったのはね、私……頑張って、頑張って、頑張って長生きして、ブルーといっぱい一緒にいるつもりだけど、でも……モンスターは長生きなんでしょう？　強くなれば強くなるほど長く生きるって……」

			　そうだ。

			　先代はわずか四百年ほどしか生きてはおらぬが、先々代は四千年。だいたい、我が種は二千～五千年は生きる。

			「私は、人間だから……頑張って長生きしても、あと百年も生きられないの」

			　百年……。

			　我にとってはなんと短い時なのだろう……。

			「私が死んだら、もうブルーを収納してあげられない……。そうしたら、またブルーはお腹が空いて、毎日大変になっちゃうでしょう？」

			　ヌシが死んだら……。

			　ヌシに収納される前の生活を思い出すと吐きそうになる。

			　強いがゆえに、強くなりすぎたゆえに、我の周りに餌となるモンスターが寄り付かぬ。いいや、餌となるモンスターだけではない。

			　かつて同胞だったモンスターも我を恐れて近づかぬ。

			　腹が減ったと語り合う仲間もなく、一人餌を求めて駆けまわっていた。

			　毎日毎日、腹を空かせ……死ぬこともできずに……。

			　ヌシとの生活を覚えてしまった我は、あの生活に戻れるのか？

			　わずか四百年で死んだ先代。

			　人間の「勇者」と呼ばれる男に殺された。……たかが一人の人間に殺されたのだ。

			　戦いの記憶は残っている。なぜ、負けたのか……何が原因なのかわからないような戦いだ。

			　もしかすると、先代は……。

			　ヌシが死ぬとき、我がそのまま収納魔法の中にいたらどうなるのであろう。

			　ヌシの死とともに、我の命も尽きるのであろうか。

			　それも悪くない。

			　ああ、先代よ。

			　勇者に殺されるのも悪くないと、そう思ったのではあるまいな。

			「だからね、私が死んだ後にも、ブルーが困らないように今から色々と準備しようと思っているの」

			　ヌシがにこっと笑った。

			　目の前の、小さな人間の娘。自分の死んだ後のことまで、そこまで我のことを考えてくれるというのか？

			『ヌシの代わりとなる収納魔法の持ち主を探すつもりか？』

			　歴代の記憶を持つ我には、ヌシの魔法の特殊性はよくわかる。同じ能力を持つ者など、探しても見つかる可能性のほうが低い。それを、ヌシはわかっているのだろうか。

			「ううん、違うの。えっとね、私も色々と準備しようと思っているんだけど、ブルーにも私が死んだときのためにしてほしいことが一つあるの。今日はそれをお願いしにきたのよ」

			『願い？　何でも言うがよい』

			　何でも言えと言ったのに、ヌシは言いにくそうになかなか口を開かない。

			『どこかへ連れていって欲しいのか？　人間が何日もかかる場所も、我なら一瞬で連れていってやるぞ』

			　ヌシが首を横に振る。

			『倒したい相手がいるのか？　どれだけ強くとも我は負けぬぞ？』

			　もしかしたら、我が傷つくのを心配して倒したい相手のことを言わないのかと思ったが、それも違うようだ。

			『我に価値はわからぬが、キラキラ光る石が欲しいのか？』

			　人間は、キラキラ光る石を奪い合うために殺し合いをするのも我は知っている。

			「違うの。えっと、私が喜ぶことをいっぱい考えてくれてありがとう。うれしい。でも、違うの……。お願いは……無理にとは言わないんだけど……」

			　ヌシはまた我に礼を言う。ヌシの望む答えを出せなかったというのになぜだろう。

			　礼を言われた理由はわからぬが、我は礼を言われるのが嫌いじゃない。

			「ブルーに練習というか訓練をしてほしいの」

			『ぬ？　訓練？　これ以上強くなれということか？　今の我では不安に思うことでもあるのか？』

			　ちびは、毎朝訓練を続けているようだ。ちびの持つ我の毛から時折伝わってくる。

			　それに比べて我は……。

			　獲物を求め、駆けまわることがなくなった。もしかして、食っては寝るを繰り返しているから、ヌシは我に呆れているのか？

			　確かに、バジリスクが来た後に我の出番は全くない。収納にいる代わりにヌシを守ると言った割に、何も働いてはおらぬが……。

			　まずい。

			　ヌシに、我を収納に入れておけないと思われては……。

			　三日に一度……いや、五日に一度くらいは自分で獲物を仕留めに収納から出て、実力を見せるべきか……。

			　大物を仕留めて、素材を渡せば喜んでもらえるかもしれないな。

			　ドラゴンの鱗は、キラキラしていて人間は欲しがったはずだ。ヌシの収納にも入れてあるから、嫌いではないはず。

			「違うの、不安とかじゃなくて……あのね、気が付いたの。ブルーは、強くなりすぎたから体から出る気を抑えられなくなったって言っていたでしょう？」

			『ああ、その通りだ』

			　体からあふれ出る気を感じて、モンスターは逃げる。我から少しでも遠くへと逃げていく……。

			「人間はモンスターほど気を感じるのが上手じゃないかもしれないけど、でも、私、気が付いたの。ブルーの気は、大きくなったり小さくなったりしているって」

			『気が大きくなったり、小さくなったりだと？　……死にそうなモンスターの気は小さくなるが、我は死にそうになどなっておらぬ』

			　少し大きな声を出してしまった。

			　ヌシが肩をすくめ、両目をつむった。

			　怖がらせてしまったか……。

			　泣くか……どうすればいいのだ。我は、子供のあやし方など知らぬ。

			「あーびっくりした」

			　ヌシはパッと目を開いて我の顔を見て笑った。

			「今、声が大きくなったら、気も大きくなったよ」

			　ヌシが笑ったことにホッとする。

			『声が大きくなったら、気が大きくなった？』

			「あ、やっぱりブルーは気が付いていなかった？　怒ったりすると出てる気の量が大きくなってるのよ。ブルーの前で、普通に立っていられるときもあるけれど、気に圧倒されて倒れそうになるときもあるの」

			『そうなのか？』

			「うん。バジリスクを倒しに行くって言ったときが、一番気が強くなっていたよ。なんか、気が立ち上るのが見えたよ」

			　バジリスクを倒すときか。

			　なるほど。あのときは確かに気合が入っていたからな。

			「ピンクのね、とっても綺麗な気がブルーから出てたよ」

			『ふっ』

			　思わず笑いが漏れると、ヌシがきょとんとして首を傾げる。

			『ヌシは、何でも綺麗だと言うのだな』

			「なっ、何でもじゃないよ！　本当に綺麗だったの。澄んだピンク色で、濁りがなくって……。なんかね、悪いこと考えている人は目とかも濁っていて気持ち悪いんだよ。ブルーは、綺麗」

			　我の気が綺麗だとは到底信じられぬ。が、ヌシの言葉は信じたい。ヌシから見たら綺麗なのだろう。

			　鼻先がくすぐったい気持ちになった。しっぽが揺れる。

			「ブルーの体から気が漏れ出すって言っても、漏れ出す量はいつも一緒じゃないと思うの。だから、漏れ出す量は練習すれば減らせるかもしれないと思って……」

			　ああ、ヌシに言われるまで忘れていた。

			　来る日も来る日も、腹が減り、我は殺気立っていた。

			　そう、殺気……。

			　下等なモンスターが一番恐れて逃げる気を、我は放っていたのだ。

			　気持ちを落ち着け、殺気立たないようにする。それだけでも、我から放たれる気は小さくなるであろう。

			　何キロも駆けまわらなくとも獲物を捕らえることができるかもしれぬ。

			　気を抑える練習……か……。

			　そうだ。我が先代から魔力玉を受け取る前……気配を消すのが得意だったころがあったではないか。

			　どのようにしていたのか思い出すのだ……。

			『ヌシよ、三日……いや、五日に一度、我は出かけることにする。気を抑えられるか試してみよう』

			　体が鈍らないように。

			　そして、気を抑える訓練をしながら……。

			　獲物を探そう。

			　キラキラした素材を持つ獲物を。

			「わかった。無理しないでね……」

			　ヌシの願い通りに訓練すると言えば喜ぶだろうと思ったら、心配そうな顔をする。

			　難しい。

			　我の好きなヌシの顔を見るのは難しい。

			　だが、きっと、我が気を上手に抑えられるようになれば見せてくれるはずだ。我の好きな顔を。

			『では、さっそく行ってくる』

			　跳び上がり振り返ると、ヌシが大きく両手を振ってくれているのが見えた。

			　我の好きな笑顔で。
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